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はしがき 

 
神よ、 
変えることのできるものについて、 
それを変えるだけの勇気をわれらに与えたまえ。 
変えることのできないものについては、 
それを受けいれるだけの冷静さを与えたまえ。 
そして、変えることのできるものと、変えることのできないものとを、 
識別する知恵を与えたまえ。 

 
ラインホールド・ニーバー（大木英夫 訳） 

 
9月8日 22:00に羽田空港に集まった若者たちはどことなく不安げで、どちらかとい

うと、期待を不安が凌駕していた学生が少なくないように思われました。 
それもそのはず、３年間もの間、青春の特権とも言える海外での挑戦の大半をコロ

ナ禍で奪われたのですから、若者たちが臆病気味になってしまうのも当然のことだっ
たのかもしれません。 

そんな彼女たちにとってバリ島での滞在は３年分の笑いと涙と勇気を取り戻したよ
うな１週間であったといえます。滞在中、生活と学びの拠点となった「マナ・アース
リー・パラダイス」という、文字どおり、楽園のような環境に身を置いた学生たちの
心身はほぐされ、徐々に仲間と語りはじめ、数日後には心の底から笑うようになり、
ツアー後半には浄化の涙を流していました。世界を席巻するパンデミックやら気候危
機やら、不安が尽きない現代社会ですが、そんな時代でもたくましく生きていくため
の大らかな感性としなやかな身体性を日に日に回復していったのだと思います。 

近ごろ、SDGs（持続可能な開発目標）を達成するためには、持続可能な未来に向
けて自己変容と社会変容を遂げることの必要性が主張されるようになりましたが、日
常の忙しさの中では自己変容などはままならないのが現実です。ところが、今回のツ
アーでは、連日、自らの変容を通して周囲も変えている大人との出会いが、学生たち
を深い次元での変容へといざないました。その詳細については、本報告書に記載の感
想文やアンケートの結果などをご覧ください。 

バリ島に滞在中、学生たちは毎日、その日のプログラムの最後にふり返りの会に参
加し、その日に感じたことや考えたことを仲間達と分かち合いました。冒頭のR. ニー
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バーの言葉は、最後のふり返りの会で共有された言葉ですが、現地の方々のおかげで
多くの学生たちにとって「変えることのできるもの」の数は増え、「変えられるだけ
の勇気」も授けられての帰国だったのではないでしょうか。通例は、スタディツアー
で多くの気づきを得たとしても、帰国後は都会の生活にすぐに慣れ親しんで、元の生
活様式に戻ってしまうのは早いというスタディツアーへの批判がありますが、今回の
学生達の多くは帰国後も家族やアルバイト先など、周囲にサスティナビリティの輪を
広げていることがその証左であると言えます（本報告書の「一人ひとりの自己変容」
を参照）。 

繰り返しとなりますが、学生たちを深い次元で変容させてくれたのは、現地で「で
きない」を理由にしない生き方を貫いてきたアースカンパニーのスタッフをはじめ、
現地の方々でした。特に、今回の構想段階からお世話になり、現地でコーディネート
役をお務めいただいたアースカンパニー共同代表の濱川明日香さんと濱川知宏さん、
そして全ての学生の学びと暮らしをケアしてくださったアースカンパニーの藤本亜子
さんとヌールさん、ゲストスピーカーとしてライフストーリーの語りを通して学生達
をエンパワーして下さったロビン・リムさん、サリ・ポレンさん、石踊千夏さん、望
月小百合さん、プラントアルケミスト・ゆきさん、會田貴美子さん、ご自宅へのツア
ーを企画してくださったアースカンパニー職員のエパさん、このツアーの実現にご理
解をいただいた COVID-19 対策本部会議はじめ、聖心女子大学の教職員の皆々様にこ
の場を借りて心よりお礼をお伝えいたします。 

 

 

2022 年度「SDGs のその先を想い描くスタディツアー」世話人 
聖心女子大学 現代教養学部・教授 

永田佳之  
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１．スタディツアー参加者一覧 

【学生】  
1 年生 
泉稚菜 China Izumi 基礎課程  
岩谷舞衣 Mai Iwatani 基礎課程  
服部美海 Mimi Hattori 基礎課程  
 
2 年生 
荒谷菜津美 Natsumi Araya 教育学科教育学専攻  
漆澤有香 Yuka Urushizawa 教育学科教育学専攻  
近藤亜紀 Aki Kondo 教育学科教育学専攻  
坂東優 Yu Bando  教育学科教育学専攻 
平野星来 Sera Hirano 教育学科教育学専攻 
藤原加奈子  Kanako Fujiwara 英語文化コミュニケーション学科 
堀江ひびな Hibina Horie 教育学科教育学専攻 
和田亜珠奈 Amina Wada 教育学科教育学専攻 
 
3 年生 
畔柳美祐 Miyu Azeyanagi 教育学科教育学専攻  
板橋玲奈 Reina Itabashi 国際交流学科グローバル社会コース  
江頭佳奈 Kana Egashira 国際交流学科異文化コミュニケーションコース 
金子愛美 Manami Kaneko 教育学科初等教育学専攻 
佐々木綺音 Ayane Sasaki 教育学科教育学専攻 
田畑つむぎ Tsumugi Tabata 国際交流学科異文化コミュニケーションコース 
谷口卯奈 Una Taniguchi 教育学科初等教育学専攻 
塚田紗來 Sara Tsukada 教育学科教育学専攻 
南木美咲 Misaki Nanmoku 国際交流学科グローバル社会コース 
保泉日向子 Hinako Hoizumi 国際交流学科グローバル社会コース 
三浦さくら Sakura Miura 教育学科教育学専攻 
山中悠夢 Yuyu Yamanaka 教育学科初等教育学専攻 
 
【教員】 
永田佳之 Yoshiyuki Nagata 聖心女子大学現代教養学部教育学科教授 
奥切恵 Megumi Okugiri 聖心女子大学現代教養学部国際交流学科教授
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２．インドネシア共和国の基本情報 

 

正式名称：インドネシア共和国 

首都：ジャカルタ 

面積：約 192 万平方キロメートル(日本の約 5 倍) 

人口：約 2.70 億人(2020 年インドネシア政府統計) 

民族：約 300(ジャワ人、スンダ人、マドゥーラ人等マレー系、パプア人等メラネシア

系、中華系、アラブ系、インド系等) 

言語：インドネシア語・バリ語 他 

宗教：イスラム教 86.69％・キリスト教 10.72％・ヒンズー教 1.74％・仏教 0.77％・ 

儒教 0.03％ 他 

元首：ジョコ・ウィドド大統領 

政体：大統領制、共和制 

主要産業：製造業・不動産、教育、ホテル、飲食・農林水産業 

 

参考文献：外務省ホームページ「インドネシア基本データ」 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/indonesia/data.html#section1 

(2022年 11 月 25 日参照) 

  

https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/indonesia/data.html#section1
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【コラム①】Mana のご飯・お菓子 
 

【Mana のご飯】 
私達が宿泊した Mana earthly paradise には Mana kitchen というご飯を食べる場所

があり、そこで朝・昼・夜ご飯を食べていました。（移動先で食事をすることもありま

した。）Mana kitchen で使われている食材は Mana にあるパーマカルチャーガーデン

（持続可能な農業ができる畑）で収穫された野菜など、オーガニックなものです。ま

た、日本料理で使われる甘酒や麹をインドネシア料理と融合させたメニューも食べる

ことができます。さらに、牛肉は生産過程で環境に負荷がかかると考えられているた

め、Mana kitchen では牛肉を使用した料理ではなく、鶏肉や豚肉が提供されていま

す。 

朝食は、前日に食べたいものを選んでおき、その選んだものを朝食べるという方式

でした。約一週間の滞在でしたが毎日違う

朝食メニューを選ぶとほぼ全種類制覇する

ことができました。この右の写真は朝食だ

った”Banana vegan pancake”という、日本

で食べるパンケーキとは少し見た目が違う

パンケーキです。かなり一枚一枚が分厚い

ですが、ちゃんとバナナの味がして美味し

く、お腹いっぱいになりました。 

次の二枚の写真は夜ご飯です。（お昼と夜はビュ

ッフェ形式でした。）左の写真はココナッツをその

まま割ったジュースです。市販のココナッツジュ

ースとは違いかなりさっぱりしていて、果物本来

の甘みを感じることができました。ココナッツジ

ュースの隣にあるのは、ココナッツケーキです。

右の写真はビュッフェ形式で取ったご飯と
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Charcoal Lemonade です。毎回の夜ご飯で違うドリ

ンクを飲むことができましたが、個人的に一番美味

しかったドリンクでした。見た目は黒いですが飲む

と程良い甘さのレモネードでとても美味しかったで

す。ビュッフェのご飯の中にはかなり辛いものもあ

り、インドネシア料理らしさを感じることができま

した。 

 

 

 

 

【チーム名のお菓子】 

 スタディツアーの中で私達はクロポン、ラクラック、ラピス、アッパムという四つ

のグループに分かれ、これらはインドネシアのお菓子の名前が由来として付けられま

した。私達のグループ名がインドネシアのお菓子だと知ってくださった Mana の方が

昼食のデザートにそのお菓子を作ってくださいました。 

写真上のオレンジ色のお菓子がアッパム。アッパムの下にある緑と白の層になって

いるものがラピス。ラピスの右にあるココナッツがまぶされているものがクロポン。

写真下のいくつか空洞があるものがラクラックです。どれも甘みが特徴的で美味しか

ったです。 

これら四つのお菓子以外でもイ

ンドネシアでは甘いお菓子が多く

あると感じました。スタディツア

ー中に様々なところへ訪問しまし

たが、甘い食べ物でおもてなしを

してくださったことが何度かあ

り、日本とは違うおもてなし文化

を体感しました。 
 

 



 

9 
 

３．旅程（スケジュール） 

 
2022.09.08~0915 
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画像：Earth Company 「SDGs の
その先を思い描くスタディーツア
ー 旅のしおり」より 
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【コラム②】田んぼメディテーションウォーク 

 
 みなさんは普段の生活の中で自分と対話する時間、自分を Take Care する時間を作
ることができているでしょうか。自然に溢れたバリ島での田んぼメディテーションウ
ォークの時間は私たちに自分と対話する大切さ、自然を愛する気持ちを気づかせてく
れました。   

あこさんのご提案で私たちは携帯を置いて田んぼのメディテーションウォークを行
いました。いつもなら携帯を見ていて気づかない鳥の鳴き声や風が肌を撫でる感覚、
木々の揺れる音、大地の香り、空の青さを鮮明に感じることでいつも以上に五感が刺
激されました。何も考えることなくただ気持ちの赴くままに止まったり歩いたり座っ
たりすることで心の中から余計なものが消え、日常生活で埋まってしまっている「大
切なもの」が見えました。そのひとつが自然を愛する気持ちでした。自然に包まれて
いるとパワーがみなぎりながらも穏やかになっていく感覚がありました。自然を愛し
自然に愛されることを忘れず生きていきたいです。 
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４．ツアーの目的とバリ島の現状やその課題 

 

私たちは、SDGs のその先、つまり 2030 年の後の世界を思い描くという目的を持
ち、今回のスタディツアーに参加してきました。 
バリ島は、美しい自然と文化が融合する癒しの島であるといった魅力から、世界的な
リゾートエリアが点在しており、今なお開発が進められています。海やジャングルな
どの豊かな自然、スパイスの効いたインドネシア料理、マリンスポーツの体験など、
経済成長と共に華々しい産業が溢れていることから観光地という印象が強いと思いま
す。バリ島の収入源の約 80%は観光産業から成り立っており、島の人々の生活を支え
ています。しかし、観光産業の影響により様々な問題が浮かび上がっています。 
まず、水不足問題についてです。バリ島にある水の 65%は観光産業が使用していま
す。バリ人は一日に一人当たり 180L の水を消費しているのに対し、観光客はその約
14 倍に当たる 2500L の水を消費しています。さらに、気候変動により雨量が減少し、
伝統的な米作りが困難となっています。そのため、土地を売却し外国人用のヴィラを
建設したり、水を消費しにくい作物であるとうもろこし畑に移行したりするなど対策
がなされています。しかし、とうもろこしは収穫のサイクルが早いことから価値が低
く、米の収穫よりも収入が少ないことが現状です。 

次に、ゴミ問題についてです。バリ人は一日に一人当たり 0.7kg のごみを消費して
いるのに対し、観光客はその約 5.3 倍に当たる 3.7kg のごみを消費しています。イン
ドネシアは、リサイクルシステムが整備されておらず、バリ島のごみの約半分は、海
や川に不法投棄されていたり、焼却されていたりします。バリ島南部にあるごみの最
大埋立地である Suwung では、海岸に建物 5 階分に当たる 33ha のごみ山があり、そ
の側で 100~150 人もの人々がごみの分別をしながら生計を立て暮らしています。周囲
は悪臭が漂い、深刻な健康被害が生じています。また、インドネシアはプラスチック
排出量世界 2 位とされており、観光産業の影響によるバリ島の影の部分が明らかにな
っております。 
ここまで、主に水とゴミ問題について取り上げてきましたが、バリ島に潜む問題はこ
れだけではありません。バリ島にも観光産業の恩恵を受けて光り輝く面と陽の当たら
ない影の部分があることを人々に知っていただきたいと思っております。豊かな暮ら
しの背景には、どこかに必ず影響が起きていて、人々が犠牲になっています。私たち
が今できることとして、これらの問題に対して「やらなきゃ」ではなく、些細なこと
でも「やりたい」「取り組みたい」という思いが最も重要なのではないかと考えます。
この頁で綴った私たちの思いから、きっかけとして捉え行動を実行していく人が増え
たら、と願っております。 
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【コラム③】トリヒタカラナ・お祈り 

 

バリ島は島民の大半が、バリ・ヒンドゥーというバリ島独特な宗教を信仰し、その
宗教が生活、文化、習慣の基礎となっています。その中で、特に基盤となっているの
が「トリヒタカラナ」です。これは｢トリ＝3」、「ヒタ＝安全・繁栄・喜び」、「カラナ
＝理由」という意味を持っています。バリ島に伝わる｢幸福な生活に必要な三つの要
素」パラヒャンガン(人間と神)、パウォンガン(人間同士)、パルマハン（人間と自然)
それぞれの調和によって幸せや喜びを感じることができるというバリ・ヒンドゥー教
の思想を表しています。また、私達も体験させて頂いたバリ・ヒンドゥーでとても大
切にされているお祈り。これを「スンバヤン」といいます。このお祈りには心の美し
さを表す花、聖水、お線香、神からの恵みを表すお米が使用されます。そして、バナ
ナやココナッツの葉で作られたチャナンという入れ物に上下天地を決める色とりどり
の花とパンダンの葉を刻んだものなどが入っています。このお供え物は家のお寺はも
ちろんのこと、色々な物に神が宿ると考えるバリ・ヒンドゥーでは、至る所でチャナ
ンを見かけることができました。バリ島に居て常にバリ・ヒンドゥーを大切にしてい
る事を感じました。街中での笑顔で挨拶してくれる人々、お祈りを最低でも 1 日１回
行う、自然の葉を違った形で再利用するなどバリの人々が循環を大切にしていること
を実感しました。この循環を大切にしているからこそバリの方々はとても温かいのだ
と思います。この事を肌で感じることができ日本でも大切にしていきます。 
 

 写真）マナでスンバヤン 
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写真）チャナン 
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５．ゲストスピーカーの紹介 

 

 

濱川 明日香（Aska さん） 

濱川 知宏（Tomoさん） 

藤本 亜子（あこさん） 

會田 貴美子（きみさん） 

Sari Pollen (Ibu Sari) 

Robin Lim (Ibu Robin) 

石踊 千夏（千夏さん） 

望月 小百合（さゆりさん） 

Plant Alchemist Yuki（ゆきさん） 
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出典）Earth Company HP「チーム紹介」 

Our Team｜一般社団法人 Earth Company 
 

濱川 明日香（Aska さん） 
Earth Company 共同創設者、共同代表。 
ボストン大学卒業後、プライスウォーターハウスクーパーズに勤務。ハワイ大学大学
院にて太平洋島嶼国における気候変動研究で修士号取得。 
未来に「変革」を起こす彼らの後方支援することで、私たちの子どもたち、そしてそ
のさらに先の世代に残せる豊かな未来を創造すること、を目的に 2014 年一般社団法
人 
Earth Company 設立。 
 

 
出典）Earth Company HP「チーム紹介」 

Our Team｜一般社団法人 Earth Company 
 

濱川 知宏（Tomo さん） 
Earth Company 共同創設者、共同代表。 
ハーバード大学卒業後、NGO スタッフとしてチベット高原で働き、後ハーバード大
学ケネディ行政大学院で修士号取得。 
2014 年に妻の明日香さんと共に Earth Company 創設。 

https://www.earthcompany.info/ja/ourteam/
https://www.earthcompany.info/ja/ourteam/
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出典）Earth Company HP「チーム紹介」 

Our Team｜一般社団法人 Earth Company 
 

藤本 亜子（あこさん） 
Earth Company インパクトアカデミー・マネージャー。 
専門は系統進化学、生物多様性保全、環境教育（ESD）。 
2019 年から Earth Company に勤務。 
IMPACT ACADEMY 担当。大学教員を経て、持続可能な開発のための教育を専門
に、多様な世代へ向けた学びあう場づくりに一貫して関わる。 
 

 
 

 
會田 貴美子（きみさん） 

二児の母。 
小林聖心女子学院高等学校を卒業後、大阪大学で物理学の宇宙地球学を専攻。 
大学院を中退後、リクルート社に入社し、広告×不動産業界で 12 年間勤務。 
2019 年にバリ島に移住し、Green School の一保護者でもある。 

https://www.earthcompany.info/ja/ourteam/
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出典）PKP Community Centre HP “Ibu Sari’s Story” 
Ibu Sari's Story - PKP Community Centre 

 
Sari Pollen (Ibu Sari) 

PKP Community Centre の創設者。 
彼女自身の暴力被害や愛娘と 12 年間会うことが許されなかった経験を通して、脆弱な
女性と子どもを助けることに自身の人生を捧げている。 
暴力の状況が被害としてみなされていないバリでは、女性にとって非常に生きづらい
状況が作り出されており、コミュニティに戻りづらく、また、戻った後に生活を取り
戻すのが難しい。 
彼女はそういった状況に置かれた女性や子どもを救う活動をしている。 
 

 
出典）Earth Company HP「インパクト・ヒーロー」 

IMPACT HERO 2016 ロビン・リム｜一般社団法人 Earth Company 
 

Robin Lim (Ibu Robin) 
一般医療、代替医療、教育、環境プログラム、コミュニティ開発を手がける。社会的
弱者の「駆け込み寺」となり、全額寄附で成り立つ奇跡の国際助産院ブミセハットを
設立。 
見返りを求めない「無償の愛」で多くの人々を救う。 
2016 年に Earth Company からインパクト・ヒーローに選ばれる。 

https://pkpcommunitycentre.org/ibu-sari-story/
https://www.earthcompany.info/ja/ih16-robin/
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出典）SIKI HP 「代表者挨拶」 

代表者挨拶 | Siki Japan (siki-bali.com) 
 

石踊 千夏 (千夏さん) 
1997 年、大学卒業 1 か月後に森林保護活動を目的にインドネシア、スマトラ島に渡
る。 
しかし森に出会えず、日本語教師として様々な教育機関をさまよう。 
2000 年にバリ島に移住し 2004 年に日本語学校を設立。数年間バリ島のごみ問題、貧
困問題に関わるボランティア活動に力を注ぐ。 
2013 年、長男の出産を機に託児所を開設。 
現在はオランダのイエナプラン教育を取り入れた学校作りに奮闘中。 
 
 

 
望月 小百合（さゆりさん） 

二児の母。 
修士号取得後、10 年間大阪の小学校教諭として勤務。 
インドネシア、ジャカルタの日本人学校で、3 年間日本語教諭として勤務。 
2019 年にバリ島に移住。 

https://siki-bali.com/about/message
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出典）自然食工房 めぐみ HP 

Plant Alchemist Yuki | 【公式】めぐみの杜ホームページ(旧自然食工房） 
(megumi2352.com) 

 
Plant Alchemist Yuki（ゆきさん） 

ローフード・スキンフードシェフ。 
山口県出身。バリ島在住。 
幼少時より坐禅や精進料理を学び育つ。社会人経験を経て、スローライフ実現に向け
てタイに移住。ヨガや瞑想、エネルギーヒーリング、ハーブ療法、ローフード栄養学
を学び、ロースイーツやナチュラルコスメの製作を開始。 
2018 年にバリに拠点を移し、心地よい私たちの在り方をローフードやスキンケアクラ
スを通じて世界中の人とシェアしている。 
 
 
参考文献 
・Earth Company ホームページ 〈https://www.earthcompany.info/ja/〉 
・PKP Community Centre ホームページ〈Ibu Sari's Story - PKP Community 
Centre〉 
・SIKI ホームページ〈代表者挨拶 | Siki Japan (siki-bali.com)〉 
・Plant based sweets & cosmetics ホームページ〈Home | Plant based sweets & 
cosmetics (plantalchemistyuki.wixsite.com)〉 
 
 
 
 
 
 
 

https://www.megumi2352.com/posts/9479715
https://www.megumi2352.com/posts/9479715
https://www.earthcompany.info/ja/
https://pkpcommunitycentre.org/ibu-sari-story/
https://pkpcommunitycentre.org/ibu-sari-story/
https://siki-bali.com/about/message
https://plantalchemistyuki.wixsite.com/website
https://plantalchemistyuki.wixsite.com/website
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【コラム④】ヌールさん 
 

ヌールさんは、私たちの旅を支えてくださった大切な方です。全てのプログラムに
付き添いをしてくださりました。現地の方との通訳をしてくれたり、困ったときに助
けてくれたりしました。ヌールさんがいなければ、学びを深めることはできませんで
した。 

 
〈ヌールさんとの想い出〉 

・街中の散策時にルートを確認し、美味しいお店やおすすめの場所を教えてくれた。 
・日本にハガキを送るとき、一緒に方法を考えてくれた。 
・PKP 内にある植物について紹介してくれ、香りや味を試す機会をたくさんくれた。 
・みんなが脱いだ靴を揃え、急な雨に濡れないように靴を移動してくれた。 
・移動時に雨が降ったときに傘を持ってきてくれた。 
・虫刺されや体調が悪いことについて話を聞いてくれた。 

 
写真撮影のときには、「私はいいから」と一緒に写らずにみんなの写真を撮ってくれ

ました。とても謙虚な方で、陰ながら私たちを支えてくれました。本当にありがとう
ございました。ヌールさんと一緒に旅をすることができ、素敵な想い出となりまし
た。 

 

  

ヌールさんが並べてくださった靴         素敵な笑顔のヌールさん 
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〈ヌールさんとの写真〉 
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【コラム⑤】バリ舞踊 
 

バリ舞踊とはインドネシアのバリ･ヒンドゥー教の儀式や冠婚葬祭の際に演じられる
舞踊の事です。バリ舞踊は 1 日目のウェルカムディナーで子供たち 4 人か踊ってくれ
ました。 
 

 
 

左から Komang Suryanti、Komang Mika、Kadek Ela、Ketut Meira です。子供たち
もバリ舞踊を踊れるように、バリの女性にはバリ舞踊を学ぶ文化があります。彼女達
のダンスは大人の女性顔負けの素敵な踊りでした。表情やひとつひとつの動きが素晴
らしく、心を奪われてしまうような素敵な空間でした。 
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バリ舞踊を教えてくださったのはエルダさんとアマンダさんです。｢サロン｣と言う
衣装を着てバリ舞踊の体験をしました。お皿に入ったお花を舞わせる動きや、ペアに
なって踊るシーンもあります。 
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６．訪問した施設について 

 

6-1 Mana Earthly Paradise 

 

6-2 PKP 

6-3 ブミ・セハット 

6-4 ルマ・コンポス 
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6-1 Mana Earthly Paradise 
 

インドネシア・バリ島のウブドにあるホテル「Mana Earthly Paradise」は、「次の世
代に継げる未来をつくる」という Earth Company のビジョンのもとに建てられたエコ
ホテルです。バリ島は観光産業で成り立つ一方、ゴミ問題や水不足問題が深刻化して
います。バリ島の未来のために考えてこのホテルは生まれました。施設内の照明は太
陽光発電で、水は雨水を貯水し濾過して循環させています。また、施設建設に使用す
る建材は全てリサイクル廃材であり、新しい木を一本も切らずに建てた施設など、あ
りとあらゆるエコテクノロジーが導入されています。次世代の子どもたちにつなぐ未
来を創れるような、人と社会と自然が共鳴しながら発展するリジェネラティブなあり
方を追求するために、Earth Company は事業を展開しています。 
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6-2 PKP 
 

PKP は訪れる人すべてを受け入れるコミュニティーセンターです。このセンターで
は女性や難民、ハンディキャップがある人などの職業訓練や学習支援を行っていま
す。また、PKP のジャングルで採れた食材を使った食事を無償で提供しています。創
設者のイブ・サリという女性の考えに、誰でも尊重されるべきという考えがあり、訪
れる人はセンターのアドバイスを必ず聞かなければならないということはありませ
ん。また、センターの学びで出来る仕事よりも高度な仕事ができそうな人には彼らの
ポテンシャルと素質を尊重して、他のセンターやコミュニティを紹介することもある
そうです。 

 

 
 

彼女は女性の立場がまだ弱い地域で離婚を経験し、娘とも会うことが叶わないとい
う非常に辛い生活を経験しました。それでもなお、このような生き生きとした笑顔を
見せている理由は、彼女の自律した考えにあります。彼女は共同、思いやり、調和、
信頼、愛という５つの要素を重要視することと、問題が解決できないときは一度離れ
て外から物事を見るようにすることで自身を解放しているのだそうです。彼女の言葉
はシンプルで分かりやすく、温かい笑顔と振る舞いでみんなを癒しています。 
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6-3 ブミ・セハット国際助産院 
 

ブミ・セハットは、インドネシアとフィリピンを拠点に、助産を中心としたプログ
ラムを展開する非営利団体です。私たちはウブドの助産院を訪問し、創始者であるロ
ビン・リムから直接お話を伺いました。 

途上国と呼ばれる国々では、日常的に妊娠・出産を原因に女性が亡くなっています
が、その 9 割が助かる命とされています。特にバリ島のあるインドネシアは貧困によ
る栄養失調や劣悪な出産環境などの理由から、妊産婦の死亡率がアジアで最悪の水準
だったそうです。そのような適切な医療が受けられない妊産婦と赤ちゃんを救うため
に、ブミ・セハット国際助産院では、妊婦は 365 日 24 時間、国籍を問わず誰でも無
償で産科医療を受けることができます。そこでは、お母さんの産む力と赤ちゃんの生
まれる力を最大限に尊重する「ジェントルバース（優しいお産）」が実践されていま
す。加えて、妊産婦以外も、眼科検診やコミュニティプログラムなどのサポートを
「ゆりかごから墓場まで」無償で受けることができます。 

創始者のロビン・リムは妹が出産中に子どもと亡くなったことをきっかけに助産師
を志し、2005 年にブミ・セハット助産院を開業しました。2011 年には「CNN Hero 
of the Year」を受賞し、2015 年にフィリピンで最も栄誉ある「Bayanihan Peace-
builders Award」を大統領から受賞しました。これまで 1 万人の赤ちゃんを取り上
げ、「イブ・ロビン（マザー・ロビン）」として国境を越えて慕われています。 

 

 

 

 

 

 

ブミ・セハットのシンボルマークで

す。日本では目にしないほど大胆な

マークでみんな少し驚いている様子

でしたが、それが日本と海外の性に

対する考え方の違いだと教えていた

だき、納得しました。 
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ブミ・セハットに勤務する助産師さんに案内していただ

き、施設内を見学させていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「愛のために生きないなら、何のために生

きるのでしょう」というロビンの教えのも

と、隣に座った人と目を見て「愛してる」

を言い合う時間があり、その時間がそれぞ

れの心にとても印象に残っています。 
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【コラム⑥】バリ島のゴミ問題 

 
世界的なリゾート観光地として有名なバリ島ですが、リゾート地という美しい表の

顔とは真逆、ゴミ問題という裏の顔を抱えています。代表的なのがスウォンです。バ
リ島のゴミは約 5 割が、私たちが訪れたルマ・コンポスに運ばれますが、残りの 3 割
ほどはスウォンに運ばれてきます。今回のスタディツアーではコロナウイルス感染拡
大防止の観点からその場に実際に行き目にすることはできませんでした。しかしなが
ら、近づくだけできつい匂いが漂ってくるというスウォンは写真を通して見るだけで
も強烈なインパクトを私たちに植え付けました。 

バリ島に訪れる観光客はバリ人の約 5 倍ものゴミを排出しています。スウォンには
そのようなゴミが集まってきて、そのゴミを拾うことで生計を立てている人もいるの
です。スウォンに住む人々の多くはバリ島外から出稼ぎに来た人々です。そのゴミ山
はそこに住む人々によって集落となりスラム街になっています。 

ここへきたゴミはまず牛によりオーガニックとノンオーガニックに分けられます。
牛はオーガニックゴミを食べてくれるため、人間は残りのノンオーガニックを拾えば
いいということになります。牛が生ゴミを食べることにより匂い消しにもなるそうで
す。しかしながらこの牛さんたち、噂によると市場で低価格で売られているそう。 
リゾート地の闇の部分をはっきりと感じたお話でした。何よりも重要なことは、この
ゴミ問題が、環境に加えてバリ島の人々の生活にも影響を及ぼしているということで
す。 

   
 
 
 
 
←街中の様子からもゴミの始末が悪いことがわかる 
 また、街中にも塵山があり牛がゴミを食べていた 
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6-4 ルマ・コンポス 

 
 

ルマ・コンポスは、バリのウブドにあるコンポ
ストセンターです。675 世帯、265 企業からゴミ
を回収していて、約５割をここで処理していま
す。村ではゴミをオーガニックとノンオーガニッ
クに分別していて、それをコンポストの従業員が
回収し、オーガニックのゴミがセンターに届きま
す。オーガニックのゴミは、枝や葉、キッチンか

ら出るゴミ、お供物などです。プラスチックは 2 日に 1 回回収され、リサイクルでき
るものとできないものとに、人の手によって分別され、ジャワ島にあるリサイクル施
設に送られます。 

センターに届いた生ゴミはシュレッドされ、細かくしてから箱に入れられます。そ
の後、生ゴミの分解を助ける微生物と砂糖の入った液体がかけられ、微生物によって
さらに細かく分解していきます。完成したコンポストは粗いコンポストと細かいコン
ポストに分けられ、売られていきます。 

 
 

 

  

きつい匂いはしなく、 
コーヒーや甘酒の匂いに
似ているという人も。 
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【コラム⑦】エパさんの家 

 

マナで働くエパさんのご自宅に訪問し、バリ島の人々の生活を体感しました。ご家
族の皆様に迎え入れていただき、バリ島の人々の温かさにも触れました。バリ島では
複数の家を一つの敷地内に建て、親戚一同で暮らすことが多いです。エパさんの家族
には、染め物をしている方がいました。熱いロウを使い、色鮮やかで美しい布を作っ
ていました。洗練された技術を目の当たりにして、釘付けになりました。エパさんの
ご両親はお菓子屋さんを担っています。バイクでたくさんのお客さんがいらしていま
した。バリならではのお菓子やごはんをいただき、私たちはお腹いっぱいになりまし
た。一家に小さなお寺があるのもバリ島の暮らしの特徴です。お寺は塀で囲われてい
ます。ご先祖を大切にし、お祈りをすることができます。  

【エパさんの両親のお店】 
 
     

 
 
 
 
【エパさんの家族作成の染め物】 
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７．訪問した学校について 

 

7-1 Green School 

7-2 タルワラ小学校 

7-3 ウダヤナ大学 
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7-1 Green School 

 
まるでジャングルの中にいるかのような、豊かな自然に囲まれているグリーンスク

ールは世界中から学生が集まるサスティナブルな学校です。「学校」と聞くと、仕切ら
れた教室の中で椅子に座って静かに授業を受けるというイメージを持つ人が多いと思
います。ですが、グリーンスクールは普通の学校とは 180 度違う最先端の学校です。
グリーンスクールの建物は竹や材木でできていて、壁や扉がありません。それは、照
明を使わないようにするための工夫の一つで、自然のエネルギーを活かして子どもた
ちは生活しています。また、飲み水や食べ物などは自給しており、トイレは地球に優
しいコンポストトイレを取り入れています。コンポストトイレというのは、微生物の
力で排泄物を肥料に変えるトイレです。分解した排泄物を堆肥として畑に還して再利
用していく、環境に配慮されたトイレを子どもたちは使っています。グリーンスクー
ルではその畑でとれた野菜を学校のランチで食べるので、子ども達は循環していくシ
ステムを自然と身につけています。電気や食べ物、水の大切さを感じながら自然と共
に生きているグリーンスクールの子どもたち、きっとこの子どもたちは新しい 
未来をつくり出す第一歩になってくれる
と思います。希望に満ち溢れたこのよう
な学校が世界中に広がってほしいです。 

 
壁も扉も無い、竹でできた教室、 
この開放感のある教室で子どもた
ちは伸び伸びと学習している。 

電気も水も使わない環境に 
優しいコンポストトイレ 
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7-2 タルワラ小学校 

 

 敷地内に広がるさまざまな植物やツリーハウス、子どもたちがのびのびと学ぶこと
のできる開放的な校舎がとても印象的です。タルワラ小学校では、全ての授業におい
て子どもたちが主体となる、プロジェクトベースの教育を実践しています。そこで
は、子どもたちが自然と学びに対する意欲をもち、探求活動を通して問題解決をする
ことができることを目指していま
す。また、カリキュラムの中には環
境教育（Green Class）が設けられて
おり、環境に優しくサスティナブル
な校舎の中で、子どもたちは持続可
能な未来の実現のために、学びを深
めていました。 
 
参考文献） 

Ｔａｒｕｗａｒａ Ｐｒｉｍａｒｙ Ｓｃｈｏｏｌ ホームページ 

https://rumahkecil.net/en/primaryschool 

 
算数の授業の様子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

タルワラとは、サンスクリット語で「良い木」という意味 

https://rumahkecil.net/en/primaryschool
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7-3 ウダヤナ大学 

 
バリのデンパサールに所在するウダヤナ大学は、

1962 年に設立された、歴史ある国立大学です。私た
ちは実際に大学を訪問し、キャンパスを見学させて
いただきました。 

「ウダヤナ」の名前は 10 世紀バリのウダヤナ王
から取っています。「優れた自立した文化志向の大
学」をビジョンに掲げており、インドネシア共和国
教育省が発行した“Promising Universities of 
Indonesia”（インドネシアの有望な大学）のひとつ
に指定されています。大学には 13 の学部、25 の修
士課程、10 の博士課程があり、学生たちがそれぞ
れ、興味をもった分野での学びを深めることができ
る環境が整えられています。留学生の受け入れも積
極的に行っており、現在世界中のさまざまな地域か
ら約 1,500 人の留学生が、ウダヤナ大学で日々勉学に励んでいます。 
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【コラム⑧】Be-Do-Have の生き方 

 
私たち日本人の多くは小学校入学、或いはその前から「ディジェネレティブ（ネッ

トネガティブ）」な生き方を自然と教えられてしまう環境や風潮があると思います。そ
れは、「Do-Have-Be」の生き方です。初めの Do の部分は「勉強や仕事を頑張るこ
と」に当たります。その結果として「お金や名声、家」などの Have を手に入れ、そ
こから Be に当たる「喜びや幸せ、充実感」が生まれると思い込んでしまいがちです。
しかし、私たちは学校に行く意味が分からないままただ親や先生から「勉強をしなさ
い」、「学校に行きなさい」、「働きなさい」と言われるため仕方なく行っている部分が
あると思います。そこから Have を手にして一時的に満たされ、Be を得た気持ちにな
ると思いますが、結局は慣れてしまうため、Have は Be を生まないということが分か
ります。 

私たちはそのような生き方ではなく、「リジェネレティブ（ネットポジティブ）」な
生き方にシフトする必要があります。それは「Be-Do-Have」の生き方です。Be とし
て初めに「自分のありたい状態」を定めた上で、次に Do としてその「Be を叶えるた
めのアクション」をし、最終的に Have として「Be を実現した結果得られるもの（ウ
ェルビーイングや幸福、充実など）」が自分に残ります。人それぞれの Be に応じて
Do で頑張り、結果的にそれぞれの Have が伴ってくるという構図は、「Do-Have-Be」
の生き方とは違い、一つ一つの動作がしっかりと繋がっていることが分かります。 
（分かりやすく次の画像をご覧ください。） 
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私たちは自然と Do-Have-Be の生き方で育ち、それをそのまま次の世代へと教えて

しまいがちであると思います。しかし、Be-Do-Have の生き方にシフトすることによ
って、目標を達成するために行わなければならないことが明確になり、すべての行動
に目的を持ったうえで取り組むことができるため、自分の人生の選択も納得できるも
のになると感じました。今まで自分にとっての Be を考えずに Have だけを求めようと
している自分に気づいたけれど、Have は本質的なことを生まないという言葉が深く心
に残り、自分の中で革命が起きました。これは誰も教えてくれないけれどとても大切
なことであると感じます。 
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８．一人ひとりの自己変容 

 
・泉稚菜 
私はバリ島にスタディツアーに行く前は世界の環境や、世界の人々に対しての興味は
正直ありませんでした。自分の生活で精一杯な部分があり、さらに日本から出たこと
かなかったため、世界というものを知らずに生きていました。しかしスタディツアー
で初海外をバリで過ごす事ができ、世界の大きさ、日本の窮屈さに気付くことができ
ました。私はやりたい事がないと今まで言っていましたがそれはやりたい事を見つけ
ようとしていない、ずっと殻に篭っていたんだとバリ島で過ごした事により気付くこ
とができました。スタディツアーを経験してから世の中の見る目に変容があったと感
じます。この変容を大切にして大学生活を送っていきたいです。 
 
・岩谷舞衣 
スタディツアーを終えて変化したことは大きく分けて 2 つあります。感覚的な変化に
は、ファストフードの匂いがきつく感じるようになり、食べなくなりました。また考
え方にも変化があり、持続可能性を重視するようになりました。そして、自分が関わ
っているコミュニティでも持続可能な活動をしてほしいと思い、彼らに提案をしてい
ます。スタディツアーは大きな変化を与えてくれました。何を重要視して行動するか
という基準を身につけることもできて、自身の変容を感じています。 
 
・服部美海 
私はケーキ屋でアルバイトをしています。その店では、賞味期限当日で売れ残ってし
まった商品は生ごみとして捨てるように指導されるため今まではそのルールに従って
いました。しかし、今回スタディツアーに参加したことで環境問題の現状を学び、フ
ードロスを当たり前のようにおこなってはいけない、と強い気持ちの変化がありまし
た。それから私は、売れ残ったケーキを周りにあるお店の店員さんに配るようにし、
少しでもフードロスをなくそうと行動しました。自分が当たり前にやっていた行動を
再度見直し、より良い結果に繋げるために考える癖がついたことは私にとって帰国後
の 1 番の変化だと思います。 
 
・荒谷菜津美 
私はスタディツアーに参加して、身近な小さなことからチャレンジしていくようにな
りました。例えば、洋服はリサイクルショップを利用しそこで売り買いしたり、マイ
ボトルを持ち歩くようになりました。また、ユキさんのワークショップを経てから成
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分表示をよく見るようになりました。スタディツアーに参加して、自分が地球にどの
ような影響を与えているのか意識するように変容しました。 
 
・漆澤有香 
私は優しさとは自己犠牲から成り立つものだと考えていました。幼い頃から大人の中
にいることが多かったため色んな人の顔色をうかがってその場を平和に過ごせるよう
な言葉や行動を選んでしまいます。しかしそれを苦痛とは思わず常に相手に優しくあ
りたいと思い生きてきましたが、人に優しくするためには自分を take care しなければ
相手を take care できないという言葉をきき、優しさというものが自己犠牲から成り立
っているものではないと気づきキャンドルを炊いてゆっくりするなど自分を take care
するようになりました。 
 
・近藤亜紀 
スタディツアーを通して私は、「人は一生学び続けることができる」ということに気が
付きました。 
今までの私は、好奇心旺盛な性格から、色々なことに挑戦しようとして、大切なこと
を見失っていたのかもしれません。バリ島で出会ったゲストスピーカーの方々は、ご
自身のご経験に誇りをもって、楽しそうに語ってくださいました。そこで、学び続け
られることへの喜びや楽しさを知りました。そして、これまでの大学生活で自分の軸
となっていたものをシフトし、新たな興味の尻尾を捕まえるための大きな決断をする
ことができました。その決意から、自分が本当にやりたいことは何かをじっくりと考
え、目標に向かってアクションを起こしています。これが、スタディツアーでのいち
ばんの変容です。 
 
・坂東優  
私はバリ島から帰国し、感じた違和感が多くあります。その一つは、街にいる人が皆
俯いていたり、せかせかしていて時間の流れが早いことです。バリの人たちは道です
れ違ったり顔を合わせたりすると微笑みかけてくれ、関わった人からは「あなたは家
族だからいつでもここに帰っておいで」と温かい言葉をいただきました。そのせい
か、穏やかで優しい空気や時間の流れを肌で感じました。今振り返ると、あの一週間
は本当に「愛」に溢れた時間だったと思います。私はその愛に気づいたことが大きな
変容だと思います。沢山の愛に触れ、これまでも両親や周囲の人たちから愛情を注が
れていたことにも気づかされました。スタディツアーに参加する前は気づいていなか
った多くの愛に目を向けるようになり、私も周囲の人や世界で苦しんでいる人たちに
愛を注ぐ人なりたいと思うようになりました。 
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・平野星来 
私はスタディツアーに参加後、アルバイト先で店内利用の方へ紙やプラスチックカッ
プではなく、マグカップでの提供でも良いか尋ねるようになりました。スタディツア
ーに参加するまで、アルバイト先で店内利用の方へマグカップで提供した方がプラス
チックカップや紙カップなどの資源を無駄に多く排出しないという考えにさえ至りま
せんでした。ですが、mana でリユーザブルストローを初めて使用し、飲み物を飲む時
は確かにストローは必要ですが飲み終わればゴミになってしまうことに気付かされま
した。私が 1 番簡単にすぐに環境への配慮として行動できるのがマグカップでの提供
だと考え、行動しています。 
 
・藤原加奈子 
私は PKP やブミセハットで出逢った強い女性たちの姿がプログラムの中で一番の印象
に残っています。彼女たちの怒りは怨念として残ったり自己完結したりするのでは無
く、同様に困っている誰かに手を差し伸べ、未来に繋がるものとして形を変えていた
からです。またバリ・ヒンドゥー教の教えのように自然と共生し、自然界から教えを
頂く姿勢に感動しました。西洋近代の科学的物質観を望まず、筋の通った世界観を持
った姿勢は、現代を生きる私たちに生きるヒントだと思います。私も人間としての強
さと影響力を持って、周りの人を優しさで包み込める人間になりたいと思っていま
す。自分にできる範囲内で、学外のボランティア活動を始めたり、学業により励むよ
うになったりしたのは、自己変容の一歩だと思います。 
 
・堀江ひびな 
私は、スタディツアーに参加してからフードロスについて深く考えるようになり、家
庭や飲食店、様々な場所で食べ物が廃棄されているという現状を見逃してはいけない
のだという考え方に変わりました。私はカフェでアルバイトをしているのですが、賞
味期限当日で売れ残ったフードは簡単にゴミ箱に捨てられてしまいます。この悲しい
光景を少しでも変えたいと思い、一口サイズに切ったフードと少量のコーヒーをお客
様に配る取り組みをしています。これは、一人でも多くの方に行き渡って、それがフ
ードロス削減につながってほしいという願いからできた行動です。私たちは当たり前
に食事ができているけれど、世界には食料が手に入らず苦しんでいる人がいます。ま
た、食べ物にも命があり、私たちのもとに行き届くまでには多くの人の手が携わって
いるということを忘れてはいけません。だからこそ、感謝の心を忘れずに食べ物をい
ただいています。 
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・和田亜珠奈 
私がスタディツアーで自己変容したことは物事の先を考えることになったことです。
私は、アパレルでアルバイトをさせて頂いています。新しい洋服はプラスチックの袋
に１着ずつ入っています。そのため、毎日のプラスチックゴミの量はとても多く 1 日
に数回もごみ捨てに行きます。なので、綺麗に開封できたプラスチックの袋は、買い
物袋を購入されなかったお客様にリサイクル袋として使って頂こうという決まりがあ
りましたが、時間がある時以外はとても大変でした。しかし、今回のスタディツアー
でその物事の先を意識することを学び、沢山捨てているプラスチックゴミに対する思
いも変化し、どんなに忙しくても再利用できるよう丁寧に扱うようになりました。ま
た、職場の人もなるべく再利用できるよう行動してくれるようになりました。この行
動で少しでもプラスチックゴミ削減に貢献できたら嬉しいです。このように今回学ん
で得たことを無駄にしないよう自分ができる事と照らし合わせながら改善するように
なりました。また、今までは考えていなかったその物事の先を考えることで環境に優
しい選択を 1 回でも多く取れるよう行動するようになりました。 
 
・畔柳美祐 
私がスタディツアーを通して変容した点は「よく考えるようになった」ことです。 
SDGs の先を考えるスタディツアーとして、環境問題や人権問題、教育の在り方とい
った多くの社会的な問題に触れました。そこで大きな刺激を受け、帰国してからも視
界に入る色々なものを見るたびにその成り立ちや背景を想像するようになりました。
例えば、洗剤の成分について・身近にある自然の在り方について・報道されている内
容について・ゴミについて、他にもたくさんありますが自分事のように考えることが
確実に増えた実感があります。これにより自分と全く無関係なことはほとんど無いこ
とに気が付くことができました。 
 
・板橋玲奈 
私がバリ島スタディツアーを経て変容した点は Well-Being の価値観です。日常での 
生活から様々に変化したこの夏でしたが、最も大きく変化した点は自分自身の”幸せ”
に対する考え方でした。帰国してからは常に幸せとは何かを考えるようになり自分の
進路に対するイメージも大きく変化が起きました。経済発展していることで先進国と
呼ばれ、まるで勝者のように考えられています。自分もそのような意見を持っていま
した。しかしながら経済発展することで得られることはもちろん、失うこともたくさ
んあります。自分自身が求めるべきゴールはどこにあるのか経済の視点から今後も真
剣に突き詰めていきたいと考えています。 
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・江頭佳奈 
日々の中で小さな幸せを見つけるようになりました。花や葉っぱの香りが心地良かっ 
た、友達と何気ない話で沢山笑った、など些細なことですが、日常にある幸せを感じ
るようになりました。感謝の言葉を沢山伝えようと心がけるようにもなりました。バ
リ島にいる間、みんなから感謝や愛の言葉を沢山受け取って、私も沢山届けて、心が
温まる日々を過ごしていました。この素敵な循環をもっと広げたいと思っています。
また環境を意識することが増えました。お店で袋やお箸を貰わない、ペットボトルを
買わない、シャンプーはワンプッシュにする、化粧品は含まれている成分を確認して
から購入するなど、できる範囲で行動を起こしています。 
 
・金子愛美 
私がスタディツアーで変容した点は、自分の中の当たり前を一度疑ってみることの大
切さに気づけたことです。私は今まで便利な暮らしや、物質的な豊かさに対して、特
に深く考えてみることなく生きてきました。しかし、私たちが便利に生活できること
の反面で何が起きているのか、経済発展の中で自然や発展途上国にどのような影響を
もたらしているのだろうかと考え、現状を知ることはとても大切なことだと実感しま
した。人と人との繋がりを大切にしていることや人のあたたかさを肌で感じること
で、本当の豊かさとはなんだろうと考えることに繋がりました。当たり前の枠の中だ
けで物事を捉えるのではなく、一度立ち止まって広い視野で考えてみることを深く学
びました。 
 
・佐々木絢音 
バリに行く前はみんなが始めているからという理由でなんとなく気の乗らない就活 
をしていたが、帰国後はもっと目を向けなければならない問題や大切なことがあると
感じ、中途半端に就活することができなくなった。また、バリで物質的な豊かさでは
ない、目には見えない豊かさがあることを強く感じたし、それに気づけたことで自分
の世界は広がったと思う。そのため、現在は自分にできる「教育」という切り口か
ら、以前から所属している国際協力 NGO のユースチームで豊かさについてのワーク
の作成に取り組んでいる。 
 
・谷口卯奈 
私が変容したと思う部分は行動力についてです。研修に行く前は人見知りだと思って 
いました。しかし、研修中には現地の人に道を聞いてその後おしゃべりしたり、空港
でサーフボードを持っている人に「私もサーフィン最近始めたの」と話すきっかけを
作っていたりと、自然と外国人に話しかけている自分を発見しました。自分には行動
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力があると気付けたことにより、例えどんな状況下に置かれたとしても、その環境に
適応する能力を持っているのではないかと自信がつきました。 
 
・田畑つむぎ 
私がスタディツアーに参加して変わった事は環境に対する考え方です。Mana での生
活や取り組みなどを体験してから、日本にいても環境に対して何か行動しなければ力
にはなれないと気付きました。私はスタディツアーに参加する前からアルバイト先
で、プラスチック削減のためにお客様に必要な数のスプーンを聞いて、その本数分渡
すように言われていました。しかしその時は多めに渡しても損はないだろうという考
えで、スプーンの数を聞かずに渡していました。スタディツアーに参加してからは、1 
本でも無駄を無くすことがプラスチック削減に近づくと身を持って感じたので、きち
んと必要な本数を伺うと一度に 8 本分や 12 本分のロスを防ぐ事ができました。これ
からも地球にとってプラスに変われる事がないか探しながら生活していきたいです。 
 
・塚田紗來 
マナでのご飯がとても美味しいうえに体にも地球にもいいことをご飯も頂くにつれ 
とても実感し、今回のスタディツアーを振り返っていく中で、日本の農業について興
味を持ちました。その中でも、都心で農協をする「アーバンファーミング」について
とても興味を持ちました。「アーバンファーミング」のメリット、デメリットについて
学び、マナでいただいたご飯が無駄にならないよう、良い社会になるためにはどう行
動すればいいのかについて調べています。また、あこさんがお話されていた「1 日に
沢山ある選択肢の中で、意識してひとつの選択を環境などに対しより良い方向に向く
ものを選ぶことで未来が変わるかもしれない。」という言葉が自分の中に残っており、
自分もその選択をできる人になりたいと思っています。だからこそ、これまで以上に
世界が良くなるために意識をしたいと思うと同時に自分の中で終わるのではなく、今
アルバイトをしているサスティナブルの靴屋さんで来ていただいたお客様にも良い選
択をして貰えるように行動しています。 
 
・南木美咲 
高校までは校舎の中で、大学に入ってからはオンラインが中心であったため家の中
で、ずっと閉ざされた環境で知識をつけて「学んだ」と思っていた私に、今回のツア
ーは現地に出向き五感を使って体感して初めて「学ぶ」ことができるのだ、と教えて
くれました。本だけでは mana ホテルの自然との調和を感じられませんし、日本で誰
かの話を聞いているだけでは命・子供・教育の大切さにこれほどまでに気づきません
でした。それから頂いたチャンスを逃さぬよう、お声がけ頂いたプログラムに積極的
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に参加し新たに自分のやりたいこと、生き方を考える契機を得ました。これからも新
たな引き出しを増やすため、五感を使って学べる場所に飛び込みたいです。 
 
・保泉日向子 
自分の well being について考えるようになりました。私は、キャパオーバーでも仕事 
を引き受けてしまう癖があります。そのせいで、ストレスを抱えて、不調になること
が常です。相手のことを思いやることができなかったり、傷つけてしまうことも時と
してあります。ただ、スタディツアー中に出逢った方々は、自分と上手に付き合う方
法を見つけ、幸せそうでした。変容とまではまだ言えませんが、私も心のどこかで、
自分と上手に付き合う方法を探そうと思えるようになってきました。日本での暮らし
に身体も心も戻ってきてしまっていることが、とても苦しいですが、今できること
は、自分の wellbeing を見つけることだと思っています。 
 
・三浦さくら 
今まで、朝ごはんに対しての意識はそこまでありませんでした。しかし、マナでいた 
だく朝ごはんがとても美味しいうえに体のことをとても考えて作られていると知り、
日本に戻ってきてから胃腸にいいバナナやキウイなどを選択するようになりました。 
また、スタディツアーで学んだ事、考えた事、感じた事をまとめた My tree を家族に
も発表しました。そして、少しでも多くの人に知って欲しいと思い冶自体でスタディ
ツアーでの体験を話、自分が学んで得た事を発信しました。自分がとった行動で少し
でも多くの人に環境問題や豊かさについて考えてもらい変化があればいいなと思いま
す。 
 
・山中悠夢 
スタディツアーを通して私は、環境や物に対する考え方が変容しました。スタディツ
アーに参加する前は環境についてテレビで見たりなどをして現状を知っていたという
だけでしたが、様々な場所に行き環境について学ぶことでただ見ているだけではなく
私が行動することで変わることができるものであるということを知りました。また、
日本で過ごしていて当たり前にあるものがバリにはなかったりした経験を通して一つ
一つを大切にする気持ちがより強くなりました。スタディツアーを終えて 2 ヶ月が経
ちましたが、変容した自分は変わっていないことにもとても驚いています。素敵な機
会をありがとうございました。 
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【コラム⑨】ウブド観光 

 
自然豊かなインドネシア・バリ島の中でも自然の多いウブド。バリ島の中の高地に

あり、年間を通して暖かいです。バリ島と言われるとビーチリゾートをイメージされ
る方が多いと思うのですが、ウブドは山や、木の緑溢れる場所です。私も自然に囲ま
れてゆっくりとしたバリ時間を過ごすことができました。 

ウブドの中心の端に位置するのがウブド・モンキーフォレストです。名前の通り猿
が沢山います。私がモンキーフォレストを歩いたとき、目の前に猿がいたり、反対側
の道路にも猿がいたり、上を見上げてみると電線にも猿がいました。電線を器用に歩
く猿を見ていると急に私たちの近くに降りてきたり、本当に猿がいろんなところに沢
山いたりしました。また、モンキーフォレスト通りには多くの雑貨屋やブティック、
カフェが立ち並んでいて日本語も通じるお店が多かったです。 
 

       
   大きな猿の像に登る猿（左）           モンキーフォレスト通り（右） 
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ジャティルウィ・ライス ・テラスは、世界遺産に登録されているライステラスです。
一面緑色の稲穂で邪魔する高い建物がなかったです。一面どこを見渡しても緑でし
た。日本の畑との違いは、一面緑の稲穂の中にたまに小さな売店のようなお店や、バ
ナナの木やヤシの木が生えているところです。また、ジャティルウィ ライス テラ
スが世界遺産に登録された理由はこの広大な景色ではなく、トリ・ヒタ・カラナ（自
然・神・人間）の調和を重要視するバリヒンドゥー哲学のスパックによってもたらさ
れたという点が主な理由だそうです。 

 

    
ジャティルウィ・ライス・テラス 
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９．プロジェクトについて 

 

9-1 教育をもう一度考える～‟My Planet, Myself !”の翻訳から～ 

9-2 Ethical Music 01 
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9-1 教育をもう一度考える～‟My Planet, Myself!” の翻訳から～ 

翻訳の経緯と日本における性教育の課題 
 
 今回のスタディツアーでは、日本の外にいることでバリの問題だけでなく、日本の
問題もよくみえるようになっていた。その一つが、日本における性教育の不足であ
る。国際助産院の設立者であるイブロビンは、胎盤を生まれたばかりの新生児からす
ぐに切り離さない理由を科学的根拠から説明してくれた。また、日本の元小学校教諭
で、現在はバリで日本語を教えている望月さゆりさんは、小学校教諭時代から日本の
性教育に問題意識を感じており、一緒に食事をした際にも日本の性教育について話し
合う機会があった。これらの経験から、日本の性教育の不足についての問題意識が高
まり、それに対するアクションを考えた際、イブロビンが性教育についての著書を出
版することを耳にしていたため、私たちが日本語に翻訳することで日本の若者や大人
が、性教育の意義について再度認識する機会となればよいと考えるに至った。 

日本は性教育という面では、国際的にかなりの遅れをとっている。その一つに、性
教育に対して強い抵抗を持っていることが理由として挙げられるだろう。戦後、日本
の性教育は純潔教育から始まり、その後 1970 年代頃からは緩やかに科学的な性教育
へ移行してきた。しかしながら、学習指導要領には「受精に至る過程はついては取り
扱わないものとする」という「歯止め規定」が記載されていることや、2000 年前後に
は、政治介入による性教育バッシングが起こり、都立七生養護学校（当時）の「ここ
ろとからだの学習」に対して都議らの弾圧が起きたことなどからも、「寝た子を起こす
な」といった性教育に対する強い抵抗が根深く、十分な教育が行われていないことが
伺える。 

性教育の不足による問題も顕著であり、日本では HIV・AIDS や梅毒の新規報告数
に減少傾向がみられていない。また、人工妊娠中絶の実施率も総数では大幅に減少し
てきているものの、20 歳未満の実施率はあまり変化がない。10 代の女子の妊娠、中
絶の実態は、退学によって教育を受ける権利を奪われることや、心と身体に深い傷を
負うことにつながるなど、非常に深刻な問題である。 

性教育によって性について科学的な根拠に基づいた正しい知識を知ること、その上
で選択できることはすべての人が持つ権利であり、これらの権利を保障するための正
しい知識を与え、その選択肢を広げることは、大人、そして教育の義務である。一人
一人が自分自身とその周りの人たちの身体を大切にできるようになるために、性教育
への必要性が広く認識されること、これらの権利がすべての人に保障されるようにな
ることが、今日の日本には求められている。以上のような問題意識のもとに、スタデ
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ィツアー参加学生の有志で翻訳チームを作り、海外での性教育の最新の教材について
お伝えするために作品の一部の翻訳を試みた。この翻訳が性教育に関する日本の現状
をより良い方向に変えていくための対話が生まれるその一歩となることを切に願う。 

 
翻訳プロジェクトチーム一同 
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My Planet, Myself! 
 

【はじめに：イブ・ロビンの言葉】 
 

10 代のあなたへ。 

あなたは、母なる地球とすべての種の運命を、その心と手に握っています。無理強い
はしませんが。これは真実であり、大きなことなのです。 

 

夢を見てください、大きな夢を見てください。なぜならあなたが想像すること自体
が、未来なのです。今あなたが見ている夢が大切なのです。そしてあなた自身が大切
な存在なのです。 

 

計画を立てましょう。夢があなたの人生の中心なのです。あなたが何をするにして
も、夢を大切に育めば、それはあなたの情熱になるでしょう。あなたがどんな選択を
しても、あなたが成長する中で直面する挑戦も、夢を追い続けることで、情熱を守る
ことになるんです。 

 

今、あなたの人生は波乱のように感じるかもしれません。あなたの脳の中心には、小
さな紫色の松ぼっくりのような形をした器官、松果腺があります。ここは光と闇を取
り込む役割を担っています。ある文化では、魂が宿る場所、三番目の目、夢が生まれ
る場所といわれています。松果体、下垂体、視床、海馬、扁桃体、内分泌系全体は、
急増するホルモンに適しています。あなたが経験するすべての変化に対応するのは、
とても大変なことです。 

 

多くの課題がある時期であり、そのうえ私たちは不確実な世界に生きています。気の
毒だけど思春期と成人期初期は、あなたが生まれつき持っている創造的な知性を表現
する時期であり、あなたは大きな目標や夢を持つ選択肢があります。そう。頑張っ
て。地球という星に、この歴史の支点に生まれてきてくれてありがとう。 

私はあなたを信じています。 

愛しています。 
 

イブ・ロビン・リム 
 

 

※本翻訳は、DeepL を用いて一部意訳してあります。 
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【Mother Earth の登場】 
 
＜これまでの流れ＞ 
この漫画には悩み多き、思春期の男女 5 人が登場し、彼らの体と健康に関する質問に
青い蝶、Mother Earth、聖人フクロウが答える形で物語が進んでいきます。 
ある日の放課後、1 人が缶のゴミをポイ捨てしてしまい、母なる大地”Mother Earth”が
登場し、 
 
あなたたちは今、かけがえのない青春時代を生きているのです。これから大人になる
につれて、たくさんの選択肢や壁に直面するでしょう。 
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＜Mother Earth の登場＞ 
「若者一人一人が、私にとってとても大切な存在です。 
あなたたちはこの私、母なる大地とそして全ての生き物に大きな影響力を持っている
のです。 
 
私の目的はあなたたちに自分自身を知るようインスピレーションを与えることなので
す。答えを得るための道は問い続けることです。さあ勇気を持って質問してみなさ
い。 
 
そして忘れないでください。本当の答えはかっこよくもみんなに好まれることではな
いかもしれないこと。でもその答えはあなた自身が「正しい」と思うものなのです。」 

 

と優しく語りかけ、少年少女たちは口臭やアタマジラミなど、自分たちの体と健康に
ついて質問をしていきます。 
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【若者達へ、Mother Earth からのメッセージ】 
 

〈これまでの流れ〉 
彼らからの様々な体や健康に関する質問にひとつひとつ答えてきた Mother Earth。最
後に、彼らや彼らと同じように悩みを持つ 10 代の若者たちにメッセージを残します。 
 
〈Mother Earth の言葉〉 
「健康にいるための良い方法は、健康的な習慣を友達と共有することです。座ってビ
デオゲームをしたり携帯で Tik Tok を見る代わりに、近所や村を散歩すると良いでし
ょう。水泳や自転車に乗るエクササイズもあなたたちの健康に良いのです。」 

 
するとそこへ友達のマヤから電話がかかってきました。「今何が起こったか信じてくれ
ないと思うけど後で話すね！」そう言って友達のもとへ向かっていくのでした。 
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【性教育】 
 

＜性行為と妊娠の危険性＞ 
カップルが性行為を行うと、精子は男性のペニスから女性の膣、子宮、卵管を通り、

卵子と出会うことができます。 
 

 
 
イジー：精子が卵子を貫通することを受精と呼ぶの？ 
 
オウル：そうだよ、わかったかい？でも覚えておいて。射精がなくても、精子はカウ

パー腺から分泌される少量の液体の中にいるんだ。 
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オウル：カウパー液は、性行為の際にペニスから漏れ出てくるんだ。だから、射精を
しなくても妊娠する可能性は十分にあるんだよ。他にも、女性の膣内に男性
のペニスが挿入されなくても妊娠する可能性があるんだ。 
妊娠は、どんなに微量でも精子が女性の粘液と接触することで起こるよ。つ
まり、精子が女性の膣外、例えば外陰部、太ももの内側に付着したときで
も、微量な精子で精液に接触するだけで、妊娠してしまうんだ。 
 

 
 
オウル：だから、事実上性交をしたことがない若い女性でも、気がついたら赤ちゃん

を妊娠していた！ということがあるんだよ。 
 
マヤ：それは大変！妊娠可能な時期には、ペニスを膣に触れるなどの性器接触だけで

妊娠する可能性があるのね 
 
イジー：私のいとこにも同じようなことがあったわ。そのとき彼女がまだ処女だと言

っても誰も信じなかったの。 
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＜受精の仕組み＞ 
一度精子が卵子に到達して受精すると、卵子は分裂・成熟し、卵管内の繊毛に助けら
れながら、子宮に向かってゆっくりと移動します。  
 
受精卵は 6～7 日後に子宮内膜に着床します。子宮内膜とは受精卵を受け入れるために
作られたものであり、ベッドのような役割を果たします。 
 
月経は、受精卵が子宮内膜を維持するホルモンを作るため、起こりません。  
 
月経がないことは、女性が妊娠に気づく一つの方法です。 
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9-2 Ethical Music 01 

このプロジェクトの概要   

無印良品が展開している「水プロジェクト」への参加を音楽業界に呼びかけること
で、環境への関心を高め、活動の際の行動基準に持続可能性を重要視するきっかけを
生み出すことを目的とする。  

プロジェクトを開始した経緯   

2022 年バリ島スタディツアーを経験し、私の趣味であるバンド活動は環境に優しい
とは言えないと気づいた。具体的には楽器の素材がプラスチックであること、木製の
消 耗品が多いこと、練習が長時間のためペットボトルを持ち歩くことが多いことな
どが挙げられる。様々な視点から問題が挙げられるが、まずは身近な問題から解決で
きればと 思いペットボトルの消費を減らすことを考えた。自分の好きなコミュニテ
ィが環境問題の一因を抱えた状態から変化してほしいと思い、プロジェクト開始に踏
み切った。  

実現に向けた取り組み（11 月時点）   

１． 音楽スタジオにプロジェクトの提案  

スタジオのお問い合わせフォームや企画室にプロジェクトの内容、目的、参加
への 意向などを打診した。 

 
結果：賛同を得られず、エコミュージックなど取り組んでいるスタジオでも 

「そういったことは考えていない」という回答をいただいた。  
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２． 無印良品の企画担当者に詳細を伺う  

「水プロジェクト」は多くの無印店舗で展開しており、店内に設置してあるウォ
ーターサーバーから無償で水を提供することでマイボトル利用を促し、身近なこ
とから社会の環境への意識や取り組みを促進することを目的としている。本社に
連絡し、企画の担当者とコンタクトが取れるようになった。  

結果：私の活動を支持していただき、「プロジェクト参加のロケーションが決ま
れば、ウォーターサーバー設置などの細を先方に説明することも可能」という形
でご協力いただけることになった。  

３． 提案の再考  

この提案は企業にとって経済的なプラスが見込めるものではないということを
念頭に、プレゼンするポイントを再考し、環境問題に取り組むべき理由をさらに
分析して説明できるように研究を進める。ビジネスと環境保護という現在は相反
する活動の共生に貢献したいと考えている。 

プロジェクト担当 岩谷舞衣 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

63 
 

【コラム⑩】スキンケア 

 
 

私達は、バリ島在住のローヴィ―ガン
シェフである Yuki さんに、ナチュラル
スキンケアワークショップを受けまし
た。 
 私たちは普段から使用しているシャン
プーやリンスには界面活性剤という化学
物質が含まれており、それがかえって私
たちの体や生態系、環境へ悪影響をもた
らしているという実態を知りました。  

 Mana に宿泊して、初日のシャンプーと
リンスの泡立ちの違いに違和感を覚えた自
分がいました。泡立つ方が良いと思ってい
た固定概念が実は化学物質であり環境にも
体にも害になる恐れがあるというのは衝撃
でした。また、organic 製と記載されてい
るものも 1％でも organic が入っていれば
名乗れるということも知りました。そこで
私たちは、バナナやオーツ、お花などの 
粉末で 100％organic 製の
洗顔料を作りました。自
分で好きな色やにおい、
植物の効果などを聞きな
がらそれぞれの洗顔料が
出来上がりました。何気
なく使用するスキンケア
とサスティナブルの連鎖
に気が付かされた、そん
なワークショップでし
た。 
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１０．My tree・感想 

 

私達は 1 週間の学びを最終日に全員で分かち合うために「自分の樹（My tree）」を
象徴的に描きました。これは、自分の大切な価値観や、新たな気づきや学び、次世代
につなげたいことなど、自分の気の向くままに自由に書いています。発表会はありの
ままの自分をさらけ出す、涙と笑いの時間となりました。 

 
 

泉稚菜 「7 日間の変容」 
 

岩谷舞衣 「Balinese Rock Beats」 
 

服部美海 「壊された当たり前」 
 

荒谷菜津美 「繋がり」 
 

漆澤有香 「愛に満たされた日」 
 

近藤亜紀 「変容」 
 

坂東優 「バリで芽吹いた私の”夢の木“」 
 

平野星来 「愛の循環」 
 

藤原加奈子 「バリ島スタディツアーを終えて」 
 

堀江ひびな「バリでの出会い～私の原点に～」 
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和田亜珠奈 「愛のある循環と調和を」 
 

畔柳美祐 「愛にあふれたスタディツアー」 
 

板橋玲奈 「本当の幸せとは何かを真剣に考えたい」 
 

江頭佳奈 「幸せに生きること」 
 

金子愛美 「当たり前に縛られないこと・愛のある人との繋がり」 
 

佐々木綺音 「もう一つの家族」 
 

田畑つむぎ 「新しく得た価値観」 
 

谷口卯奈 「私の価値変容」 
 

塚田紗來 「Me」 
 

南木美咲 「愛に包まれた 1 週間」 
 

保泉日向子 「世界は愛で包まれる」 
 

三浦さくら 「愛とは何かを模索するスタディツアー」 
 

山中悠夢 「愛に包まれた 7 日間」 
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基礎課程 1 年 泉稚菜 

My Tree 
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 こちらが私の描いた My tree です。まずは My tree についての説明から行いたいと
思います。 

私の My tree はまず頂点、一番大切な部分に「愛」の象徴である赤いハートがあり
ます。これは今回のスタディツアーで身に染みて感じることのできた暖かい愛を示し
ています。どんな人間も愛し、愛されて生きてきました。そのためどんな木の状態で
あっても愛は一番上で目立っていてほしいという思いを込めて、赤いハートを木の頂
上につけました。そして私の My tree は葉っぱが一枚も育っていません。それは私が
まだ自分のやりたい事、進みたい道が決まっていないからです。しかしそれはマイナ
スなことではなく、これからさまざまな事に興味を持てるという最大限の可能性を秘
めているということを表現しています。たくさんの枝に小さなつぼみが現れていま
す。このつぼみたちはスタディツアーで学び、新しい考え方やさまざまな生き方を目
の当たりにして衝撃を受けたことの象徴です。たくさんある中から二つ例をあげる
と、明日香さんの「学びには三つの学びがあり、挑む勇気、自己表現、受け入れるこ
とがある。」ということや、イブサリの「悪い状況の時はその環境から出る、外に出て
客観視する事により何が悪いことの問題だったのかが分かる。」という普段では考えつ
かず、周りからも言われることのない言葉のことです。私にとって学びとは机に向か
って学習する、学んだことを人に教え、さらには自分で活用することだと考えていま
した。日本で行われている机に向かう形の教育は、頭だけで理解をさせるものであっ
て学んだことを表現できていないのだと気付かされました。実際に例を挙げると英語
を話すことができる人の多くは、英語力は将来の就職に役立つから英語を話せるよう
に努力した人が大半であると思います。しかし私は明日香さんのお話を聞き、まずは
日本語で表現をできるようにしてから英語でも表現をできるようにしよう、と思いま
した。英語は就職に役立たせるものではなく、世界の人々とコミュニケーションをと
る一番の手段であるという認識を持って英語学習に取り組もうと考え方を変える事が
できました。そしてイブサリの言葉で、私は今まで悪い状況の時はその場にいて、良
い状態になるまで他のことをして気を紛らわしながら時間が経つのを待っていまし
た。しかしこれは「逃げ」であることだと気が付きました。今までは外に出て客観視
することが「逃げ」だと思っていましたが、それは間違った考え方であり、客観視す
ることで問題が発生した理由が分かり、解決方法を考える事ができるため外に出る事
が大切なのだと気が付きました。例として挙げた二つ以外にもたくさんの衝撃を受け
ました。そして My tree の下の方にある枯れた葉っぱは私が日本に 18 年間いて作られ
ていた常識が壊されたことを表しています。壊された常識としても二つ例をあげま
す。一つ目は「今しかやれないことを優先して行い、これから長期的にできることは
後にする」ということです。日本ではやりたい事が見つかっても、就職をする事が第
一優先事項であると風潮があります。しかしやりたい事が見つかれば就職するより先
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に自分の興味があることを、追求し満足してから就職をしても良いのだと気がつかさ
れました。二つ目は「子供が学校に合わせるのではなく、学校が子供に合わせるので
ある」ということです。日本では不登校の子どもたちが多くいます。その子どもたち
が学校に行けないのが問題なのではなく、学校自体が子どもたちを学校に行きたいと
思わせなければいけないのだと気が付きました。学校というのは強制的なものではな
く、楽しんで自ら行くところであるという認識が私の中で薄れていました。これらの
ように日本にいる内では気づくことのできなかった、決められた常識というものをバ
リ島で壊す事ができました。しかしこの壊された常識は、決して悪いものだけではあ
りません。この枯れ葉たちはゴミのような存在なのではなく、良い栄養成分として私
の中で循環していく存在になると考えています。そして私が今まで日本で学んできた
事も決して無駄なことではありません。しかし自分の将来の選択肢を増やすために多
くの経験鵜をし、枯れ葉も循環を行い強く力強い木になってほしいと言う願いを込め
て私はこの My tree を制作しました。 
 

7 日間の変容 
 

私は現在大学 1 年生で、このスタディツアーのインドネシア・バリ島が人生で初め
ての海外でした。私は今まで 18 年間生きてきて、人生選択がある際には毎回楽で安全
な道を進んできたという自覚があります。そのため今回のスタディツアーに参加しよ
うと決意したことはとても大きな一歩だったと実感しています。スタディツアーに応
募した際には友達もいなく、本当に孤独な状態で応募しました。なぜこんな私が応募
したのかというと、私の中に「焦り」が生まれていたからだと思います。過去の私は
大学生になれば自分のやりたい事が自然と見つかるだろうと考え、聖心女子大学への
入学を決めました。しかし授業を受けているだけでは自分が何の学びを深めたいのか
分からず、2 年次からの学びに焦りを感じていました。明確にやりたいことはないけ
れど、授業で少し興味を持った発展途上国に行ってみたいという気持ちだけで参加し
ました。そして実際にバリ島に着いた瞬間から、本当に世界は広く日本とは全く違う
ものなのだと体感しました。My tree の説明でも述べたとおり、世界を自分の体で体
験することで今まで当たり前だと思っていた常識が全く違うものであったことを実感
する事ができました。 
 私はバリ島に行って驚いたことがいくつかあります。まずひとつ目は町の人々の温
かさです。見知らぬ外国人が数十人で歩いていてもみんな嫌な目をせず、とてもニコ
ニコしながら私たちを歓迎してくれました。これは日本だとあまりみる光景ではな
く、日本人は自分や周りと異なっていて、目立つ人に対してすごく嫌悪感や珍しいも
のを見るような目で見てしまうことが多いと思います。これは日本が個性を尊重せ



 

69 
 

ず、皆が皆同じである事を正しい事だと思っているのだと感じました。しかし個性が
ないということは良く言うと現状維持ではありますが、世界が個性を大切にして成長
していく中で現在の日本の状態では現状維持ではなく衰退してしまうと思います。個
性が大切であると口では言いながら、実際に学校教育でも発言をするのを躊躇ってし
まう、発言をすることで真面目な子、意識が高い子と思われてしまうという不安感が
あります。これは学校内の雰囲気も関係していますが、家庭内の教育にも関係がある
と思います。日本の子育てとバリ島の子育てで違う点は子育てをする規模が違うと感
じました。日本の狭いコミュニティとバリ島の広いコミュニティでは価値観が大きく
異なり、狭いより広い方が育て方としても開放的に成長する事ができると感じまし
た。子どもたち同士はもちろん、大人と子供の距離感が近く、近所の人も皆家族同然
のように暖かい雰囲気をバリ島では感じました。やはり多くの愛情を受けて育つこと
は本当に大切なことであり、愛は与えたら与えただけ帰ってくる、と言うイブロビン
の言葉は本当に全世界で認識されるべきものだと思いました。愛というものは与えら
れて嫌な気持ちになることはありません。与えた側ももちろん良い気持ちで愛を与え
ています。誰も傷つけることなく、愛に関係したものは皆幸せになる事ができます。
日本は愛というものにあまり親近感がなく、「I love you.」「愛してる。」という言葉を
言うことに抵抗や恥ずかしさを感じると思います。しかしこのたった５文字で人を幸
せにする事ができると言うことを認識していけば世界は愛に包まれて、個性があるこ
とが当たり前という世の中になっていく一歩になると思います。 
 私はこのスタディツアーでたくさんの事を学ぶ事ができました。その日に学んだこ
とを自分の中で整理し切る事ができず、頭がパンクしてしまいそうな日々が続きまし
た。７日間で聞くことができたお話は自分が日本にいる時では想像もできないよう
な、過去の私とは無関係に近いようなお話でした。今までの私では自分と無関係な話
は聞き流してしまう事が多かったけれど、自分で話を理解して頭の中で整理するとい
うことを行うようになりました。これは私の中では大きな進歩です。まだ自分の将来
やりたいことは明確には決まっていませんが、私の可能性は大いに広げる事ができま
した。さらに、人への感謝の気持ちを再認識する事ができ、忘れかけていた、純粋な
人を愛する気持ちに気がつくこともできました。このスタディツアーに参加させてく
れた家族、引率してくださった先生方、本当に素晴らしいプログラムを計画してくれ
たアースカンパニーの皆様、マナホテルのスタッフさん、ライフストーリーを聞かせ
てくれた方々、バリ島の住人たち、虫や動物や植物、雨や太陽などの本当に存在する
もの全てに感謝しています。そしてスタディツアーに参加した仲間は本当に家族のよ
うな存在であり、これからも大切に関わっていきたい、と思う仲間です。この濃厚な
７日間は、私の人生のターニングポイントになるものだと思います。本当に感謝の気
持ちでいっぱいです。ありがとうございました。 
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基礎課程１年 岩谷舞衣  

My Tree   

   

 
 

 



 

71 
 

私がバリで学んだことは、循環と調和そして自分らしくあることが継続的に幸せ 
でいられるための要素であるということです。私は、バリに来る前は幸せであること
がどうして重要であるのか納得のいく考え方を持てずにいました。どうやって生きて
いくのかという人生のテーマに繋がるようなヒントも乏しい中で、自分の夢が 何な
のか問われる社会では気づけないことは多かったようです。しかし、自分のしたいこ
とを突き詰めることで自分にしか生きられない未開拓の道を進み続けるインパクト
ヒーローたちを見て、私は変わりました。なんとなく夢を追うことは自分の したいこ
とを突き詰めることにはならないのです。My tree の説明を通して考えや気づきを共
有できればと思います。  

私の木の根は３つあり、木を支えています。１つ目は誰も置いていかないという意
識です。日本はかつて先進国でした。そして今は環境を破壊している意識が薄いまま
育った世代を中心に社会は成り立っています。もちろん私たちも例外ではありません
でした。泡立たない洗剤や冷房がないことに驚いてしまうほどには、環境負荷の高い
生活で育ってきたためです。世界では、人間と自然も一緒に幸せになるための研究や
開発と環境保護の両立という一見すると相反するテーマ同士の共存に注目が集まって
います。このような新しい考え方を素晴らしいと感じて受け入れる人もいれば、端か
ら聞く耳を持たない人もいます。私たち人間同士でも対峙する関係は多く存在しま
す。  

しかし、ここで考え方の違う人々も巻き込んで幸せに共存するということは忘れて
はいけない考えになると思い、1 つ目の価値観に示しました。 2 つ目は過程を重要視
するという価値観で、これは PKP の創設者であるイブ・サリが教えてくれたことで
私に根付きました。彼女は“何を食べているのか分からなければ、 あなた方はその食
事に感謝することはできないでしょう”と言ったのです。食べるという当たり前の行為
にすら感謝の要素を見いだすことのなかった自身を恥じると共に気づいたことがあり
ます。過程を重要視するということは、その過程で関係する人々を思いやるというこ
とでもあるということです。特に商品を購入する場面ではこの価値観は重要であるこ
とが明白になると思います。例えばシャツを１着買うにして も、それは誰が何を使っ
て作ったシャツで、買うとどのような影響があるのか想像することで労働問題や安い
材料のための森林伐採などの問題に気付けることもあります。  

そして３つ目は愛は人間を変化させるという考え方です。寄付だけで運営され、 
無償の医療と食事を提供する病院“ブミセハット”は愛にあふれる産婦人科医のロビ
ン・ リムによって設立されました。彼女は、帝王切開を強いる医者に怒りをぶつけ
るのではなく愛を投げかけることでその医者の行動を顧みさせることに成功したの
です。愛は人を変えるというフレーズは決して薄いものではなく、簡潔に愛の持つ 
強さを表しているのです。人を愛することは人と人の繋がりを持つことで、繋がり 
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は人に居場所を感じさせます。心地良いと感じる人が増え、心地良い場所が増える 
サイクルは現代社会で広めていくべき動きだと思います。My Tree の葉は循環を表
しています。これら３つの価値観が社会や世代間で循環することで視野を広げるこ
とができ、幸せになる機会が増えると考えています。最後に、木に斧が刺さってい
ることについて説明します。アースカンパニー代表の濱川知之さんは、“１度根付い
た価値観を取り払うことは勇気がいるけれど、自分らしくいるために時には必要な 
ことだ”とお話ししていまし た。価値観自体が自分ではないことを念頭に置いて、行
動を起こしやすくなる言葉だと思います。私たちは、自分の中に根ざした考えすら
切り倒して行動できることのシンボルとして斧を描きました。  

Balinese Rock Beats 

バリ島でのスタディツアーは私に多くの学びを与えてくれました。そして、とて
も幸せで心身ともに健康な日々でした。バリでの生活を一言で表現するなら、ロッ
クだったと私は言いたいです。アーティストの間でもロックを定義づけることは で
きないとされていますが、私は“生の感情を自分らしくぶつける方法そのものがロッ
クである”と解釈しています。スタディツアーではたくさんのライフストーリー を
聞かせていただき、生の感情と何度も向き合いました。  

渡航前は well-being の重要性や循環することの意味、SDGs には先があることな
どどれも自分の知識の範囲外でした。しかし、渡航を経て価値観や幸せに対する考え
方が大きく変わりました。よく Mana ホテルで耳にした“エコは我慢するものではな
い” という言葉も私の価値変容を促した要素の１つです。バリ島に来てから最初の変
化は、自分は本当は何がしたいのかという視点を持つようになったという変化です。
それは、毎日のリフレクションタイムに自分の感じたことを素直に伝えること をし
ていたからだと思います。余計な不安を抱えて自分で自分の言いたいことを抑制して
しまうのは、もったいないことだと感じるようになりました。そして、仲間のリフレ
クションを聞いてその気持ちを受け入れることで感受性が養われる気がしました。誰
もが思い思いに言葉を紡ぐ空間を、日本では体験したことがなかったからだと思いま
す。  

日数が経ち、本当の豊かさについて考えるようになりました。特に、PKP というコ
ミュニティセンターでは居場所があることの心地良さを理解できました。このセンタ
ーでは、訪れた人の年齢や背景を問わらず、彼らのしたいことを尊重していました。
また、社会的な弱者が自立した生活が出来るように仕事を探すサポートなども行われ
ていました。彼女の働きで、心が傷ついてしまった人でも再び笑顔で過ごす日を迎え
られた人もいるのです。PKP を立ち上げた女性は、家でも外でも休まることがない生
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活を経験していることを話してくれました。彼女は人生の困難に絶望したのではな
く、向き合ってきた強い人で、彼女から学んだことは今でも心に焼き付いています。
そして私が長らく日本で感じていた依存心や虚無感は、本当に心地の良い居場所 がな
かったことが原因だと分かったのです。日本では、「何をしたいのか、何が好きか分か
らない」という声をよく耳にします。私は、心の居場所がないために本当は苦しんで
いる人の存在は多いのではないかと考えるようになりました。悩みは抽象的で ある
程、解決に時間もかかります。そうだとしても、素の状態同士の人間が向き合って話
をすることができる環境がもっと日本にもあれば状況は変わってくるのではない でし
ょうか。バリ島ではテレビを見ながら食事をするということは一度もなく、同じ卓の
人と一日あったことや軽い相談をしながら食事をしていました。食事中は、身構えな
い場ということもあり、オープンに深い話をする機会も自然にありました。日本では
同じ時間に家族で食卓を囲まない家庭もあれば、一緒に食事をしていてもお互い のこ
とを話さない家庭もあります。もっと、人が人と向き合う場面は増えても良いのでは
ないかと思います。そして、人と人が向き合うことによって生まれた心の居場所 はそ
れだけで将来への不安を軽減し、虚しさに苛まれる人を減らせるのではないでしょう
か。 様々なライフストーリーを聞き、心を開いて生活するうちに私は問題の解決 の
答えには共通するものがあると分かりました。まず、このスタディツアーでは SDGs 
の 先を思い描くことがテーマでした。SDGs の先とは、そもそも問題を起こさずと
も循環できる社会にしていくことです。この考えをリジェネラティブといいま す。社
会で、主に生産と消費活動において全てが循環することで誰かを知らず知らずのうち
に傷つけてしまうことを防げるのです。誰かを守るだけではなく、知ることで 自己防
衛になることもあります。そしてこの循環には、過程を重視する姿勢が欠かせませ
ん。低賃金で人を働かせて作った服がファストファッションを成り立たせていると知
れば、買いたいと思う人はそう多くはないと思います。誰が決めたのかも分からな美
の基準に縛られて、石油を使用しているなど毒性のある化粧品を使い続ける選択 肢に
も疑問を抱くと思います。私たちは、過程を見ずに結果だけを求めた世界の終わりに
います。消費だけでなく、教育の世界でも同じことが言えると思います。基本的に、
学生時代は数値だけで勉強の出来を判断されます。しかしこの判断基準はあまりにも
過程を無視しているのではないでしょうか。結果にたどり着くための豊富な選択 肢と
道のりを始めに学ぶべきと考えます。オールイングリッシュの授業やスタディツアー
での会話では、“あなたはなぜそう考えたのか”という質問によって自分のアイ ディア
を顧みる機会が多かったです。すると、より深く考えたり興味への追求心が加速させ
たりすることができました。何にも興味がない若年層は、過程を重要視した教 育によ
って変わることができると思います。そして、目標や向上心によって活力に満ちてい
ることは将来を考える何よりの機会だと思います。将来を思い描くことで、い かに問
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題を起こさないかという意識も芽生えます。私はまず SGDs の達成のためにバリ島
スタディツアーで学んだ価値観を忘れずに、少しずつアクションを取っていこうと思
います。学びをベースにアクションを起こすことで、この学びを実際の社会でも循環
させることに繋がると考えたからです。新しい選択肢をありがとう！ 
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基礎課程 1 年 服部美海 
My Tree 
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私の My Tree は気持ちの生まれ変わりを表現しています。はじめにバリに到着して
ホテルに向かう道を眺めていた時からすでに心を洗われた気分になりました。さら
に、宿泊する Mana Earthly Paradise に到着し、たくさんの自然に囲まれた環境を目の
当たりにすると、空気の味が東京と大違いであることに気付き、驚きました。私は、
あすかさん、ともさん、亜子さん、サリさん、ロビンさん、千夏さん、そしてさゆり
さん、ゲストスピーカーである 7 人の方のライフストーリーを聞いて、今までの自分
の考え方が自然を壊し、人を傷つけることもあるということに気付くことができまし
た。日本社会の中で生活していると、物を買う時にいかに便利で安く、見た目がおし
ゃれであるかばかりを気にすることが当たり前になっていて、その商品が作られる背
景にどのような問題があるか、その商品を使うことが人的、環境的被害に繋がらない
かをなかなか気にすることができません。私もその中の 1 人でした。そのような習慣
や考え方をこの絵では枯れ葉で表現しています。私の葉の多くはお話を聞く中で落ち
葉へと変化しました。７つのライフストーリーは私の木の根っこの部分に栄養として
蓄えられ、以前の私の細く弱かった根は太く強く成長しました。また、私には以前か
ら地球に優しい生活を送る大人になりたいという目標がありました。東京という非常
に発展した都市に住む中では、無意識に便利さと引き換えに自然を壊してしまうこと
がありますが、私はその習慣に飲み込まれずしっかりとした軸を持って生活したいと
いう気持ちが今回のツアーを経てより強くなりました。その気持ちを太く長い根で表
しています。 

さらにバリ島に行って変わったのは「愛」についての考え方です。ブミセハット国
際助産院にてロビンさんにお話を伺った際、無償の愛を与え続ける彼女に心を打たれ
ました。今までの私は相手に何かをする時に心のどこかで見返りを求めていました
が、彼女はそうではなく、自分が愛したいから愛す、という考えでした。自分に利益
があるかなどを考えず誰にでも愛を与える生き様に感銘を受け、私もそうなりたい、
と私の木には愛の実が成りました。そしてもう一つ実で表しているのは「行動力」で
す。私はこれまでは失敗をしたくないという思いが強かったため何か新しいことに挑
戦することはあまりありませんでした。それは失敗したらその時間は無駄だったと感
じてしまっていたからです。しかし、そんなことはないと７つのライフストーリーか
ら学びました。少しでも興味があるのならやってみる、失敗してもいいから挑戦して
みることが一番自分の成長に繋がり、失敗にこそ意味があります。それに気づくこと
ができた私は帰国後、以前から興味があった資格の勉強をはじめました。一度きりし
かない自分の人生を豊かなものにするために必要な行動力を身につけられたのはとて
も大きな収穫です。 
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壊された当たり前 
 

バリの自然に囲まれながら過ごした 8 日間のプログラムは見るもの、聞くもの、触
れるもの全てが新鮮で生まれ変わったような気持ちになりました。現在コロナ渦で未
だに行動制限が残るなか、ツアーを開催してくださったこと、オンラインではなく実
際に渡航できたことに感謝いたします。今回のスタディツアーで私が一番強く感じた
のは「当たり前とは何か。」です。日本で生活をしていると高層ビルが建っている当た
り前、シャンプーや石鹸が泡立つという当たり前、学校は危険がないように整備され
た環境であるという当たり前などが私たちの中にあると思います。しかしそれは私た
ちだけにとっての、良くない当たり前であることに気が付くことができました。私た
ちが使っているシャンプーや石鹸が泡立つのは、人体にも環境にも良くない界面活性
剤が使用されているからであり、それが使われていない環境にやさしいオーガニック
の石鹸は泡立ちませんが汚れが落ちます。泡立たないと汚れが落ちていないように感
じるのは私たちの単なる思い込みなのです。そして、今回訪問したグリーンスクール
では山道のように険しい自然の道がたくさんありました。日本の学校では子どもたち
が怪我をしないように、生活する場所は綺麗に整備されています。しかし、すべてが
整った環境で育つと自分でどうすべきかを考える機会が少なく、人生に困難があるこ
とを経験として学ぶことができません。安全な場所が良いという考え方も間違っては
いないと私は思いますが、子どもたちの成長を考えた時にどちらが子どものためにな
るかをじっくりと考えるべきだと感じました。 

そして、もう一つ当たり前に関して気づかされたことがあります。それは「いただ
きます」という言葉です。私たちは食事の時に当たり前のように「いただきます」と
言いますが、ただの流れ作業になっている人もいるのではないでしょうか。PKP でサ
リさんにお話を伺った際、出していただいたお茶に何が含まれているのかを当てるク
イズが行われました。はじめはゲームとして楽しむものだと思っていましたが、サリ
さんは「食べているまたは飲んでいるものが何かを知らないと感謝する対象がわから
ないことになるから知る必要がある。」と教えてくださいました。その言葉を聞いて自
分は今まで感謝の対象を知らないまま「ただ言っているだけ」であることに気付き、
帰国後は行動を起こす前にその背景を考える癖がつきました。 

私は元々冒険をしない性格で自分から新たな行動を起こすことは今までありません
でしたが今回ツアーに参加したことで多くの気づきを得ることができました。そし
て、なかでもプログラムの後や、毎日の夜に行われる振り返り、気持ちの共有の時間
が私を大きく成長させてくれましたように感じます。今回のツアーで初めて知り合っ
たメンバーがほとんどですが、それぞれ全員が自分のありのままの気持ちを共有し、
新しい物の見方を知ることで自分の当たり前や考え方が単なる思い込みであることに



 

78 
 

気付き、些細なことでも改めて考えさせられる機会を多く得ることができましたと思
います。今回新しいことに勇気を出して飛び込んだことで、今までの何倍も視野が広
がりました。周りの期待に応え、真面目な優等生でいることが正解だと思っている人
は多いと思いますし、私もそう思っていました。しかし、そうではないことを私は知
りました。「学ぶべきものではなくて学びたいものを学んでください。」これはロビン
さんのお言葉です。うまく生きられるか、自慢の娘になれるかよりも、ただ自分のし
たいことをするべきであることを知った今、私には以前よりも多くの生きる選択肢が
できました。一生忘れることのできない今回のツアーに関わってくださったすべての
皆さま、共に学んだ仲間に感謝します。素敵な 7 日間をありがとうございました。 
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教育学科２年 荒谷菜津美 
 

My Tree 
 

 

私の「My tree」は約一週間のスタディツアーで学んだことを中心に、自分がこれか
らも大事にしていきたいことと次の世代に伝えたいことを描きました。まず、土の部
分は二日目にお会いした駆け込み寺を創設されたイブサリの「困難や苦労は人生の肥
料になる」という言葉を思い出して描きました。イブサリだけでなくさゆりさんの
Life story を聞いて感じたように、困難や苦労、失敗も自分の人生の糧になるのだと、
過去があるからこそ今の自分があるのだと、過去を認めることができた言葉です。根
っこの部分は、私を支える価値観として「好きなことをして生きていく」ということ
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を考えながら描きました。五日目にお会いした現地で幼稚園・小学校を造られた日本
人の千夏さんのお話の中で、昔夢が無かった千夏さんが「好きなことをすれば夢が見
つかる」と言われたと聞き、今の自分に重なるものがあったので印象に残っていま
す。枝の部分は人生でたくさんある選択肢や岐路を表しています。「Miserable way or 
Joyful way」というイブサリの言葉が、全ては自分次第であるということを人生の岐路
に立ったとき大事にしたいと感じました。木に生えた葉は繋がりを表しており、今回
宿泊させていただいた Earthly mana paradise の飲み水は雨水をろ過して作られたもの
であったり、シャワーで流れた水が農作物を育てるときに使われていたり、排せつ物
や残飯が堆肥になっていたりと、自然と私たち人間はこんなにも繋がっているのだと
いうことを実感しました。また、現地人スタッフのエパさんのお家に行かせていだた
き、バリでは家庭や村、地域でのコミュニティの繋がりを大切にしているということ
を教えて頂いたことなどから、日本にはない繋がりの大切さを学びました。最後に風
に乗っていく葉は、次の世代に伝えたいこととして勇気をもってチャレンジすること
を描きました。今回のスタディツアーは楽しみという感情の半分、異例のコロナ禍で
の海外渡航や、英語を使って話すことなど不安に感じていた部分も多くありました。
しかし、ゲストスピーカーのみなさんのお話やバリの自然の力で、不安だったことを
忘れ、東京では不快に感じていたはずの葉についた雨水で体が濡れることや土で足が
汚れることを自然と受け入れている自分に気が付きました。今回の経験から不安なこ
とについて悩むより、勇気をもってチャレンジすれば大きな学びを得られると実感し
たことを描きました。 

 
繋がり 

 
バリで過ごした八日間はとても充実した濃い時間でした。昨年オンラインで参加し

たバリスタディーツアー。今年は実際に現地へ行き学ぶことができると聞き、行かな
い理由はありませんでした。昨年お話いただいた内容と同じプログラムもあったので
「今年は生でお会いし、お話を聞くことができる」と楽しみにしていました。昨年参
加した際、オンラインでありながらも深い学びを得ることができ、バリに想いを馳せ
ていたつもりでした。しかし、実際現地に行ってみると自分は何も知らなかったのだ
ということを痛感しました。例えば、観光業がバリに与える影響は良くも悪くも多い
というのは知っていましたが、モンキーフォレストに行き、たくさんの現地の方が日
本語で話しかけてくれたことで、バリは観光業に支えられていたということを実感す
ると同時に、観光業や観光客が与える影響を考えさせられました。ホテルのプールに
たくさんの水を使ってしまうために農作に使う水が引けないこと、観光客のゴミ排出
量が現地人と比べ３キロも多いことなど、バリは日本からの旅行者も多いため、同じ
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日本人として申し訳なくなりました。また、お祈りの習慣があるということは昨年学
びましたが、実際にお供えものがたくさん道端に落ちているのを見て、本当にバリの
人たちはお祈りが日常の一部なのだと実際に行って身をもって感じました。 

八日間の間にたくさんの力強く愛に溢れた方々と出会い、Life Story をお聞きしまし
た。中でも、さゆりさんとイブロビンにお会いできたことは強く印象に残っていま
す。 

さゆりさんとは昨年のオンラインスタディツアーの際に画面上でお会いしていたの
ですが、画面越しでも伝わってくるやさしさと愛に胸がいっぱいになり涙をこぼした
ほどです。六日目のプログラムの前に、二日目の昼食の時間に偶然お会いすることが
でき「本当に会えた！本当にバリにいる！」と自分がバリに来ていることを実感した
出来事でもありました。さゆりさんの Life story をそれぞれが自分の人生と重ね合わ
せ共感しながら聞いていました。Life story を聞き終えると、今までのさゆりさんの経
験が現在のさゆりさんそのものや、さゆりさんの愛とやさしさに繋がっているのだと
いうことが深く分かると共に、自分の失敗や後悔など振り返りたくない過去も全て今
の自分に繋がっているのだと前を向くことができた時間でした。 

イブロビンには今年のスタディツアーで初めてお会いしましたが、昨年度の授業で
Earth Company が支援する Impact Hero の本を読んでいたため、どのような活動をさ
れているかなど少しの情報は知っていました。実際にお話を聞き、出生後すぐにお母
さんから引き離すことで知らないうちに赤ちゃんにトラウマが植え付けられているこ
と、へその緒は自然に切れるまでつなげておかないと赤ちゃんに行く血液が三分の一
にまで減ってしまうことなど、他にも、日本の病院や助産院がいかに赤ちゃんやお母
さんの負担になることを行っているのか知りました。イブロビンが運営する助産院で
は、助産院としての役割のみならず、眼科や環境活動、若者への性教育を全て無償で
行っているということを知り、とても驚きました。そしてさらに驚いたことは、冒頭
お話をされているときに「私たちの代が起こした問題を解決できずに若者の世代に残
してごめんなさい」と謝られたことです。これほどの偉業を成している方にもかかわ
らず、私たちに謝る謙虚な姿勢にグッとくるものがありました。また強く思い出に残
っている出来事は、私がイブロビンの目の前に座っていたためイブロビンと「I love 
you」を、お互いの目を見ながら言い合えたことです。イブロビンは一回目に「I love 
you」を言ったあと、私に名前を聞き、私が答えると「Beautiful name」（綺麗な名前
だね）と言ってくださりました。そのあとも「Beautiful eye」（綺麗な目）と「I love 
you」を何度も言ってくださり、イブロビンの目の奥から伝わる愛情を全身で受け取る
ことができました。これは二度とない機会で本当に幸せな体験でした。このことは一
生忘れないと思います。 
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全プログラムを終えたあと冒頭にある My tree 作成と発表の時間があり、約一週間
のスタディツアーで学んだこと、感じたこと、未来につなげたいこと等それぞれの想
いを発表しました。そして、「SDGS のその先を思い描く」として、昨年は「一人一人
が自分事として捉えること」と書きましたが、今年も同じ「一人一人が自分事として
捉える」ということを掲げたいです。冒頭にも述べた通り、昨年のスタディツアーで
分かったと思っていたことが全てではなく、今回実際に渡航し、プログラムに参加し
たことで、自分がいかに地球環境を汚しているのかが分かった一週間でした。また、
どれだけ恵まれた環境にいるかも実感し、日本から出てこれまでの自分を客観視する
ことで気づくことができました。自分がいかに地球に負荷をかけているか分かった今
は、気候変動や環境問題を関係ない話として聞き流すのではなく、自分事として自分
のできることから少しずつ取り組んでいきたいと思います。 

そして、プログラムやツアーの充実度だけでなく、今回のツアーで大切な仲間と出
会えたことも自分の中で大きかったです。約一週間で、最初は顔と名前が一致してい
なかったくらい他人だったのに、ありのままの姿を話してくださるゲストスピーカー
の方々やプログラムを通して、最後には涙しながら本音を話せる仲になっていまし
た。コロナ禍で顔もよく分からないまま過ごしてきた大学生活の中で、深くお互いを
知り合い共感することができた仲間を作ることができたこと、とても嬉しかったで
す。バリで、なんでも話すことができた仲間との日々を体験した私は、日本に帰って
きてから、日本の大学生活での発言のしづらさのギャップに苦悩を感じていました。
しかし、バリでゲストスピーカーのみなさんが教えてくださった「周りの目を気にせ
ず自分にやりたいことを貫くこと」を思いだし、自分は自分で良い、周りの目を気に
する必要はないのだと前を向くことができました。 

最後に、このスタディツアーに連れて行ってくださった家族、大学の先生方、また
私たちのツアーのために尽力してくださった Earth Company の皆様に感謝の言葉を伝
えたいです。このような貴重で素晴らしい時間を過ごさせてくださりありがとうござ
いました。 

 

 

 

  



 

83 
 

教育学科 2 年 漆澤有香 
 

MyTree 
 

 
 
 根っこは植物を支える役割を持っています。根っこと同様に私を支えているものは
「愛」です。どんなことが起きたとしても私はこの先愛を絶対に失わないですし失い
たくないと思っています。ブミセハット国産助産院のロビンが言っていた「愛のため
に生きないなら何のために生きるのか」という言葉が私の心に常にあった違和感の糸
を解いてくれました。私はお金や名誉ではなく愛のために生きたいと思っていまし
た。それが不可能なことなのではないかと自信を無くしているときに自分と同じこと
を考えそれを実践し、たくさんの愛に溢れ包まれている彼女と出会えたことで自信を
持つことができました。 
 幹は現在の私を表しています。ここには「扉」、「翼」、「枝」がついており、それぞ
れ「過去」、「現在」、「未来」を表しています。まず「扉」について説明します。扉の
中には私の過去が入っています。扉から伸びている線の先にある絵は辛かったことや
忘れることができずトラウマになっているものやぐちゃぐちゃになっている感情を表
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しています。記憶から消すことはできないため誰にも見えないよう扉をしめ幹に縫い
付け保管しています。しかしこの過去たちがなければ今の私はいないので少しずつ向
き合っていきたいです。次に「翼」の説明をします。今の私には翼が１つついていま
す。本来翼は二つあって空を自由に飛ぶことができますが、今の私はまだ翼が一つし
かありません。翼が生まれていない幹の左側からは枝が生えています。この枝は私の
未来です。枝の先に咲いてる花たちは今の私が叶えたいと思っている夢です。木が花
でいっぱいになったらもう一つの羽になります。日々増えていく夢を叶えていきたい
です。今回 My Tree を作成することでスタディツアーで感じたことだけでなく私につ
いて理解することができました。何か大きなことに挑戦した時や 5 年後 10 年後にも
MyTree を描き今の自分と比べることが楽しみです。 
 

   愛に満たされた日 
 

 コロナという大きな壁がある中で今回のスタディツアーは行われました。私は絶対
にバリ島に行けるという根拠のない自信がありました。引率してくださったよっしー
（永田先生）とめぐ（奥切先生）、Earh Company のみなさまに加え、この期間に出会
った多くの方々とのご縁によって一週間を過ごすことができました。まずは多くの
方々に感謝をお伝えしたいです。 
 バリ島での一週間は毎日素敵な人、素敵な言葉との出会いを運んでくれました。今
後自分の人生を語る上で絶対に欠かすことができません。私は失っていたものを一つ
取り戻すことができました。それは「自然」を愛する気持ちです。私たちが宿泊した
Mana Earthly Paradise を一言で表すとしたジャングルです。この環境は私にとってと
ても居心地が良く安心感がありどこか懐かしい感じもしました。それと同時にわたし
たち人間がこのような場所を地球から消しているという事実、日本が地球を守るため
の取り組みに対して他国よりも遅れているという事実に胸が痛みました。日本に帰国
してから数ヶ月経過した今でも目を瞑ると包み込まれていると感じられるほど青くど
こまでも広がる空、無数の葉っぱによって成り立っている木たちの偉大さ、鳥や虫の
鳴き声、裸足で歩いた際に感じた大地のぬくもりなどを鮮明に思い起こすことができ
ます。そして幾度となくこの場所に戻りたいと体が叫んでいます。 
 自分探しの旅という言葉がありますが今回のスタディツアーでこの言葉の意味が理
解できました。日常とは異なる環境の中で新たなことに挑戦していく中で自分を見つ
けることができました。そして私は愛によって生かされていることを知ることができ
ました。これから先、たくさんの愛を与える側として愛に溢れる人生を送っていきた
いです。 
 



 

85 
 

教育学科 2 年 近藤亜紀 
My Tree 
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この希望に満ちた木の根は、土からではなく地球から張っています。スタディツア
ーの 8 日間を過ごしたマナでは、水と緑の大循環のもとで自然の生命力を肌で感じま
した。木の育つ源は、地球全体からエネルギーをもらい、無限の希望をもつことがで
きるのではないかと感じ、このように表現しました。また、たくさんのエネルギーが
地表に溢れ出し、熱くなって更なるエネルギーを生み出している様子をオレンジ色で
表しています。 

昨年、ヨシ先生がおっしゃっていた「葉が色づくように私たちの学びも染めてい
く」といった内容の言葉が、私の中でずっと心に残っています。この木の葉を黄色で
表現したのは、今後の未来に無限に開かれた可能性に向かって、学びの色を変化させ
ていく中途にあるためです。そして、幹から伸びているピンク色の芽は、これまで通
りの生き方ではなく、他と違うことも恐れずに学びの道を拓く様子を、変わった見た
目で表現しています。 

私は、昨年のオンラインスタディツアーで、これまでの固執した物事の考え方を変
えるようなや新たな価値観と出会い、教育と環境問題の関連について関心をもちまし
た。そこで、今年のスタディツアーでは、お会いしたゲストスピーカーの方々や、訪
問したタルワラ小学校でのお話を聞き、「人は一生学び続けることができる」というこ
とに気が付きました。タルワラ小学校の千夏さんは、未来を創る子どもたちを「希望
の光」であると語っており、私はその言葉が腑に落ちるのを感じました。教育学を学
ぶ中で私は、日本における学校教育制度についての是非を考えて頭を悩ませることが
あります。だからこそ、持続可能な教育環境でより良い学校を作りたいという思いか
ら、教職課程を履修しています。未来の子どもたちが、それぞれに学びの色をカラフ
ルに染め、希望に満ちた心で学び続けることのできる場所に関わることが、今後の私
を支える目標となりました。これらの思いを精一杯表現した My Tree です。 
 
 

変容 
 

私にとって大切なことはなんだろうと、気づけばスタディツアーの中で、何度も自
分に問いかけていました。スタディツアーでは毎晩、リフレクションという、それぞ
れの感じたことや考えたことを共有する時間がありました。私は普段緊張しやすいの
で、発言する際は話す内容を入念に考えなければ、うまくまとめることができませ
ん。しかし、その時は頭の中にあるものが、次々と言葉になっていました。私が話し
ているときに、真剣に受け止めながら聞いてくれる仲間がいることを感じました。学
んだことを言葉にすることで、自分が強くなれるような気がしました。日本では、例
えば環境問題のトピックを友人と話す機会はあまりないように思います。逆に言え
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ば、そういった内容を話すことはいわゆる「意識高い系」で、ヘンなニュアンスが含
まれているように感じます。けれども、リフレクションを通して心を開いて語り合っ
た私たちは、解きほぐされて共に学ぶことができました。その後、大学で、友人とな
んの抵抗もなく社会のトピックを話したり、将来のことについて考えたりしました。
スタディツアーを通して私は、とても素敵な仲間と出会い、変容したのです。 

私が今回スタディツアーに参加した経緯についてここに書き留めておくことが、今
後の私の人生の糧になると信じて、思いを綴ります。 
 私は 1 年半の間、硬式庭球部に入っており、大学生活の軸は部活動でした。スタデ
ィツアーの募集がかかったとき、部活にとって最も大切にしている夏のリーグ戦の時
期と重なっていることから、参加は考えていませんでしたが、私にとって今大切なこ
とは何かをじっくりと考え、最終的には部活動とスタディツアーの両立を選択しまし
た。宿泊先のマナに着くやいなや、自然の豊かさや、細部までこだわったサスティナ
ビリティの凄さに驚嘆しました。オンラインで見ていたところに本当に来た、という
わくわくが止まりませんでした。マナは地面が土で、コンクリートはほぼないため、
日中の茹だるような暑さが、雨が降ると急に寒くなるのです。東京では決してわから
ない変化でした。朝は、聞いたことのない生き物たちの鳴き声と、美しすぎるほどの
朝焼けに心奪われました。8 日間の研修で、信じられないほどの自分の内側の変化に
驚き、嬉しくて、その中に葛藤もあり、喜怒哀楽の全てを表現していた気がします。
同じ地球上に、温かくて雄大で優しいこんなに素敵な場所があるのかと思いました。
スタディツアーでの「大切なことは何か」という問いは、大学生になる前に思い描い
ていた学生生活を実現したい、この経験を通して関心をもったことに全力で時間を使
いたいという答えになりました。そして、退部を決断しました。私は、この選択が自
分にとって正しいのかと一生懸命考えました。けれども、スタディツアーでの素晴ら
しい体験や自己変容を、何かに活かしたいという思いから、意思を固めることができ
ました。そして現在は、硬式庭球部での経験とスタディツアーでの経験を糧に、新た
な目標のために着実にアクションを起こしています。 
 最後になりますが、これほどまでに自分を変えてくれるものと出会い、退部を決断
し、新たな目標を見つけられたことは、私にとって最高の選択であったと思います。
さまざまな思いを抱えながらも、私を理解してくれた硬式庭球部の皆様への感謝は忘
れません。いつも私が選択することを応援してくれる全ての方々へ、心より感謝申し
上げます。これからの人生で、「私の木」をカラフルに染めていくことができるよう、
学び続けていきたいです。 
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教育学科２年 坂東優 
 

My Tree 
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この My Tree は、プログラム 2 日目朝のメディテーションウォークの情景をイメー
ジして描きました。早朝の真っ青な空に輝く陽の光を受けた稲穂の朝露はキラキラ光
り、鳥の声を聞きながら心地よい風を肌で感じたあの情景は、今でも脳裏に焼き付い
ています。朝の景色を描いた理由はもう一つあります。今回のスタディツアーでは、
ゲストスピーカーの方々の話に深い感銘を受けた一方で「私には何もできないかもし
れない」という不安も感じていました。しかし、人生 80 年を 24 時間に例える「人生
時計」に当てはめると、20 歳の私はまだ朝の６時にいます。バリで得た学びととも
に、現地で教わった「できない理由を探さない」という言葉を、まだ「早朝」にいる
私がいつまでも心に抱き続けていられるようにとの願いを朝の景色に込めました。 

木の根には、三つの言葉を書きました。私が大切にしたい価値観です。 
そのうちの「Leave no one behind」は、SDGs の理念の一つでもありますが、この

言葉に強く共感しています。様々な理由から苦しい生活を強いられている人々を「誰
一人取り残さない」世界を将来実現させたいと考えています。 

また、「Harmony with nature」は「自然との調和」です。バリの８日間は、私にバ
リヒンドゥーの調和を感じる機会を幾度も与えてくれました。私はその都度、幼少期
の原体験を思い起こしました。通った保育園では、園庭の小山を裸足で駆け回った
り、園の果実を自由に採って食べたり、虫たちを捕まえて遊んだりしていました。常
に身近にあった草木や生き物がとても好きでした。その想いは、時間の経過とともに
忘れ去られていましたが、スタディツアーが思い出させてくれました。 

木の葉には、スタディツアーで得た気づきや学びを表す言葉として「Value shift」
「Well-being」「Circulation」「Love」を記しました。プログラムを通じて、全ての生
き物が幸せに暮らす Well-Being の大切さとともに、自身も自然循環の一部であること
を強く意識しました。イブサリやイブロビンなどのゲストスピーカーをはじめとし
て、バリで出会った方々からは、温かな愛情を感じました。これまでの価値観は徐々
に塗り替えられ、自分自身の意識が変容していくさまを実感しました。 

最後に、風に乗る葉には「すべての子どもたちの笑顔を守りたい」との決意めいた
想いを描きました。PKP センターでは、一緒に異なる言語でドラえもんの主題歌を合
唱するなど、机上の交流ではない心の交流ができたと考えています。社会的弱者であ
る PKP センターの子どもたちの屈託のない笑顔は、今でも私の記憶のなかに鮮明に残
っています。そして今では、バリをはじめ、世界中の子どもたちの笑顔を守ることに
貢献できる仕事に就きたいと考えています。 

 
バリで芽吹いた私の「夢の木」 

バリ島スタディツアーはこれまでにない深い学びを経て、価値変容したとても意義深
い８日間でした。 
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バリから学び得たものは、「循環」の価値観です。バリヒンドゥーには「トリ・ヒ
タ・カラナ」という「神と人、人と人、人と自然」の調和を重視し、これによって
人々は幸せに過ごすことができるという固有の価値観があります。私はこのスタディ
ツアーを通して、自身が自然循環や調和の一部であることを何度も実感しました。ま
た、バリの人と人との強いつながりや人々の調和を目の当たりにしました。これから
は、自然循環と調和し、環境に優しい行動を取っていきたいと考えています。さら
に、人との関わりのなかで、ゲストスピーカーの方々のように私も周囲の人たちに愛
情を分け与えられる存在になりたいと思います。 

加えて、アースカンパニー共同代表のトモさんがおっしゃっていた「Be Do Have」
の生き方を指標にしていきたいと考えています。私だけの個性を大切にして、自分が
なりたい姿になれるようにアクションを起こせる揺るがない生き方をしていきたいで
す。 

このスタディツアーでは、帰国してからも自分の価値観が変わっていくさまを実感
するほどの数えきれない学びがあり、自分のこれからの人生の指針になるような考え
方や価値観にも出会いました。まさに夢の木が大地に根を下ろし、これから成長を遂
げるように、興味関心の範囲と今後挑戦したい事柄が広がるきっかけになりました。 

この貴重な経験を得られたことに感謝し、バリの学びを活かしていきたいと考えて
います。 
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教育学科２年 平野星来  
 

My Tree 
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マイツリーを描くとなってからどのように描こうか悩んだのですが色鉛筆を握った
らすらすらと描くことが出来ました。木全体を黒い縁で囲うことで周りから何かを言
われても変わらない、私の強い気持ちを表現しました。そして木、葉を含め全体的な
色合いを薄くしましたが、木の根っこの部分を濃い色にすることで、私の大切な価値
観である、「自分の意思を保つこと」の意思の強さを表現しました。また今回のスタデ
ィツアーを通して、形は違うけれど沢山の愛を知ることが出来ました。なので、色々
な色のハートを書きました。マイツリーの葉の部分を私の心と仮定して、沢山の愛の
葉を付けることで私の心の中にある「愛」を表現しました。ハートが一色でない理由
は家族に対する愛、友人に対する愛、動物に対する愛など様々な対象があるので色を
変えて表現しました。そして風で飛んでいるハートは、私が誰かに愛を分け与え、そ
して誰かの居場所となった時の愛を表現しました。その愛は、人や時と場合に応じて
どんな形かはわからないので、敢えて色を塗らずに表現をしました。 
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愛の循環 
 

今回このスタディツアーに参加してみて元々知識・関心のあった SDGs に関してさ
らに新しい知識を得ることができました。mana に宿泊し、私自身が環境の循環の一部
になることができ、私にとってかけがえのない約七日間になりました。夜寝る前に聞
こえてくる虫や動物の声は絶対に東京では聞くことが出来ない特別なハーモニーでし
た。また、私にとってバリで過ごした時間は東京で過ごす時間と同じには思えないほ
ど、ゆっくりとした濃い時間でした。 

バリ島で出会った環境のため、誰かのために活動をしている皆さんのお話をお聞き
してから新たに気づき学んだことがあります。それは、活動している皆さんが溢れる
くらいの形の違う愛を持っていて、その愛をただ持っているだけではなくその愛を他
に循環させているということです。また、アースカンパニーの皆さんをはじめとする
色々な方のライフストーリーを聞いて、今までの私自身の生き方・考え方についても
考える良い機会になりました。 

特に、望月さゆりさんのライフストーリーに出てきた「心の居場所」のお話がとて
も印象的です。そして、私にとっての「心の居場所」を考えた時、思い浮かんだのは
紛れもなく家族です。『何があってもどんな時でも、家族は１番の味方だよ。』と言
い、嬉しい時、悲しい時、どんな時でもそばにいて話を聞いてくれ、私を 19 年間ずっ
と支え続けてくれています。このスタディツアーに参加したいと母と父に伝えた際も
１度も否定的なことを言わずに『貴方のやりたいこと、夢のためなら行っておいで。』
と、笑顔で見送ってくれ私のやりたいことをいつでも応援してくれます。家族といっ
ても私とは違う人間で私にいつでも寄り添ってくれるのは当たり前ではないことに気
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づかされました。私は家族と呼ぶことができる「心の居場所」があることが当たり前
になりすぎていましたが、今回のスタディツアーで家族のありがたみに気づくことが
できました。また、私にとって「心の居場所」が家族であるように私も誰かの心の居
場所になりたいとも思えました。生きていく中で「こんなこと言ってもしょうがな
い。」と、思うような出来事がいくつもあります。ですが、そんな事を話してもらえる
ような人でありたいです。そうすれば、私が愛の循環の一部「心の居場所」になれる
と思いました。 

また、「1 日 3 万５０００回の選択を大切にしてほしい。」という話を聞いた時から
選択をする事について考えていました。私は考えていく中で、選択するということは
大人になるために避けては通れない事、だからこそ選択をする時には大切にしてほし
いということだと思いました。私は今日まで昼は何を食べるか、といった些細な事か
ら自分の人生を大きく左右する進路選択などのようなことまで様々なことを選択して
きていると思います。これから先もっといろんな経験をしていく中で大切なものと大
切なものを天秤にかけて選択せざるを得ないことがあると思います。その時に直感を
信じつつも、慎重に選択したいと思えるようになりました。 

コロナ禍が続くこのような時代の中でこのような私自身を見つめ直す素晴らしい機
会を与えてくれた、大学、永田先生、めぐ先生、アースカンパニーの皆さんに感謝し
かありません。そして、約１週間の濃い時間を共に過ごしてくれたみなさん本当に有
難うございました。 
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英語文化コミュニケーション学科 2 年 藤原加奈子 

                       My Tree 
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私はバリ島の文化や宗教、現地の方々との出会いから、インドネシアの社会問題や
世界規模の問題に向き合いました。この貴重な時間は、同時に自己内省や日本が抱え
る山積みの社会課題に、幾度となく意識を向けた時間でもありました。日本の課題を
挙げれば枚挙に暇がないですが、「人間同士の調和」「人間と自然の調和」の欠如が歴
然としているのを実感します。因みにこれはバリ・ヒンドゥー教のトリヒタカラナに
ある「人間同士の調和」「人間と自然の調和」「人間と神の調和」というバリ島で学ん
だ宗教観を顧慮したもので、三つのハーモニーこそが幸せの源だという教えのことで
す。そのため My Tree の創作では、バリ島で感受したこうした日本の課題点や調和の
とれた未来への想像をかたちにしました。左の写真の絵の中央に描いたのは、日本の
四季を象徴した大木です。連日の異常な猛暑や暴風雨、自然災害、人為的な自然破壊
から「人間と自然の調和」が失われつつあることを危惧しました。そこから日本が持
続的に季節の移ろいを嗜み、四季折々の旬の素材や景色、風情を味わうことのできる
未来に想いを募らせました。私がバリ島で強く印象に残っているのは、ブミセハット
を設立した助産師、イブロビンが仰っていた「自然界に不要なものは一つもない」と
言う言葉です。この言葉を受け、木（葉、枝、幹、根、）や土など自然の有難さを豊か
な色彩で表現し、春の葉からは人や動植物誕生の喜びを表す命のハートを縁取りまし
た。更に「人間同士の調和」についても根や幹、枝によって表すことができました。
コロナ禍での自粛生活から社会の分断が加速度的な進行が問題になっています。安心
できる居場所の存在は社会への帰属感や人との心の繋がりを感じられる必要不可欠な
ものだと感じています。そこから根が地面の底を這い、木の根や土と繋がり合うこと
で、「孤独や寂しさで苦しまない社会」や「社会保障の整った社会」の創造に想いを込
めたいと思い、描きました。カラフルな色彩からは、根から吸収した栄養分が循環し
ているのが分かります。私たちが依拠する場所、人、物からもたらされた「愛」「希
望」「安堵感」は葉の先端まで送られています。それによって木（自分）全体が支えら
れることは、生活の充足感の象徴だと思います。それらの受け取った「愛」「希望」
「安堵感」を今度は他者や次世代の若者に与えていきたいという未来への想いもあり
ます。 

 

バリ島スタディツアーを終えて 

異なる風土で過ごした約一週間は、表層的な理解から、五感を刺激された思考によ
ってより深い理解と感受性を養い、成長することができました。このような機会をつ
くって下さった永田先生、奥切先生をはじめ、アースカンパニーの方々、現地でお世
話になった方々、そして家族に感謝申し上げます。私は今回のスタディツアーの経験
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から、日本でしばしば議題に挙がる環境問題や貧困問題に於いて、科学的な方法論で
全ての問題が対処できる訳ではないと思い、形而上学的なアプローチから向き合うこ
とも決して無駄なことではないと感じました。環境問題や貧困問題などの大きな問題
に直面した時、これらの問題を一個人では解決できないと思うことがあります。 

SDGs への社会的関心が高まる一方で、SDGs ウォッシュや環境問題を解決するこ
とは無意味であると謳われてしまう勢いも増しています。そこには確かにある意味正
しい側面があり、そう言えてしまう企業や政策の実態も持ち合わせているため、この
ような社会課題に「関わらない」という判断は手っ取り早く、簡単であり、更には賢
いことだとすら感じてしまうかもしれません。しかしバリ島での日々の中、無意味な
ことはあるのだろうかと熟考しました。メディテーション・ウォークで見た朝の田園
風景からは、太陽に照らされた朝露と蜘蛛の巣が光輝いていました。環境に配慮した
マナホテルでの生活、グリーンスクールで初めて体験したコンポストトイレ、ブミセ
ハットや PKP でお話を伺った深い愛と強い心を持った女性たちの姿。私の脳裏に刻ま
れたのは単なる映像の記憶ではなく、音や匂い、触感などすべての五感で体感した色
濃い時間の記憶です。個人にできることは必ずあると確信しました。日本に帰国して
からは、バリ島との違和感を大切にし、忘れない。このことが私のできる第一歩であ
ると思いました。今回私がスタディツアーに参加できたのは、多くの人の支えや「SＤ
Ｇｓのその先に想いを馳せる」というコンセプトに探求心が惹かれたからです。しか
しより根本的なことを言えば、自身が貧困や家庭環境に悩むことなく、このような選
択をしたいと思える心の余裕と恵まれた環境があったからです。そのことを再認識
し、行動に移すことのできない人と分裂することなく、自分なりに出来ることをし続
け、今まで受けてきた恩恵を周囲にも還元出来たらと思います。 
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教育学科 2 年 堀江ひびな 

My Tree 

 

 

 

私はたくさんの果物たちが実っている木を描きました。この果物は私たち人間を表
しています。なぜ人間を果物に例えたのかというと、果物は色や形が異なってもそれ
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ぞれの良いところを出し合いながら美味しい果実を実らせているからです。世界には
色んな人がいて、言語や人種、宗教それぞれ人によって違うけれど、この一つの木か
ら成っている果物のように、みんなが共生し合いながら暮らしていける世界になって
ほしい、そのような願いを込めて彩り豊かな果物を実らせました。 

今回のスタディツアーで訪れたタルワラ小学校、私はそこで背の高い立派な一本の
木を見つけました。その木は、木の上の方にピンク色の花がたくさん咲いていたので
す。おひさまの光に照らされ、花たちがキラキラ輝いていて、その花たちはまるでタ
ルワラ小学校で生活している子どものようだな、とその時感じました。タルワラ小学
校の希望に満ちた木を思い出しながら、My Tree の制作にあたりました。また、ジャ
ングルのような場所で学校生活を送っているグリーンスクールの子どもたちが忘れら
れません。きっと、この子どもたちは、動物や虫を怖がることなく、自然たちと共に
これからを生きていくのだろうなと感じました。それは大人になっても変わらず、生
き物たちを大切にする心を自分の子どもにも孫にも受け継いでいくのだと思います。  

今回の旅で自分自身が吸収したものを、風に吹かれている葉や花びらに例えまし
た。葉や花、果物の種はいつかは地面に落ちてしまうけれど、それで終わりではな
く、年月が経ったらまた新たに果物の木が芽生えて、木たちの思いが受け継がれ循環
していったら素敵だなと思い、このように土に還っていく葉を描きました。「平和の
循環」を想像して、地面からずっしりと生えている根っこを描いています。私が描い
た My Tree の土は茶色ですが、本当は虹色なのではないだろうか、と描いている中で
考えつきました。色んな種類の葉や花、種が土に還った時、地面は彩り豊かな虹色に
なっているはずです。そして年月を重ねて、地球にたくさんのエネルギーを送ってく
れるのだと気付かされました。 

私が考える一番の幸せは「誰もが青空の下で平和に暮らせる」ということです。こ
の思いはスタディツアーを通して改めて感じることができたのと同時に、私の価値観
でもあると考えることができました。バナナやブドウ、リンゴ、色々な果物(人)が一
つの木に成って花を咲かせて実になる＝これが平和なのではないかと思います。人間
だけではない、植物や動物たちすべての生き物たちが豊かに暮らせますように。 

 

 

バリでの出会い～私の原点に～ 

SDGs や環境問題を現地に行って学びたいという気持ちから始まったこのスタディ
ツアー、今までに体験したことのない学びであふれていて私のかけがえのないものと
なりました。緑豊かな自然と生き物たちの鳴き声に囲まれて過ごした 8 日間、そして
何よりも一番心に残っているのがバリの方のあたたかさです。マナホテルのスタッフ
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の皆様、PKP で出会った方々、道端ですれ違う人、みんなが私たちを笑顔で迎え入れ
てくれたことが忘れられません。 

今回の旅で印象に残った言葉、それは「未来の社会に立ち向かえるような子どもを
育てる」という言葉です。将来の夢がまだ定まっていない私は、将来のヒントになる
ものを探したい、そのような思いを胸に抱きながら 8 日間過ごしていたのですが、そ
の言葉を聞いて、将来のヒントが少し見えたような気がします。これから生きる子ど
もたちの未来を明るくできるように支えてあげたい、誰かの心に寄り添えるような大
人になりたいと強く感じました。多くの方から貴重なお話を聞く中で、自然と涙がこ
ぼれたこともありました。今考えてみると、それは愛にあふれた方の考えを直接聞く
ことができ、その人のあたたかさに触れられたからなのだと思います。また、このス
タディツアーで「幸せ」について自身で考えることが多くありました。日本で生活し
ていたら、当たり前であるが故に気付かないことも多くあります。バリ島で生活する
中で、いのちの大切さ・家族の大きさを改めて感じました。 

さまざまな体験をさせていただいた 8 日間、日本に帰ってきた今、あれは夢だった
のではないだろうか？と何度も感じます。でもこれを夢にせず、学び得たことを一つ
ひとつ実行していくことがスタディツアーに参加した目的なのだと思います。永田先
生、あこさん、ともさんを初め、たくさんの方がこのツアーに協力してくださったこ
と、そしてコロナ禍であった中、スタディツアーに参加できるように支えてくれた両
親に感謝します。この旅を私の原点とし、これからを精一杯生きていきたいです。 
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教育学科２年 和田亜珠奈 

My Tree 
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私の My tree の特徴は、カラフルなところです。なぜなら、私はカラフルな人生を
歩みたいという思いがあるからです。生活や感情、物、自然、人、全てがカラフルで
みんなが唯一無二な存在である世界で生きたいという思いを表すためにカラフルで明
るい My tree にしました。地の部分は今までの出来事を表しています。サリさんが過
去の出来事があるからこそ今の自分がいると話されていました。私は過去の自分も今
の自分も大好きです。その気持ちを表すためにお花を咲かせました。空には太陽と雨
雲があります。今後、大きな壁ができたとしても、やがて雨となり私の地となること
を表しています。そして、また素敵なお花を咲かせてさらにカラフルな My tree とな
っていきます。 
太陽は私の居場所を表しています。太陽が光を当ててくれるお陰で、自然も成長しま
す。私も自分の居場所がちゃんとあるからこそ、安心してチャレンジができ成長する
ことができます。そして、根の部分は私を支える価値観を表しています。私にとって
その価値観とは「思いを言葉で伝える」という事です。私が過去の自分も今の自分も
好きなのは、毎日愛情表現をしてくれる両親のお陰だと思っています。自分の中でも
大小問わず感謝の気持ちは常に相手へ伝えることを心がけています。そうすること
で、互いに幸せな気持ちになります。いつ何が起こるか分からない世界だからこそ、
後悔しないよう思いを言葉で伝えることを大切にしています。この価値観をもって、
今回のスタディツアーに参加し、如何に愛のある交わりが大切なのかを実感しまし
た。ロビンさんがお話されていた「生まれてきただけで勝者でありダイヤモンド」と
いう言葉のように、この世に必要のない人はいないと強く思います。そして、それは
自然も同様で必要のない木や虫はいません。だからこそ互いを失わずに共存していく
ためには愛のある繋がりを行うことが一番大切なのではないかと考えました。また、
あこさんがお話されていた、「できない理由を探さない」と「一日の三万五千回の選択
を大切に」という言葉に今回出会うことができました。今まで数えきれないほどの選
択をしてきました。その時、できない理由を探し、自分にとってやりやすく安全な方
を選ぶことが多いです。しかし、今回話してくださった方々は、できない理由を探さ
ずに自分の気持ちに素直になり行動しているからこそ、自信をもって今の自分を誇れ
るのだと思いました。そのためにも、あこさんの「一日の三万五千回の選択を大切
に」という言葉を通し、できない理由を見つけるのではなく自分に素直になり人生を
選択しようと思います。またそこに、自然に対しての愛を追加することで環境問題に
貢献できると思いました。その中でも次世代に伝えたいことは「愛」・「循環」・「調
和」です。スタディツアーではこの三点に触れることが多かったです。どこに行って
もバリの方々の愛を感じ、神と人と自然の調和を大切にしているからこそ、私達にも
素敵な笑顔を届けてくれたのだと思いました。その愛が私たちに届き、次は私たちが
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誰かに愛を届け、次々と循環していき世界が愛で溢れてほしいと思いました。そんな
思いがこの My tree に込められています。 

 
愛のある循環と調和を 

 
 今回のスタディツアーでたくさんの違和感に出会いました。すれ違うと笑顔で声を
かけてくれること、バナナの葉で作られているお皿、泡立たないシャンプー、虫の
音、人懐っこい子供たちなど、日本で味わうことの少ない経験を沢山させていただき
ました。最初は慣れないことも多かったですが、日が経つにつれてその違和感がなぜ
起こっているのかを理解し、自分の中で気にならなくなり当たり前なことになってい
ました。日本に居たらすれ違う人に笑顔で挨拶しませんが、スタディツアーの中盤か
らは自分からバリの方々に挨拶をしていました。そんな自分の姿にも驚きました。な
ぜ、ここまで変わることができたのか考えると、「循環」の中に私自身も入ることがで
きたからだと思いました。笑顔で声をかけてもらい、嬉しくなり私も笑顔で挨拶する
循環や、自然と調和していく中で自分たちがどのように循環の中に居ればよいのかを
考え行動すること。今まで考えてこなかった、先のその先まで考えることが多かった
です。そうすることで、私はどのように地球上で生きているのか、何をすれば良いの
かなど、自分の存在意義についても考えることができました。そして、今の自分には
何ができるのかが明確にわかりました。日本に居てもシャンプーや洗剤について、環
境のことを考え選ぶことができます。スポンジも、へちまへ変えることができます。
車ではなく歩くことを選ぶこともできます。食材も地元のものを選ぶこともできま
す。この選択をみんなが環境問題に配慮して選ぶだけで、この問題の進行速度は変わ
ってくると思います。選択をする際、自分のことではなく環境や次の世代の為に愛の
ある選択をしてほしいとわたしは思います。ロビンさんが「愛の為に私達は生きてい
る」とお話されていました。「愛とは何か」という言葉があるほど難しいものです。し
かし、バリ島で私は愛を沢山貰うことができました。街の方の笑顔と挨拶、美味しい
ごはん、晴天、マナホテルの従業員の方々、Earth company の方々、ゲストスピーカ
ーの方々、そして先生達と生徒のみなさんなど多方面から愛を感じました。日本に戻
って今回のスタディツアーを振り返ってみると、常に愛のある循環の中にいたことを
強く実感しています。そして、実感するだけでなく学んだことを広げていくことが、
私の今できることだと思います。一人が完璧に行うのではなく、みんなが最善を尽く
すことが大切だと思います。今回、このタイミングでこのスタディツアーに参加でき
て本当に良かったと思います。参加を決めた自分を褒めてあげたいです。 
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教育学科３年 畔柳美祐 
My Tree 
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私の My tree では写真の通り太く入り組んだ根、自分そのものを表す幹、複雑に絡
む根と葉、将来への願いを込めて飛んでいく葉を描きました。ここでは木全体を構成
する根っこから順を追って説明します。 

ここに描かれている根は自分の本体である幹を支える役割として自分が大事にして
いる価値観を主に表しています。これらをまとめると私を構成する基となるものは、
古代ギリシャの哲学者であるソクラテスの言葉をお借りして、「善く生きようとしてい
るか」ということです。この言葉を心にしまいながら普段は生きているつもりです。
頭ではわかっていても、人は誰しも過ちを犯しますが、それを乗り越えて行動し、次
の世代へ繋げていくことが大事だと考えます。 

続いて幹から伸びる枝葉の部分はなるべく汚く、激しく入り組むように描きまし
た。この枝葉のようにこの世の中は多くの人間が生きており、それゆえに思想や文化
等の数えきれないほどの社会的要素が複雑に絡み合っていると思います。人それぞれ
の考え方を認め合うことは時には難しいことですが、その困難に対して見て見ぬ振り
をし、次の世代へバトンタッチしてしまうのは非常に無責任であり、それこそ大きな
過ちだと思います。このような葛藤も私が描いた枝葉には表れています。 

最後に私は飛んでいく葉の中に記した次の世代へ繋げていきたいこととして「循
環」「持続可能」を、その手段として「愛」「教育」を選びました。これらのキーワー
ドがスタディツアー記録用のメモの中に特に多く残されており、重要な要素であると
実感したからです。 

今回のスタディツアーを通して人のため・環境のために動いているたくさんの人た
ちに出会い、自分と異なる生活文化を生きている人たちとの交流をしました。その交
流を通じ、頭の中が常に活発になっている感覚、自分の内なる気持ちが大きく動いた
りなどのその刺激の大きさが、私の描いた My Tree の中には描かれているのではない
でしょうか。 
 

愛にあふれたスタディツアー 
  

今回参加させていただいたバリ島スタディツアーでは、自分も循環の一部になれる
エシカルホテル“mana earthly paradise”を拠点として朝にメディテーション、日中に人
や自然を守っている人たちからお話を聞いたり、異文化交流をしたりなどのフィール
ドワーク、一日の最後に夜みんなで集まり、火を見ながら振り返りをするリフレクシ
ョンの時間を過ごすというサイクルで主に動いていました。一週間インドネシアのバ
リ島という日本とは全く異なる環境で過ごし、このサイクルを通じてたくさんのもの
を吸収し、体感し、大きな刺激を受け、バリ島に来る前の自分が変容していくのを実
感するツアーでした。 
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 ここでは特に自分の中で刺激を受けたことをご紹介します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2022/09/10 筆者撮影 
ブミ・セハット国際助産院 

 
ツアー3 日目に 24 時間無償で医療提供を行っている「ブミ・セハット国際助産院」

へ訪問し、こちらの創設者であるイヴ・ロビンのお話を聞きに行きました。このプロ
グラムでは、ロビンさんのライフストーリーから質疑応答までたくさんの時間を割い
てくださいました。 

まず、彼女のお話の要となっているものは「愛」でした。彼女のお話を聞いてか
ら、それまでなんとなく考えることを避けていた「愛」について深く考えるようにな
りました。彼女は「愛がないと人は生きていけない」という趣旨のお話をしてくださ
いましたが、それに対することとして私は高校時代に母を失った親友から「人に依存
してはいけない」という言葉をもらったことがあります。どちらの言葉も納得がいく
ものであり、心の底から出た尊い言葉です。この２人の言葉についてたくさん考え、
一時は２人の言葉が頭の中で入り組み、訳がわからなくなってしまいましたが、みん
なで言葉にして話してみたら「どちらも正しい」「一方的なのは良くないから双方向の
関係が大事なのではないか」「愛がないと生きていけないのは確実」など他にもたくさ
ん、みんなが考える「愛」の在り方を共有することができました。 

このように、頭をフル回転して考える時間ができたのもこのツアーのおかげです。
「愛」だけではなく、環境問題、社会問題、異文化理解、教育についてなど、たくさ
んの分野について考える機会がありました。どの分野も根底には「愛」があり、人が
行動する原動力になっていると考えます。 
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最後になりますが、このコロナ禍という様々な行動が制限される中で、現地対面開
催のスタディツアーに参加できたことは本当に奇跡だと思います。プログラムだけに
とどまらず、同じ大学の仲間たちと泊まったからこそ、プログラムに関連して普段は
話さないような話題について語り合ったり、時には面白い話で盛り上がったりしまし
た。バリ島が抱える社会問題、対して人々の温かさにも触れることができました。全
てが尊い時間だったと断言できます。大学の在学中に本物のフィールドワークを経験
できたことは今後の人生の大きな財産になると思います。 

みなさん、一緒に活動してくれてありがとうございました。スタディツアーへの参
加を促してくれた家族、参加を決めた過去の私も、ありがとうございました。 
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国際交流学科 3 年 板橋玲奈 
My Tree 
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私はバリ島でのスタディツアーを通して自分の人生における大きな幹となるテーマ
を１つ見つけることができました。それは Well-Being です。どのようにすれば地球は
命を持つ全てのものが幸せに暮らすことができるかを突き詰めていきたいと考えるよ
うになったのです。その Well-Being を考えていくにあたってさらに２つの柱を掲げた
いと思います。一つの柱は経済です。私は大学で国際経済学を専攻しています。だか
らこそ経済成長は絶対で、貧しさがなくなればいいと考えてきました。その考え方が
なくなったわけではありませんが、経済成長によって幸福を失うのは私たちの人間ら
しさも奪われてしまうという危機感を持ちました。だからこそ経済成長と Well-Being
を両立できる世界を実現したいと考えるようになりました。そしてもう一つの柱は動
物です。私は今回のバリ島で過ごした日々の中で動物の幸せについて強く関心を持つ
ようになりました。バスに乗って移動する道中たくさんの犬やニワトリ、猫を見かけ
ました。バリ島では多くのペットが放し飼いにされていて、玄関の外で遊んだり寝そ
べったりしています。私がバリ島で見た動物たちは決して綺麗とは言えない水を飲み
水として飲んでいたし、見るに堪えないほど痩せこけている子もいました。Well-
Being を考えていくにあたってこの子たちのことは忘れてはいけないと強く感じたの
です。 

この幹そして大きな柱が明確に言葉に表せたことは私にとって大きな成長でした。
自分自身が何に関心があるのか、何を成し遂げたいのか、心の中では常に渦巻いてい
ましたが、それを言葉として表すことがずっとできていませんでした。しかしながら
バリ島での最終日前夜、この My Tree を描くとき私に迷いはありませんでした。自分
自身の進むべき方向、やるべきことが明確に見えてその正体まで言葉として文字に起
こすことができました。正直私は絵を描くこと苦手です。バリ島で My Tree を描くと
聞かされた時本当に不安で仕方がなかったことを覚えています。しかし自分に迷いが
ないからこそ、悩むことなくこのような立派な木を描くことができました。これがで
きたのはバリ島で出会ったすべての人々のおかげです。お話を聞いたすべての人がそ
れぞれの原動力になる怒り、そしてそれを力にあける愛を持っていたことが印象的で
した。そのため根っことなる部分にお話を聞いた方々のお名前を入れさせていただ
き、さらに奥深くに渦巻く怒りと愛も表現しています。 

バリ島で普段経験できない様々な経験をさせていただいたことは私の人生において
必ずいつか役に立ちます。それぞれの経験を枝として表現し、一つとして同じものは
なかった今回のツアーでの出会いや学び、価値観の変容をカラフルな葉っぱで表現し
ました。道端にある木と同じでこの木もこれからどんどん形を変えて私色に染まって
いきます。縦に伸びるかもしれないし横に広がっていくかもしれません。私自身の成
長過程としてこれを受け入れ、常に自分が納得できる選択をすることで素敵な My 
Tree を完成させられるよう精進していきたいと考えています。 
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本当の“幸せ”とは何かを真剣に考えたい 
 

 バリで過ごした７日間はそれぞれが濃い時間であった一方、本当にあっという間で
した。バリについて最初に驚いたこと。それは走っている車がほとんど日本車だった
ことです。少しくらい値段が高くても壊れにくい日本車に乗るという考えがあること
を知り、日本の自動車産業が認められていることに少し嬉しくなりました。バリ島に
着いた瞬間から人々の温かさに触れ、幸せな気持ちで溢れていました。一方で空港か
らマナまでのバスの車窓から見える景色だけでも途上国の問題がたくさん見えたよう
に感じました。My Tree の解説で述べたように私は大学で国際経済学を専攻していま
す。そのこともあって今回のスタディツアーでは途上国の経済状況も垣間見ることが
できたらいいなと出発前には考えていました。いわゆる途上国と呼ばれる国に訪れた
のは今回が初めてでしたが、特に道路状況の悪さには驚きました。都心から少し外れ
たところに行くと信号すらなく割り込んでいかないと一生前に進めないことに何度恐
怖を覚えたかは数え切れないです。絶対今の私には運転できません（笑）バスでガタ
ガタ道に揺られながら貧しさを感じる一方で、お金ではすべての幸せを買えないとい
うことを強く信じられるようになりました。これは私にとって大きな価値観の変化で
した。日本に暮らす私にとってバリ島で見た多くの状況は貧しく見えるし、自分自身
がその場所で暮らしていける自信も今はありません。でも私が出会ったバリ人やそこ
に暮らしている人々はみんな笑顔でした。日本で満員電車に乗っている時に見る死に
かけのような眼差しはひとつもないのです。感覚的に日本人は幸せではないのだと感
じるようになりました。これが Well-Being を深めたいという幹を持つようになったき
っかけです。観光客として迎え入れられている私たちに本当の顔を見せてくれている
かどうかはわからないです。しかしながらそこに住む人々は本当に幸せそうに見えま
した。自分自身のペースで好きなことをして、家族みんなで家内工業をしながら細々
と暮らしています。それに加えて強い信仰を持っていることも羨ましく感じました。
伝統を背負っているからこその愛国心や、土地に対してやさしくあろうという態度が
現れてくるのではないかと思います。 
 一方で今回の旅で大きな社会問題であると強く感じたのが動物の Well-Being が全く
考えられていないということです。雨水を飲んでいるガリガリになった犬や毛が抜け
落ちた犬など自分が日本で過ごしてきた日々の中で出会ったことのないようなペット
たちを目にしました。そのような動物に出会ったことがなかったし、自分自身のペッ
トがもしもあの水を飲んだらと考えるだけでびっくりするほど鳥肌が立ちました。ま
た、塵山では牛が首輪で繋がれて生ゴミを食べていました。今回はスウォンには訪れ
ることができませんでしたが、それに似たような景色なのだと思います。そこでは牛
が生ゴミを食べた後に人間がノンオーガニックのゴミを拾ってお金にしていくという
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流れができています。その牛が市場で売られているという噂があることも聞きまし
た。ゴミの山の中にはもちろん牛が食べてしまったり踏んでしまったりしたら危険な
ものがたくさんあります。それにもかかわらず人間は当たり前にゴミを出し、自分達
の仕事をしやすくするために動物を利用しています。人間が幸せに暮らしてほしいと
思う一方でそれは人間がわがまま放題で生きていいということではないと考えていま
す。重要なことは全ての生きているものが平等に生きやすい世界をみんなで作ってい
くことです。 
 私をバリ島に対して途上国という一枚のフィルターをかけてずっと見てしまってい
ました。だからこそ途上国の問題が強調して映し出されているし、感想もそのような
ものが印象的です。でもバリ島の人々はあったかいし本当に良いところもたくさんあ
る。もっと視野を広げればキラキラしたところもたくさん見つけることができたかも
しれないと少しだけ後悔が残っています。でも、今の私にとってバリで見たもの、過
ごした時間が全てです。1 秒たりとも同じ景色はなかったし、他の誰にも見ることが
できない私だけの特別なものです。それに関連した話で言うと、バリ島での時間の流
れは本当に穏やかでした。日本で暮らしていると常に時間に追われ、いつも何かをし
なければならないと焦りを感じていました。でも日本で過ごす 30 分とバリ島で過ごす
30 分は密度も異なるし、時間の過ごし方も全く異なりました。時間に関連したこと
で、あこさんのお話が特に印象的でした。アフリカゾウの象牙を守ると言う最終目標
がある上で今の自分自身がいると言うことを、誇りを持って私たちにお話ししてくだ
さいました。私は常にゴールに対する最短ルートを探し求めています。そして常にゴ
ールをアップデートしています。だからこそ自分の行く末をよく見失うし、結局ゴー
ルが定まらずにフラフラすることもあります。最初からやりたいと思うことにアクセ
スすることだけを考えるのではなく、自分自身を強化するためにとっても長い道のり
を遠回りするのも人生の一つの歩み方なのではないかと考えました。今の私には確信
を持って追求できるゴールがないけれど、それが明確になった時には自分自身の人生
を豊かにするためにも遠回りの道をあえて選んでみようと思います。 
 今回のバリ島スタディツアーを私自身の一言で表すと「無償の愛」です。ゲストで
お話を聞かせていただいた皆さんは無償の愛を持って私たちに接してくれました。そ
してその無償の愛は Universe への感謝があるからこそ生まれるのだと考えます。自分
を構成しているものは何か、深いところまでじっくり時間をかけて考えることのでき
る時間であったと思っています。特にロビンやサリは本当に愛に溢れていました。彼
女たちの姿を見ているだけでなんだか元気が湧いてくるし、自分が愛されてこの世に
生まれてきたのだと感じることができました。今までは愛を受けるためには愛を返さ
なくてはいけないと考えてきたけれど、私がバリで出会った人々は皆見返りを求めず
に愛をたくさん注いでくださいました。彼女たちが無償で愛を注ぐ分だけ、彼女たち
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の周りは愛に溢れていたことを私は一生忘れないでしょう。私はそんな存在に自分自
身がなれるよう行動することができる人へと成長を続けたいと考えています。 

ツアーへの参加を促してくれた家族、参加を決めた過去の私も、ありがとうござい
ました。 
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国際交流学科 3 年 江頭佳奈 
My Tree 
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私の My tree のキーワードは「愛」と「循環」です。バリ島で過ごした時間は愛で
溢れたものでした。木、太陽、葉っぱや土の匂い、鳥や虫の鳴き声、すべての自然が
私たちを受け入れてくれました。このスタディツアーのなかで特に印象に残っている
のは、サリとロビンに会った日です。彼女たちのライフストーリーから、今までにな
いほどの大きな衝撃を受けたのをはっきりと覚えています。彼女たちはそこにいるだ
けで愛を感じるほどに特別な人たちでしたが、ずっと笑顔で気さくに接してくれて、
嬉しさ、幸福感と安心感で胸がいっぱいになりました。彼女たちと接してから、家
族、友人、あこさん、ともさん、あすかさん、マナホテルのみなさん、先生方、周り
の環境のすべてから愛を感じるようになり、私も愛を伝えたい、与えられるようにな
りたいと思うようになりました。My tree では、周りから与えてもらっている様々な
形の愛を、様々な色のハートで表現しました。それらの愛を栄養に My tree は成長し
ていきます。葉っぱや新芽は、このスタディツアーを通しての新たな気付きを表して
います。私は今まで、将来なにをしたいのかずっと分からずにいました。正直今もは
っきりとした答えは出ていませんが、スタディツアーに参加して、何かに挑戦した
い、挑戦する勇気が出せない自分を変えたいという気持ちが心の中に閉じ込められて
いたことに気が付きました。普通が良いとされる風潮がある日本社会で、周りの人と
異なることを恐れ、自分が本当に好きなもの、したいことから目を背けていたのかも
しれません。新型コロナウイルスの影響により、様々な活動が制限され、思うように
できない日々から、気づかないうちに消極的になってしまっていたようにも思いま
す。しかしバリ島で自然や人々の温かさに触れ、だんだんと気持ちがほぐされ、心の
蓋が少し開いたのが分かりました。バリ島に行かなければ、この心の蓋の存在にも気
づくことができなかったと思います。My tree の葉っぱや新芽は、このスタディツア
ーで自分の気持ちと向き合うことができたことを表現しています。あこさんのお話の
中で「できない理由を探さない」という言葉がありました。今の私に必要なのは、ま
さにこれだと思います。今まではずっと、もしこういうことが起きたらどうしよう、
自分では上手くできないかもしれない、など心配なことを考えてしまいがちでした。
勇気を出さなくていいように、リスクのある選択をしなくて済むように、「できない理
由」を探していたのだと思います。今回勇気を出して参加してみたら、自分の知らな
かった世界が広がっていました。自分の周りで愛が循環しているということに気が付
くことができました。そしてこれからは、私が愛を循環させられるきっかけになって
いきたいです。私の My tree はまだ苗木です。周りの環境から受け取った愛を栄養に
成長し、沢山の愛を与えられる大きな木になるよう、様々なことに挑戦する勇気を出
し続けていきます。 
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幸せに生きること 
 

バリ島で過ごした時間は、すべてが特別で温かいものでした。このような厳しい状
況下で、素晴らしい思い出と学びの機会を与えてくださったことに感謝いたします。
私は今まで、やりたい、挑戦したいと思うことがあっても、考えているうちに心配や
不安の気持ちが大きくなってしまい、一歩踏み出すことができないことがほとんどで
した。コロナ禍で、想像していたような大学生活を過ごすことができず、この状況を
変える何かに挑戦したい！もやもやとした気持ちを晴らしたい！という気持ちで、今
回スタディツアーに参加することを決断しました。印象に残っていることをあげると
きりがないのですが、３つに絞って書き留めておきたいと思います。 

まずは、田んぼでのメディテーションウォークです。誰かと話すことなく、自然の
中で自分の気持ちと向き合うという時間をとったのは、生まれて初めてでした。最初
にメディテーションウォークの説明を聞いた時は、とても難しいように感じました
が、実際にやってみるとあっという間に時間が過ぎていきました。しっとりとした土
の感触、鶏の鳴き声、草や葉っぱの匂い、水の音など、今でも鮮明に景色を覚えてい
ます。太陽の光が温かく、朝露がきらきらとしていて、本当に心地よかったです。朝
露で服が濡れたり、土で足が汚れたり、日本にいると煩わしかったようなことが気持
ちよく感じられ、自分が自然の一部であると実感できた時間でした。自然を五感で感
じることで、心の中がすっきりし、気持ちを落ち着けて有意義な朝の時間を過ごすこ
とができました。朝はついばたばたしてしまいがちで、昨日あったことや、今日これ
からあることについて考えたり感じたりする時間をとることができないですが、この
メディテーションウォークを経験してから、朝少しでも気持ちを落ち着ける時間を作
りたいと思うようになりました。 

次に印象的だったのは、グリーンスクールです。想像していたよりもずっと広い敷
地、竹でできた校舎、竹でできた自転車、竹でできた橋、壮大な自然溢れる学校でし
た。そのなかでも特に驚いたのは、小学生の子どもたちが自分たちで企画して、ロー
ンを組んで鶏を購入、飼育し、卵を販売して得た利益でローンを返していることで
す。子どもたちが企画したことを実行できる環境があること、さらに子どもたち自身
でローンを組み、責任を持って企画を進めていることに衝撃を受けました。このよう
な経験や学びは、現在の日本の学校ではほとんど不可能なものなのではないかと思い
ます。少なくとも、同じような自然環境のなかで学びを深めることは難しいように感
じます。日本の学校では、教室で教科書を使い、先生から話を聞いて学ぶことが多い
ですが、グリーンスクールでは、実際に経験しながら、クラスメイトや先生と意見を
交わしながら学ぶことがほとんどのようです。今回のスタディツアーでは、グリーン
スクールでの学びに近い、体験からの学びを経験しました。実際に体験、経験するこ
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とで得られる学びは、自分の記憶に強く残るものであると思います。この貴重な学び
を一生大事にしたいです。 

最後は、ブミセハット国際助産院です。ここは 24 時間、365 日無償で医療を提供す
る助産院です。さらにお産だけでなく、お産後のサポートが手厚く、母子共に健康に
過ごせるよう見守ってくれます。さらに、性別、国籍、宗教問わずすべての人を受け
入れていることに驚き、感動しました。設立者であるロビンのお話のなかで「おばあ
ちゃんになったとき、若い頃の夢を叶えてあげられたと思える人生にしてほしい」と
いう言葉がありました。愛に溢れるロビンのその言葉から、初めて夢を持ちたいと思
いました。今まで将来の夢は特になく、何がしたいのか自分でも分からずにいました
が、自分の気持ちと向き合おうと思いました。周りのすべてに感謝し愛を与え続ける
ロビンのように生きることは簡単でないですが、この人のようになりたいと強く感じ
ました。 

このスタディツアーを通して、今までの考え方が良い意味で大きく変化しました。
そして、幸せとは何なのか、自分の気持ちと向き合うきっかけになりました。「人に愛
を与えるには、まず自分自身を愛すること」という言葉が心に残っていて、私は今ま
で自分としっかり向き合ったことがなかったのかもしれないと思いました。バリ島で
出会ったみなさんのように、周りに愛を与えられる人になれるよう、自分の気持ちを
大切にすることから始めたいと思います。その瞬間に感じたことひとつひとつを大切
に、何かに悩んでしまうときはこのスタディツアーを思い出し、前を向いて頑張りた
いです。アースカンパニーのみなさんをはじめとし、今回のスタディツアーに関わっ
てくださったすべての方々、そして 7 日間一緒に学んだ仲間たちに感謝したいです。
貴重な経験をさせていただき、本当にありがとうございました。 
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教育学科３年 金子愛美  
My Tree 
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My Tree の構成それぞれにおいてどのような思いを込めたのかを説明します。一
つ目 は私を支える価値観に当たる根の部分です。ここは、挑戦することとしまし
た。まず、 私がスタディツアーに参加した理由として、何かに挑戦したいと思った
ことがきっかけです。挑戦することで成長し、今の自分とは違う広い視野で物事を見
つめ直したいという思いがありました。私は今まで失敗した際に向けられる周りの目
が怖く、挑戦しなかったことで結局後悔をしたことが多くあります。しかし亜子さん
の、諦める理由を探さないという言葉で、自分を信じて一歩踏み出す勇気を私に与え
てくれました。二つ目は私の気づきや学びを表す葉の部分です。今回のツアーでは、
SDGs のその先のリジェネラティブな世界について学ぶだけでなく、途上国で起きて
いる社会問題やバリヒンドゥ教の考え方、更に自分の価値観や well-being を見つめ
直す時間にもなりました。このように、様々な経験をすることができたため生い茂る
ように若い葉っぱを描きました。新しい葉が芽吹いている途中も描き、まだ完全に学
びが整理できていない状態を表しました。三つ目は、幹と枝です。自分の具体的な未
来像への迷いを表現するために、様々な太さと長さで様々な方向に描きました。四つ
目は、花です様々なカラーで蕾を描きました。日本の学校は、集団生活に上手く溶け
込むことを求められてしまう環境である と思います。今回明日香さん、知宏さん、
さゆりさんや千夏さんなど様々な方のライフストーリーを聞く中で、人それぞれ個性
をアピールしていい、自分が咲くカラーを周りに合わせなくていいということを強く
感じました。更に、これから何に縛られることなくどんな姿にもなれるという意味を
込めて咲く前の蕾の状態を描き、光で包みました。五つ目は、次の世代に伝えたいこ
とを風に乗って飛んでいく葉として描きました。ブミ・ セハット国際助産院設立者
のイブ・ロビンがどんな相手にも愛を持つことの大切さを教えてくれました。間違い
を正そうと怒ると人は心を開かなくなってしまいますが、愛を注ぎ続けることで人は
変わるという話が胸に残りました。それは、ゆきさんのオーガニック製品を広めてい
く姿勢も同じなのではないかと感じました。そのように私も自分が 得た学びを愛に
包んで伝えていくという意味を込めて、飛んでいく葉を愛の赤色で囲みました。この
ツアーの１週間を通して私は今まで自分で勝手に決めていた「当たり前」の殻の中で
過ごしていたことに気づくことができました。そして、それを覆すことので きたこ
の学びや経験は自分の中で大きなものとなったため、全体的に大きな木を描きまし
た。  

 
当たり前に縛られないこと・愛ある人との繋がり   
 

私はスタディツアーを通して特に「世の中に存在する当たり前を疑い、よく考え
る」 というとことと、「愛をもって人と接する」という二つの価値観を深く感じまし
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た。初めに、「世の中に存在する当たり前を疑い、よく考える」ということについて五
つに分けて説明します。一つ目は、ナチュラルスキンケアワークショップでのゆきさ
んのお話 です。私たちが普段使用しているシャンプーや洗剤には石油の含まれた界面
活性剤が入 っており、今まで無条件に良いことだと思い込んでいたものが実は身体に
悪影響を及ぼしていたという事実に衝撃を受けました。これは私たちにも当てはまる
のにも関わらず、 当たり前だと思っていることを信じて疑わず、そこに囚われてしま
うことの怖さを実感 しました。そうならない為にまず私たちが何でも自分事とするこ
とが大切であると感じました。二つ目は、バリ島の現状です。観光客向けのホテルに
ある大きなプールはバリの農家の人々の水を奪っているものもあると知りました。そ
れによって農業ができなくなり、生活ができなくなってしまうことを聞いたときに、
私は便利なものと楽しいものの背景では何が行われているのかを常に考えることの大
切さを痛感しました。三つ目は、世界の現状についてです。明日香さんのサモアでの
経験のように、先進国の発展にはこれらの島が侵食されていくという犠牲のもとに成
り立っていることや、亜子さんのケニアでの経験のように、日本人が見栄を張るため
だけにアフリカ象が殺されてしまっている現状があることを知りました。このように
人や動物など世界中の誰かの犠牲の中で成り立っている経済発展や富が溢れているこ
とをまずは知ることが大切だと思います。富が少数の国々に偏ってしまう世界や CO2 
を出さなければ経済発展ができない世界など、世の中の仕組みがそもそもおかしく、
これも当たり前だと思ってはいけないと感じました。四つ目は、バリ人のあたたかさ
についてです。道ですれ違ったバリ人に声をかける とみんな笑顔で返してくれて、人
のあたたかさを感じることができました。日本で見知らぬ人に笑顔を向ける機会はな
いと感じたと同時に、人は本来このくらいあたたかい心を持っていると思い直しまし
た。私は、このことに驚いたということで、日本の孤独感を生む社会が当たり前にな
っているということに気づきました。それは、日本の子育てのしにくさにも繋がると
思います。日本には便利な道具がありますが、孤独な子育てで 悩む人も多いと思いま
す。反対に、バリでは子どもをみんなで育てていて、人と人との繋がりを大切にする
という本当の豊かさがあると思います。五つ目は、自分自身の生き方についてです。
私たちは将来日本に留まることに疑いを持たず、周りに合わせてなん となく日本の企
業に就職する人も多いと思います。明日香さんや千夏さんのように自分は何のために
日本の企業に就職するのか疑問を持ったり、目的を明確にしたりすること が大切だと
感じました。これら五つのように、社会の構造や些細な日常生活にも目を向 け、自ら
知りに行き、考え、自分事とし、行動に移すことが大切だと感じました。  

次に、「愛をもって人と接する」ということについてです。このことについて四つに 
分けて説明します。 

一つ目は、PKP 設立者のイブ・サリの考え方です。彼女は、自分に 対して差別を



 

121 
 

してくる人も実は何か不安を抱えていると認識し、受け入れることを教え てくれまし
た。相手が悪いと決めつけるのではなく、ここでも広い視野で考えてみることと、愛
を持つことが大切であると感じました。私は PKP にいる間ずっと彼女の素敵 な笑顔
に癒されていました。私たちをあたたかく歓迎してくれた彼女や環境はとても愛 に溢
れていると感じ、私も彼女のように周りを幸せにできる人になりたいと思いました。  

二つ目は、イブ・ロビンの行ったことについてです。私は初めてインドネシアの
出産に 関する衝撃的な問題を知りました。政府によって病院側がお金のかかる帝王
切開を強制させ、助かるはずであったたくさんの命を落としてしまったというもの
です。彼女は一 人でも多くの人を救うために計り知れない怒りを、原動力に変えて
着実に行動していき ました。これは愛がないとできないことであると感じます。更
に、ブミ・セハットの細やかな気遣いにも心を打たれました。お金のない人たちに
も平等に医療を提供し、お母さんと子どものことを一番に考えた配慮のある、まさ
に愛に溢れた場所であると思いま した。また、さゆりさんのように性教育の重要性
を自分の口から訴えることも大切であると感じました。 

三つ目は、命の循環を自分の体全体で感じたことです。私は今まで人々 が自然と
自身を分断しながら生活していることに気づかずに生きてきました。宿泊した 
Mana Earthly Paradise では、自分の命は自然と繋がっていることを実感できる環境
で した。生活の全てが環境や人に優しいもので、暮らしの基本から愛を感じること
ができ ました。日本でこのような繋がりを感じたことがなかったため、これが生き
ているということだと実感することができました。それを体で感じることによっ
て、地球を愛する ことの意味が分かったような気がしました。最後に四つ目は、自
分自身のことについてです。千夏さんのように海外で夢に向かって頑張っているこ
とをお母さんに認めてもらいたかった、褒めてもらいたかったという言葉がとても
印象的でした。私にも当てはまることであると感じ、この感情は誰にでもあるとい
うことに気づかされ、勇気づけられと共に涙が出ました。千夏さんの妥協はしなく
ていいという言葉や、明日香さんの情 熱を持って生きるという言葉のように、自分
の人生を自分のやりたいことに正直に突き進んでいく人は純粋にかっこいいと感じ
ました。私も人生について悩むことがあるときにはこの言葉たちを思い出そうと決
めました。また、知宏さんのように自分のこれまでの経験がジグソーパズルのピー
スになると捉え、どんな過去も全て自分を作ってくれたものと認識することは、結
果的に自分を大切にできる理由になるとも思いました。私はこれらのことから以前
よりも、過去のどの経験に対しても後悔することなく真っ直ぐに未来を見つめ、自
分で道を開いていくための自信を持つことができました。  

最後にこれら全てを踏まえて、私はスタディツアーを通して今まで気づいていな
かった価値観の引き出しを開けることができたと感じます。挑戦することや知るこ
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とでこんなにも価値観が変容することに驚きました。本気で話し合い、何でも認め
合える素敵な仲間と出逢えたこともこの経験と同じくらいの宝物です。今回のツア
ーの全てに感謝をし、愛を持った生活をしていきたいと思います。 
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教育学科 3 年 佐々木綺音 

My Tree 
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“My Tree”ということで、私はこのスタディツアーで学んだこと、感じたこと、そ
して、私のこれまでの人生を振り返り、この絵を描きました。木の根っこは、怒り、
悲しみ、愛を表しています。バリで実際にお話を伺った方々は皆さん、現在に至る原
体験に大きな怒りや悲しみを持っており、それらをこちらが圧倒されるほどの大きな
エネルギーや愛に換えて活動をされていました。ゲストスピーカーの方々ほどの強い
エピソードではありませんが、私も教育を専門的に学びたいと強く思うきっかけにな
ったのは、短期大学時代の教育学の授業で自分の今までの教育を振り返ったときに、
学校生活でそれまで飲み込んできた怒りや悲しみ、疑問に気づいたときでした。それ
があって、今現在、聖心で教育を学んでいる私がいます。そして聖心に入ってからも
学び続け、こうしてスタディツアーに参加したということも、入学後、コロナ禍によ
り完全オンラインの授業で思うように学べず、友達もできず、やめようか何度も一人
で考えた私にとってはとても感慨深い出来事です。当時の私を引き留めたのは、渡辺
和子さんの「置かれた場所で咲きなさい。」という言葉でした。なので、私のこれから
の未来は、これからも咲く努力を続けられるようにと、花とつぼみで表しました。ま
た、私の木ではヒンドゥー教の破壊、維持、創造の神を、木の幹を切り倒そうとして
いる影や切り株、天使、種を植える子ども、切り株から生える芽で表しています。お
かしいと感じるものを壊したいと思う衝動があり、それでも維持することの方がずっ
と楽であるという葛藤、勇気を出して壊し、そして壊したものからまた新しい何かが
創造される循環が、私の人生や自分自身の中にもあると気づきました。就職を考える
中で、これまでも公益性の高い仕事が良いと考えていましたが給料や待遇が優先で、
そのためならそうでない仕事に就くのも仕方がないと感じていました。ですがこのス
タディツアーでの一週間、Mana で地球、他者、そして自分にも優しい生活をし、
様々な人のライフストーリーを聞く中で、自分がする仕事が社会課題の解決やそもそ
もの社会課題を生み出さないような仕事でなければ、私の幸せも続かないと気づきま
した。どのように社会に関わるか、そのために今後どのような進路を選択すべきかは
まだ決められていませんが、これだけは譲れない条件ができました。社会の常識やル
ールを疑い、レールを飛び出すような選択もできるよう、視野を広く持って、積極的
にコンフォートゾーンから飛び出すような挑戦をしていきたいと思います。 
 

もう一つの家族 
 

ずっと待ち焦がれた 7 日間は、愛と循環の 7 日間でした。私が国際協力や国際教育
協力に興味を持ったのは、短期大学時代のゼミや当時読んだ本がきっかけです。これ
まで、途上国といわれる国に実際に行ったことはなく、ずっと文献や講義、途上国に
関わっている人の話などでしか、その様子や現状を知ることしかできていませんでし
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た。問題に怒りや悲しみ、責任感を感じながらも、「なぜ縁もゆかりもない途上国なの
か」という問いには、社会問題や地球規模課題が今や途上国、先進国の問題として切
り離せないものとして、頭で、理論で理解しているところも多く、それが自分の中で
ずっと引っかかっていました。なので、現地に行き、実際にこの目で見て、現地の人
たちと関わってみたいとずっと思っていました。実際に行ってみて、強く感じたのは
「便利さ」という物質的なモノだけでは測れない「豊かさ」です。その面では日本よ
りずっと豊かであるということを全身で感じ、それまで自分がどれほど窮屈な価値観
と世界の中にいたのかがよくわかりました。どちらが「途上国」といわれるのかわか
らないほど、バリの人たちは愛と笑顔で溢れていて、自分の心もその自然や人の温か
さに包まれながら解放されていくのがわかりました。特に PKP を訪問した際、帰りに
イブチキンが「もう家族だから、いつでもここに戻ってきて」といって抱きしめてく
れたことは今でもよく覚えています。その後、ロビンに会う前にインドネシアの出産
の現状を知りました。それに対する悲しみや怒りを感じたとき、思い浮かんできたの
はイブサリやイブチキン、それまで会ってきたバリの人たちの顔でした。バリの人た
ちが、私の家族が悲しむかもしれない、あの笑顔でいられなくなるかもしれない未来
があると思ったら、心がぎゅっと苦しくなりました。これまでのような、どこか遠く
に感じていた「途上国」の問題ではなく、その言葉や問題の裏に顔がはっきりみえる
ようになった瞬間でした。一生忘れない瞬間であると思います。「バリに住む家族が笑
顔でいられるような世界をつくりたい」。これが、私がこれから日本に戻って生活して
いく中で、将来を考える中で大切にしていきたい価値観、目標です。これを真ん中
に、毎日の小さな選択から自分と世界を変えていきたいと思います。 
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国際交流学科 3 年 田畑つむぎ 
 

My Tree 
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まず、木の根は私の価値観を表していて、このスタディツアーに対する想いを根に

表現しました。最初は「SDGs のその先を想い描く」というスタディツアーのテーマ

が全く分からず、また永田先生の授業も取ったことがなく他の皆より予備知識が無い

状態での参加だったので不安でいっぱいでした。しかし Zoom 説明会での「（シャンプ

ーなど）水に流れるものを重要視する」という永田先生の発言を聞き、「SDGs のその

先」とはこのことを言っているのではないかと思い、今までの生活では意識しなかっ

た部分に目を向け始めた所から私のスタディツアーは始まりました。 

次に葉ですが、右下は濃い緑の古めの葉を表していて、左上にいくにつれて明るい

若葉を描きました。古い葉では私が今までバリ島に対して持っていたイメージを表現

していて、リゾート地であることや観光客が多くそれに伴いごみの問題もあることが

私の古い葉としての考えです。それに対して若葉では、今回のスタディツアーで得ら

れた新しいバリ島への考えを表しました。今回様々な人物や施設を訪ねましたが、バ

リ島としての新しい考えというよりも、人としての新しい考えについて触れた機会に

なりました。 

 その色々と訪ねた中で、私はブミセハットが特に印象深かったです。ただの助産院

（病院）ではなく宗教・人種関係なく無償での診察を受け入れていて、今まで私はそ

のような病院を聞いたことが無かったので衝撃を受けました。それと同時に、ブミセ

ハットではない助産院で不必要な帝王切開を勧めるところがあるという事実も、違う

意味で衝撃を受けました。医師の給料やシフトの都合の良さ、また病院に入るお金の

ために、本来は自然分娩で良いはずなのに帝王切開を勧めるという身勝手なことをす

る人がいることを残念に思いました。そのような事実を知り、そこから自分の中で

「都合」について考えるようになりました。私は、都合とは自分だけが幸せに近づく

ための最短距離なのではないかと考えます。しかし、自分だけが早く幸せになったと

ころでその幸せがずっと続くとは思いません。イブロビンやイブサリのように、自身

の辛い経験を乗り越えて、自分が一番辛いはずなのにそれを人に見せず、他の辛い思

いをしている人に還元していくという心の持ち主が、幸せになっていくのではないか

と考えます。幸せは他者に共有していくことでその輪が広がり、ずっと続くとも考え

ます。実際に、ブミセハットの院内にある素敵な絵画やイブロビンの肖像画は患者か

らいただいたものだと聞き、無償で診察すること自体が患者の助けになっています

が、それに対してさらにイブロビンへお返しをしようという気持ちが相互の幸せの表

れなのではないかと考えます。 
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 My tree の若葉の部分には上記のような考えなどを表しましたが、葉の（分かりに

くいですが）濃い緑と薄い緑の中間色の部分には、まだ消化しきれていない情報を表

しています。膨大な量の情報を短期間で吸収したので、あの時の意味はこうだったの

かと理解できる日がくるように生活したいと思います。 

 

新しく得た価値観 
 

今回のバリ島スタディツアーでは Earth company の方々が盛りだくさんのプログラ

ムを用意してくださり、日本にいるときと全く違う時間を過ごすことができました。

その中で感じたことをいくつか紹介したいと思います。 

まずはデジタルデトックスについてです。私は暇さえあればスマートフォンを触っ

てしまいますが、バリ島にいる間は Wi-Fi がないとインターネットを使えない状況で

した。そのため、写真を撮る以外にスマートフォンを見てしまう時間は Mana（ホテ

ル）にいるときかカフェにいるときだけでした。ほとんどの時間は Wi-Fi がなかった

ので、デジタルデトックスがとてもできたと実感しています。メディテーションで朝

から田んぼを歩いたとき、スマートフォンに囚われる生活の中では感じることができ

ないような虫の声、朝日、永遠に広がる緑などの自然をたくさん吸収できました。特

に Mana から田んぼに繋がる道は印象深かったです。細い道でバイクに乗って走って

いる現地の方とすれ違うと、笑顔で挨拶してくださり、自然の気持ち良さの他にも人

の温かさも感じました。Mana を出発した直後の道は日陰が続いていますが、少し歩

くと日向に出て、朝日を浴びながら歩いた時間は忘れられません。スマートフォンの

ことを忘れて自然に触れ合う時間の大切さに気付きました。 

次にバリ島で食べたご飯についてです。外国の食べ物が口に合わないという人も一

定数いるかと思いますが、私はバリ島のご飯がとても美味しく、自分に合っていたと

思います。Mana の食事も体に良いものばかりで、体の調子が整った気がします。事

前にインドネシア料理をいくつか調べてから行きましたが、食べたいと思っていたミ

ーゴレン（インドネシア版焼きそば）とサテアヤム（インドネシア版焼き鳥）を自由

時間に食べることができて嬉しかったです。私は辛い食べ物があまり得意ではないの

で辛かったらどうしようかと思いましたが、全く辛くなかったので美味しく食べるこ

とができました。 
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次に、世界遺産についてです。Earth company の方々が祝福の時間と称して、最終

日に世界遺産であるジャティルウィに行く時間をくださいました。ジャティルウィは

広大な棚田で、一面に緑が広がっています。そこでも田んぼのメディテーションのよ

うに一人で振り返る時間がありましたが、今まで見たこともない素晴らしい自然を目

の前にして、圧倒されてしまいました。空気はもちろん澄んでいて、五感で素晴らし

さを感じることができました。偶然でしたがジャティルウィに行った日は私の誕生日

で、そんな日に世界遺産に行くことができて今までの誕生日の中で一番素敵な体験を

したと思います。毎回の移動中に車内から川が見えたりすることが多かったですが、

正直あまり綺麗という印象はありませんでした。しかしジャティルウィにある小川は

水が澄んでいて綺麗でした。標高が高く、上流にあるからなのかなという会話も生ま

れました。 

 最後に、人の温かさについてです。バリ島でいろいろな方のもとを訪ねましたが、

どなたも非常に寛容で温かい方ばかりでした。イブロビンの”I love you”やイブチキン

の「もう私達は家族だからいつでも帰ってきてね」という言葉が今でも印象に残って

います。イブチキンは PKP center で私達に料理を教えてくださいました。揚げバナナ

など、シンプルな食べ物ですが日本では再現できなさそうなくらい美味しく、味はも

ちろんですが PKP center で皆と食べたので、より美味しく感じたのかもしれません。

帰り際にイブチキンとハグをしましたが、どんな人のことも包み込むような素晴らし

いパワーを感じ、またそのパワーをもらいました。 

 スタディツアーというと、最初は語学を伸ばすようなことだと考えていました。も

ちろん英語を話すこともあり、個人的には久しぶりに海外で英語を話しましたが、ち

ゃんと通じたときの達成感や楽しさを感じました。しかし語学力の成長以上に、人と

しての成長のスタディツアーだったと思います。新しく得た価値観を大切にしていき

たいです。 

そしてこのスタディツアーは様々な方の支えで成り立っていました。大学生の間にこ

のようなスタディツアーに参加することができて本当に良かったと思っています。素

敵な経験をさせていただき、ありがとうございました。 
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教育学科３年 谷口卯奈 
My Tree 
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今回のスタディツアーに参加し、これまでの人生で経験したことがないほど、自分
の内なる感情がかき乱されたような気がしています。 

私の脳内はバリ島に住む皆さんのお話を聞いて吸収したこと、自分自身で考えてみ
た内容等でぐちゃぐちゃにかき乱されていたため、My Tree を描こうとしてもすぐに
描くことはできませんでした。そこで、まずは整理をしようと、裏面に自分が感じた
ことについて書きました。（前頁、下部の写真） 

主に、バリ島で体験して疑問に思ったこと、今の自分には何ができるのか、自分の
今後の人生について頭がいっぱいになっていました。そこで、日本に帰国し、また一
から勉強をして学びをさらに発展させていく中で、自分の原動力となるものは何だろ
うと考えました。それは、「自分の内なる感情」であると考えました。自分にとっての
幸せは何か、何を大切にしているか、今後どうなりたいのか等、自分の「気持ち」が
最も大切なのではないかと考えました。 

しかし、スタディツアーに参加する前はそれが大切であると分かっていながらも、
大学の課題やアルバイト等で忙しい毎日を送っていたため、自分のための時間が疎か
になっていたと感じています。このように、誰もが重要視していても、無意識的に周
囲の空気を読んでいたり、レールから外れることを恐れていてこの時間を大切にでき
ていないのが日本社会の現状であると思っています。 

そこで、今後はこの「自分の内なる感情」を考える時間、それについて行動する時
間を大切にしていこうと考え、この想いをどうにかして My Tree に描きたいと思いま
した。My Tree は、自分の熱い想いとなる炎が中心部にあり、それは木の中にあって
も燃え尽きることはなく、この想いは自分にとっての「持続可能」であると考え、描
きました。 

これを My Tree に描いて、家族や友人、周囲の人々に想いを伝えていくことによ
り、狭い考え方になりがちである日本社会が少しでも変わっていけば良いなという想
いも込めて描かせていただきました。 
以上が、My Tree に描いた「想い」であり、この tree は私にとって原動力であり持続
可能なものとなっています。 

 

私の価値変容 
 

正直なお話をすると、このスタディツアー中にたくさん涙を流しました。日本に帰
りたいとホームシックになっていたというわけではなく、体験中にバリ島で起こって
いる様々な問題について、初めて身近に感じたためです。 



 

132 
 

これまで環境問題や初等教育の就学率の問題、日本社会の現状について興味があり
自分なりに勉強を進めてきました。また、卒業論文では「サブサハラ・アフリカ諸国
における教育開発−初等教育の就学率の実態と課題−」について書こうと決めていま
した。しかし、今振り返ってみるとこれまでの学びは身近な問題としてではなく、ど
こか遠い存在であるかのように捉えていたのではないかと思いました。 

実際に発展途上国であるインドネシアに訪れ、現地に住む方々のお話を聞いて最も
涙を流した内容は主に二つあります。まず、イブ・ロビンのお話から、貧しい人々は
医療を提供される機会すらも奪われ、救われるべきお母さんと赤ちゃんの命が絶たれ
てしまったという非常に残酷な問題について考えさせられました。「なぜこの世の中は
生きたいのに生きられない人がいるのだろう」という問いについて頭がいっぱいにな
りました。 

次に、幸せそうに見えるけど幸せじゃない人がたくさんいるという千夏さんのお言
葉についてです。バリ島の人々はすれ違っただけで満面の笑みで挨拶をしてくれて、
目が合うだけでもニコッと笑顔を見せてくれました。大人も子どももとても幸せそう
で微笑ましいと思っていました。しかし、千夏さんのお話から、バリ島のあちこちに
ストリートチルドレンがいて、苦しんでいる子どもがいる事実を聞きました。この事
実を知って、バリ島の人々を微笑ましいと思った自分をとても恥ずかしく思いまし
た。いつも笑顔な人でも、貧しかったり病気に苦しんでいる人がいたりと、陰で苦し
んでいる人がたくさんいる現状を知り、涙が止まらなかったです。 

このように、スタディツアー参加中にたくさん涙を流した私ですが、日常的に泣く
機会は少ないです。それでも、こんなに涙を流した理由は、様々な問題を知った上で
泣くほどの「何か」があったわけで、自分に何かできることはないのかと不甲斐なさ
からもあったと思います。この「何か」が今は分からなくてもこの気持ちはとても大
切であり、模索しながら今後の自分の学びにつなげていきたいと思っています。 

これまで話してきたことから、スタディツアー中辛いことや悲しいことばかりだっ
たように感じるかもしれませんが、当然そんなことはなく毎日忙しいスケジュールの
中でも精一杯学んで友人と語り合って、睡眠時間を削ってでも一日の学びの内容を復
習してみたりと、非常に充実していた期間であったと思います。 

たくさんの新たな発見があった中で、特に自分にとって大きな発見となったものが
あります。それは、実は人見知りではなく、自分にはいざという時でも行動力がある
という発見です。 

これまで新しい人々と出会う中で、緊張が解けてから仲良くなるまでの時間がかか
るため、自分はずっと人見知りだと思っていました。しかし、スタディツアーに参加
すると、英語をもっと話せるようになりたいという思いが強いためか、現地の人に道
を聞いてその後おしゃべりしたり、空港でサーフボードを持っている人に「私もサー



 

133 
 

フィン最近始めたの」と話すきっかけを作っていたりと、自然と外国人に話しかけて
いる自分を発見しました。 

これは私にとって非常に素晴らしい発見であり、言語が異なる人に躊躇なく話しか
けられる行動力を身に付けたのだからこの機会を逃すのは勿体無いと思いました。何
かできることはないかと、日本に帰ってきてから外国人のコミュニティに入る機会を
作り出し、実際に外国人の友人を作ることができました。この行動力を知れたことに
より、自分は例えどんな状況下に置かれたとしても、その環境に適応する能力を持っ
ているのではないかと自信がつきました。 

大学一年の頃から、「発展途上国における教育問題」の授業を履修しており、海外ス
タディツアーに参加することを目標としてきました。しかしながら、新型コロナウイ
ルスの影響から現地を訪れることは許されず、今年やっと目標だった研修への参加が
叶いました。この研修では、自分の想像を遥かに超えた学び、価値変容、新しい発見
等を手に入れることができたと感じております。また、海外を訪れたのは初めてでは
ありませんが、間違いなくこのスタディツアーは私の人生において忘れることの無い
経験になったと思っております。 
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教育学科３年 塚田紗來  

My Tree  
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私の根には、私のなりたい自分がいます。バリ島で話をしてくださった方々に共通 す
る「挑む勇気」や「エネルギーを与え続ける姿勢」は、周りの人々に喜びを与えて い
ます。そして、それぞれの希望を育てているのです。特に印象に残ったのは、 Robin さ
んの「私たちの世代が解決できなくてごめんなさい」という言葉です。人生 の大先輩
から、謝罪の言葉が伝えられるとは考えてもいませんでした。私は、様々な 課題を解
決できないまま世代交代をするのではなく、自信を持って地球を後世に渡したいと心に
決めました。 

幹は、これから大切にしたい考えで成り立っています。Sari さんは、困難は肥料であ
ると語っていました。肥料があることで成長できたと思うと、気持ちが楽になります。
さらには、「決めるのは宇宙だから好きなものを選ぶ」という Sari さんからのメッセー
ジは、芯として心に深く届いた言葉です。私の木を築くのも、私の自由であり、好きに
してよいのだとわかりました。 

たくさんの葉は、大切な人やこれから出会う人に届けたいことで溢れています。私の
大切な人には、「生きる」を感じ続けるために、情熱の追求や夢を持つことを大切にし
てほしいです。Ako さんから「1 日のうちにある選択分、世界を変えることができる」
と学び、選択できる権利を無駄にせずに互いに心を動かし合う関係性を築けることを広
めたいと思いました。ハピネスが自分自身の中にあるとしながら、様々なことに対する
「怒り」を「愛」に変えられる力を伝えます。 

根、幹、葉のすべてに関わりを持つ「愛」は水となり、再び「木」に 戻ります。愛の
循環が生まれるのが、私の木です。 

 

Me 
 

バリ島は、1 年前にオンラインで繋がっていた場所が目の前に広がる夢のひと時でし
た。最も印象に残っているのは、mana での学びです。  

「自分は何を流しているのか、何を捨てているのか」。この言葉を初めに聞いたとき
は他人事でしたが、mana での食事やお祈り、生き物たちの鳴き声が私の考えを大きく
変えました。mana の健康的な食事は衝撃的な美味しさでした。幸せでいっぱいになっ
たとき、畑に携わってくれた人や調理してくれた人、食事を用意してくれた人はもちろ
ん、自然への感謝が生まれました。根元から支えてくれる土や栄養を与えてくれる水や
肥料、見守ってくれる太陽や風、多くの仕事をしてくれる虫や鳥、一緒に過ごしてくれ
る植物など、自然がなければ生きていくことができません。さらには、お祈りをするた
めに靴を脱いで裸足で土に触れたとき、心が揺れ動きました。ひんやりとした土やその
上に生えている草は、私の足を刺激しながら優しく包み込んでくれました。自然との繋
がりを強く感じ、下から支えられて生きていると思いました。生き物たちの鳴き声も私
の刺激となりました。朝はニワトリ、夜はカエル。初めは音が気になって眠ることがで
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きませんでしたが、時間帯によって移り変わる鳴き声を体感し、共存している気持ちよ
さを覚えました。朝から夜になり、そして次の日の朝になり、日々は繰り返されていき
ます。生き物たちと一緒に毎日を刻んでいることで、この場所には人間である私だけが
いるのではないとわかりました。Aska さんの「必要でない生き物はいない」という言
葉を最終日に聞き、生き物を大切にする義務を感じました。このような経験は、「何を
流すのか、何を捨てるのか」と私に問いかけました。「使う責任」は物の最期まであり
ます。物が手元から離れた先を想像して過ごしたいです。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真：mana での朝食 

 
もう繰り返すことのできない唯一無二の経験をして生まれ変わった私は、帰国して 

から新しい自分で日々歩んでいます。私は、日本に帰国した 2022 年 9 月 16 日から 
様々な違和感をメモにまとめていました。しかし残念ながら、メモの更新は 3 日後の 
19 日で止まってしまいました。あっという間に日本の時間軸に飲み込まれ、感じる違 
和感がなくなってしまったのです。たった 3 日間のメモをここに記します。 
 
・人がニコニコしていない。誰も挨拶しない。歩く速度が速い。  
・電車に乗っている全員が俯いている。  
・エアコンの風が気持ち悪い。気が付いたら外の風を感じたくて窓を開けていた。 
・おやつのマスカットが蟻に食べられてしまうと心配。机に置かずに早く食べた。  
・犬がリードに繋がれていて驚いた。  

私の日本で過ごしている日々は、生き物や自然と大きく切り離されていたと気が付 
きました。人間である私だけが勝手に生きることは、したくありません。循環の一部 と
して、責任のある行動をして生きていきたいです。My tree というビジョンを持って、
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全ての生命が「Joyful」な人生を送ることができるように愛を注ぎ込みます。 
 

 

写真：Mana の木々たち 
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国際交流学科３年 南木美咲 

My Tree 

 

 

私は、これを描く際、1 週間の Study Tour で学んだこと、感じたことを全て書き出
してみました。似ていることをリンキングして整理する中で皆さんのお話の中に共通
性が見え、それが表現しやすい木の形を考えていたときに、ふと「松にしよう」と思
いつきました。この My Tree は自分の過去と未来を表し、下部には自分の土台となる
ものやバックグラウンド、上部にはそれを受けて将来の夢と、それを実現するための
Be-Do-Have を描きました。 

この Study Tour を通して最も印象に残ったことは、お話を伺った方々が皆、愛と高
い志を持って夢に向かって努力されている方々であったということです。こんな大人
は今まで出会ったことがありません。中でも、助産師イブ・ロビンは妹、そして全て
の子供、妊婦さん、人、動植物への愛のもと、「貧困は命を諦める理由にはならない」
と、妊婦に無償で医療を提供し、子供たちの性教育にも力を入れています。この素晴
らしい活動の全ては、愛が起点なのです。そして私に愛情を注ぎ、「愛」の存在を教え
てくれたのは母だということを思い出しました。現在離れて暮らしている中、日々の
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タスクに追われて忘れかけていましたが、千夏さんのお話や、参加メンバーの親子関
係についての話、奥切先生の「息子や父にはわからない、母と娘は特別な絆で結ばれ
ている」というお言葉を聞き、私を常に応援し、いかなる時も無償の愛を与え続けて
くれる母の「愛」を再び感じ、過去には両親の愛があって自分が生まれ育ち、将来は
ロビンのように、愛に溢れた人生を送りたい、という思いを込めて My Tree が根を張
る土の部分、すなわち自分の根底にあるものとして「愛」と書きました。それには決
まった形がなく、とても暖かかくて優しいものだと考えたため、暖色を使ってぼんや
りとした表現をしました。 

次に、その愛を今度は私が与える番だ、という思いから For Everything と書きまし
た。ここには２つの思いがあります。１つは、このツアーで出会った方々のように、
広い愛で全てを受け止め力に変えて、人に、この地球に、貢献したいということ。2
つ目は、自分が mana で体感した“Part of Nature”=“自分が生態系の循環の一部にな
る”ように、私も愛を循環させたい、愛の循環の一部になりたいという思いです。そし
て、広く、深く、万物を愛するには右に描いた「居場所」が必要だと考えます。さゆ
りさんの「“居場所”とは自分が安心できて、五感、感情を解き放てる場所」というお
言葉が印象に残り、自分の居場所は家だけではないことに気付かされました。これは
母の愛と共にツアーで気付くことができたものであるため、花を咲かせました。 

上部には、濱川知宏さんの Be-Do-Have に準えて自分の将来を構想しました。日本
は Do-Have-Be の社会であり、まずは頑張ること、そうすればいい大学を出ていい仕
事に就き、収入を得られる。そうして人生の喜びや幸せが叶うと教えられています
が、実際は Do に追われ、Have でお金を得ても、幸せな Be には達さないというお話
を聞き、私がなんとなく感じていた日本社会への違和感を分かりやすく分解してくだ
さった気がしました。そこで私は、まず Be として「不正義をなくす」と書きまし
た。亜子さんから教えていただいた観光業によるバリの資源搾取、住民よりもはるか
に多いゴミの排出がゴミ山にスラムになっていること。イブ・ロビンやイブ・サリの
元に集まる女性や子供、明日香さんのお話にあったサモアの人々など、立場の弱い
人々が虐げられ、富める者・先進国の発展と引き換えに起こった気候変動の被害に遭
う。こんな世界ではダメだ。この不均衡を無くしたい。バリでは子供を産み育てるお
金がない家族でも、畑や家を売ってお金を得るそうです。そんな困難な状況の中でも
家族に愛され、大切に育まれた子供たちの未来を、バリで出会った子供たちの笑顔を
守りたい、そんな思いからこの夢を描きました。しかし、それは簡単なことではあり
ません。気候変動１つを取っても要因は数多く、問題へのアプローチ方法も多種様々
で、何が正解かもわからない、大変難しいものです。実は以前にも同じ思いを抱いた
ことがありましたが、上記の理由からすぐに諦めてしまいました。しかし私はもう諦
めません。千夏さんが自分では解決できずとも、幼稚園・小学校の運営を通して「希
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望を育てている」とおっしゃっていたように、自分にできる方法で、実現が自分の死
後になろうと、この夢を叶えます。夢を追い続ける大人たちの姿を見て、自分もそう
なりたいと思いました。イブサリのくださった、成功に必要な WOA の１つ
Willingness と Burning fire in your heart という言葉を胸に、私はこの夢を叶えに行き
ます。そのための信条、座右の銘を左上に書きました。イブ・ロビンの Happiness is 
always with you そしてさゆりさんの「”いつか”ではなく”いつも”なりたい自分である
ように」という２つの言葉です。ツアーでお話を伺う中で感激した言葉は沢山あるの
ですが、これだけは常に頭に置いておきたい、大切な言葉です。 

この「不正義をなくす」という Be を実現するためには、多くの Do が必要です。そ
のうちの１つ、濱川明日香さんから学んだ Do を書きました。それは「他人も、自分
も、受け入れる」ということです。今まで私は不正義をなくす＝不正義を振りかざす
権力者を正すと捉えていましたが、彼らは彼らの信じる正義があってその言動に至る
ため、彼らの意見を聞き、受け入れることで解決策が見つかると教えて頂きました。
自分は相手のことを知り得ないため、相手を受け入れ寄り添わなければ、決して自分
の主張、ましてや「行動を改めてほしい」などは当然聞き入れてもらえません。そし
て明日香さんから教えていただいた夢を叶えるレシピの一つ、「自己表現」というお言
葉を「自分を受け入れる」と捉えて表記しました。なぜなら、まず自分を受け入れな
ければ自分を表現できないからです。自分を受け入れ、自分が見たもの触れたもの、
肌で感じたものを信じ、自分の中に落とし込めてゆっくり吟味し、自分の言葉で表現
をする。イブ・サリの”Feel deeply”という言葉は「自己表現」のためのヒントなので
はないか、と時がたった今だからこそ思います。 

そして最後に、“Have”で何を得るかはまだまだ分かりません。しかし 1 つだけ言え
ることがあるとすれば、人を愛し、万物を愛し、愛を持って「Be を描いて」「Do を実
行」することで、Have には愛が溢れていて欲しい、そんな思いからこの絵を描きまし
た。 

これが私の My Tree です。 
（追記：左上は太陽の光です。バリは太陽が近いため大きくて力強く、形が見えませ
んでした。その風景を忘れないよう描きました。そして、経験したものをそのままの
形で残したいと思い、言語を統一していません。ご了承ください。） 
 

愛に包まれた 1 週間 
 

このツアーを通して私が 1 番身に染みて感じたのは、人の温かさです。 
イブ・ロビンにお会いする前日、明日香さんから「ロビンは愛の人だ」とお聞きし

ており、実際に彼女が医者の不適切な診療により妹様を亡くされ、その怒りを貧しい
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妊婦への愛に変えて、イブセハットを開設したというお話を聞き、驚きました。自分
も妹がいますが、彼女がそんな目に遭ったら、私はその医師を一生憎んで暮らすと思
います。しかし、ロビンは妹だったらどうするかを考え、怒りを「もう二度と同じこ
とが起こらないように」と全ての妊婦、家族への愛に変えたそうです。また PKP で
は、そこにいた全員が私たちを温かく迎え入れてくれました。そこで強烈に記憶に残
ったのは、サリの妹、イブ・チキンです。彼女と顔を合わせたのはたった 30 分、一緒
にお菓子を作っただけです。それなのにも関わらず、最後に「あなたたちはもう私の
家族だから、いつでも帰ってきていいのよ」という言葉をかけてくださり、私はとて
も驚きました。こんなにも温かく、人を包み込んでくれる人は見たことがありませ
ん。今考えると、イブ・サリの愛が妹様や PKP に助けを求めにくる人々の心を温め、
それを受けて PKP にいた人たちが私たちに愛を持って接してくれたのではないか、と
思います。My Tree にも描いたように、今度は自分がこの愛を周りの人に伝えていこ
うと感じた貴重な経験です。 

そして、共にツアーに参加した仲間の温かさにも包まれました。私は教育学科では
ないので、ほぼ全ての人とツアー初日に知り合いました。1 週間、バリの文化や自
然、偉大な方々の愛に触れ、感想を共有して共に濃い時間を過ごして迎えた最終日、
My Tree の発表を 1 人ずつ行いました。私が心の内を全て話し終えた後、「そんな話聞
いてないよ、相談してよ」と声をかけてくれたり、私の何気ない行動に感謝や称揚の
言葉をかけてくれたりしました。親友にも話しにくく口にしなかった家族に関する話
も、ツアーでは話すことができたのは、参加メンバーたちが、私の作っていた壁を簡
単に壊し、低かった自己肯定感を上げてくれたからだと感じています。 

人生で 1 番、多くの人から愛を感じた 1 週間でした。このツアーに同じ志を持った
メンバーと共に参加することができ、心からよかったと思っています。この経験は人
生の宝物です。最後になりますが、引率の永田先生、奥切先生をはじめ Earth 
Company の皆様、お世話になった皆様とバリの自然、そして何より応援してくれた両
親に心より感謝御礼申し上げます。ありがとうございました。 
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国際交流学科３年 保泉日向子 
 

My Tree 
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私の My tree は、両親や家族からの愛で出来上がっていることや、家族の幸せが自
身の幸せであることにも気づけたため、肥料を多く含む土壌には、愛と幸せを描きま
した。また、私を強く支えてくれている言葉に、「置かれた場所で咲きなさい」があり
ます。聖心の卒業生で、シスターの渡辺和子さんの著書のタイトルです。本も読みま
したが、この言葉に救われたきっかけは、高校受験の時です。私は、幼稚園の頃か
ら、先生方からリーダーを任されることが多く、そのことに責任を持って、役割を果
たしてきていました。最初の頃は、そういう自分についてきてくれる友達が多かった
のですが、小学校高学年になると、学級会長や委員長をしている私は、グループを作
る時などに、入りづらくなってしまいました。威張っていたわけではありませんが、
クラスメイトから「会長」などと呼ばれ、気兼ねなく話すことが私の中で難しくなり
ました。中学生になってからも、人前に立つ役職につき、友達も作れず、小中学生の
青春を楽しめなかったと思っていました。友達も作れず、習い事ばかりしていた私
は、勉強にも力を入れ、高校は自分の望んだ環境で、楽しいと思える学生生活を送り
たいと強く望んでいました。しかし、高校受験に失敗してしまいました。自分が望ん
でいない地元の私立高校に入学することになり、これ以上自分が楽しいと思える生活
を送ることはできないのだ、と思い込んでいた時に、この言葉に出逢います。卒業間
近に、音楽の先生が、受験を終えた私たちに、贈りたい言葉として、「置かれた場所で
咲きなさい」を紹介してくださいました。この言葉を聞いて、私は、「どの環境に置か
れても、その場で自分が楽しく幸せであれば、咲けるだろう、頑張ろう」と思えまし
た。この言葉のおかげで、自分が望んでいなかった場所や役割だったとしても、それ
に向き合って頑張ろうと思えるようになりました。何事も前向きに頑張れる根源は、
この言葉にあります。今回のスタディツアーでイブサリから教わった 3E は、この言
葉をより豊かにしてくれたと考えます。"Everybody is a teacher, Every place is a 
school, Every moment is a lesson. " 誰もどこもどの瞬間も無駄なことはなく、置かれ
た場所で吸収できるものは、吸収して学んでいこうと思います。その土壌から育った
木の幹には、自分の個性や価値観があると考えました。この夏休みは、自分を知る機
会になりました。一人で海外に行き、約 1 ヶ月暮らすことで、日本とは違う文化や価
値観に触れ、まだまだ知らない世界を知りたいという好奇心が芽生えました。いろい
ろと経験している人は、人生が豊かだと思います。全てがいつかの何かに繋がってい
るから、そのために今を頑張っていこうと思えるようになりました。ただ、無理をす
ると苦しくなるため、自分の心に正直であることが大事だということにも気づけまし
た。 
スタディツアーで聞いたお話の中で、救われた言葉やもっと自分でも考えてみたいと

思えるような言葉がたくさんありました。さゆりさんに、小中学生の頃自分が抱えて
いたモヤッとした気分を話しました。その時に、「過去の自分がいるから、今の自分が
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いて。自分だけは、自分の味方でいてあげてね。自分はよく頑張ってきた、よく頑張
っているとハグしてあげよう。」という言葉を下さって、私はとても救われました。自
分でもそう思うようにはしていましたが、人からそう言ってもらえるのは、私にとっ
てとても心の癒しとなりました。また、千夏さんの言葉で「自分が辛くなるまで頑張
る必要はないけど、妥協する必要もない」という言葉が私の中に印象づけられていま
す。頑張る必要がないなら妥協してしまおう、と思ってしまいそうですが、妥協する
必要がないのなら、納得するまで物事と向き合っていこうと決心がつきました。 
今後、考えていきたいこと、蕾として、「自分の well-being は何か」ということと「自
分が生き生きできる瞬間はいつか」ということです。日々の生活で幸福感はあると思
いますが、仕事の面でも幸福感を得られるような仕事に就きたいと思うようになりま
した。スーツを着て、カッコよく出勤することもしてみたいですが、海外でその国の
時間の流れに身を任せて、仕事をしてみたいとも思っています。どちらも叶えられた
時、私は幸福度が最上になっているのではないかと思います。自分のライフイベント
と併せてキャリアについて考えていきたいと思います。 
バリでいろいろな方と出会ってお話を聞いて、感じたことのまとめとして、「みんな

が希望で、みんな愛す人愛してくれる人がいて、一人一人が奇跡の存在であること。
人に限らず、木も花も鳥も虫も全てが生きている」。私はこの考え方、価値観にこの歳
で出会えてとても幸せだと思います。地球には愛が溢れかえっている。そう思いまし
た。 
 

世界は愛で包まれる 
 
ずっと行ってみたかったバリ島へ、スタディツアーで行けて率直に嬉しかったです。

観光で行っていたら、出会えなかった女性たちに出会えて、幸せだと思います。 
お話ししてくださった方々に共通して言えることは、それぞれに「愛」があるという
ことです。皆さん辛い過去があり、挫けて道を逸れそうになったけれど、自分としっ
かり向き合い、今の自分を心から愛せている人たちだと感じました。バリ島、特に
mana は不思議で、自分が解放されたようなとても清々しい気持ちで過ごせました。何
に対しても正直になれて、日が経つにつれて、自然そのものに感謝の心を持てるよう
になっていました。太陽が昇り、朝露が輝き、鳥のさえずりと鶏の鳴き声、昼は動植
物がパワーをフル活用して生きていて、夜はスズムシやカエルの鳴き声など、癒しの
時でした。 
 一番参加してよかったと思うことは、毎晩のリフレクションの時間です。自分が学
んだことや心に留めておきたい言葉を振り返ることや、友人たちの心の内やどの部分
が心に響いていたのか、などを知ることができたからです。永田先生が、到着した日
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に、「帰る頃には、ほぐされて溶けているかもしれない」というようなことをおっしゃ
っていました。そこまで、私は行けるか心配でしたが、毎日自分と向き合い、心に正
直になっていくと、本当にほぐされて、溶けていくような感覚を感じることができま
した。初日は、バリに来ることができた喜びだけでしたが、バリにいる人々や鳥、
虫、花、稲など全ての生き物に対して、感謝が込み上げてきました。それは、とても
不思議な感覚でした。写真は、mana の部屋と植物とプルメリアの花です。バリの雰囲
気と循環している環境に癒された 1 週間でした。海の写真は、サヌールビーチのレス
トランの２階空の景色です。ウブドの緑豊かな風景から一変して、鮮やかで優しいブ
ルーの海に想いふけていました。海を眺めながら、自分たちの悩みを打ち明けて、涙
して、記憶に残る時間となりました。世界遺産のジャティルウィでは、一人で散策し
ました。目の前に一面広がる棚田は、幻想的な世界に迷い込んだような錯覚に陥りま
した。どこまで歩いても田んぼが広がり、全ての田に水路が引かれていて人々の知恵
と自然とが一体となっていることを体感することができました。また、バリの伝統舞
踊を教えてもらった際に使った小道具です。祈りを込めて、宙に撒きます。日本で
は、あまりものを投げることはしないため、とても不思議な体験でした。文化にも触
れることができて貴重な経験ができました。 
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教育学科 3 年 三浦さくら 
My Tree  



 

148 
 

私は第一に、土を家族にしました。家族とは自分自身を生んでくれた存在であり、
一度木が生えた苗の位置は変わらないのと同じように、親は変わらないためそして自
分にとって縁の下の力持ちのような、支えてくれる基盤として示しました。 

続いて自分自身（mine）を木の幹としました。木の幹とは自分の信念のようなもの
だと思います。木の幹とは多種多様でありながら、幹そのものは太かれ細かれ変化し
ません。自分自身にも同じようなことが言えると思います。自分の価値観や信念、幸
せと感じることは誰しも持っておりその意志そのものは変わらないと思います。 

そして、そんな自分自身の木を豊かにしてくれる肥料のような存在は様々です。動
物や自然、芸術、文化、建物、エネルギー、人間．．．。様々な肥料が私たちの心や体を
豊かにしてくれます。むしろこれらの肥料があるからこそ、木として成長できるので
す。つまり言い換えると、このようなものがあるからこそ人は生きることができるの
です。そしてこのような、人間や自然、動物などの存在により自分自身に愛が生まれ
ます。 

しかし、この肥料を得るためにはお金が必要です。お金を持つことによって、この
人生を豊かにしてくれる肥料であるモノやサービスを受けることができます。では、
お金がたくさんあれば幸せに、心が豊かになるのでしょうか？そうとは言い切れない
かもしれません。お金は私たちの生活を豊かにする一方で、一番大切である自分自身
の幹、つまり愛が減ってしまう恐れや肥料となる自然や動物を殺している面ももしか
したらあるのかもしれません。 

では、なぜ愛は減ってしまうのか？愛の反対とはみなさんはなんだと思いますか。
好きの反対は嫌いや無関心などとよく耳にします。ですが本当にそうでしょうか。も
し無関心であったら、戦争などは起こらないはずです。なぜなら他の国のことに対し
て興味がないのですから。私は、愛の反対は「嫉妬や競争心」なのではないかと思い
ます。自分を他人と比べ、比較して劣りたくない、もしくは自分は他者に比べて良く
ありたいといった競争心が生まれてしまうため愛がなくなりやがて憎しみへ変わって
しまうのだと思います。でもそのような気持ちが生まれるのは自然なことだと思いま
す。そのような感情が生まれるのはお金があるからでしょうか。それとも社会がそう
させているのか。私にもよくわかりません。むしろこのような欲とうまく付き合って
いくことが一番大切なのかもしれません。そして木の枝は多種多様であり成長ととも
に伸びたり、また折れたりします。これは自分の価値観と似ていて経験とともに価値
観の変容そのものが木の枝の成長ともいえるでしょう。 

最後に普通なら木の上は空を想像しがちだと思います。しかし、私は空ではなく、
土だと思います。木（=自分）が成長しやがて親になり自分が新しい木の基盤となる
と思います。こうして生の循環が出来上がってゆきます。その基盤となる土を腐化さ
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せないためにこの肥料の存在を守り自分の欲をうまくコントロールしていくことが大
切だと思います。 
 

愛とは何かを模索するスタディツアー 
 

皆さんは発展途上国についてどのようなイメージを抱いていますか？私は途上国に
対して「かわいそうである」というイメージを抱いていました。しかし、そんなイメ
ージとは少し違ったツアーになりました。 

バリ島にあるブミセハット助産院という場所に訪れました。そしてこの建物を設立 
したロビンという女性にお会いし、お話を聞きました。その時のある言葉が忘れられ
ません。「貧困は命を諦める理由にはならない」「平和が私たちの最も幸せなことで
す。そして私はこの世界をよくするのは何ができるか考えました。子どもとは peace 
of peace です。平和の種とは子どもにあります。」といいました。私は、お金や名声な
ど見返りがないのに、なぜそこまでできるのか。なぜ人を助けるのか。ロビンに問い
ました。「私は人生において既にたくさんの gift をもらっているため、すでに満ちてい
ます。愛はブーメランです。人に与えれば与えるほど自分に戻ってきます。そして人
間の体はメモリーを作る器なのです。愛のために生きなければ何のために生きるので
しょう。そして子どもとは、愛が存在しなければ生まれないのです。」 

そして、私は、愛とは何か強く考え、先生や友人たちと幸せとは、愛とは、答えの
ない問いを夜な夜な語り合いました。 

私達、先進国の暮らしとは豊かで情報も物もたくさん存在し、自分自身で生きてい
くことができます。そのため自分自身で解決しなければ、人に頼れないといった心情
が生まれ、プレッシャーに感じたりストレスを抱えたりすることもあります。対して
発展途上国とは、モノも情報にも暮れているため、他の人の助けなしには生きられま
せん。人に助けられてこそ自分自身がある、人を助け、助けられることが当たり前。
町の人はみな笑顔であり、見知らぬ人にも手を振るとても幸せな世界でした。日本の
電車で他人に席を譲るだけで勇気が必要なのはなぜだろうと自問自答しました。そし
て、幸せとはもしかしたら物がたくさんあること。お金がたくさんあることが必ずし
もそうと言い切れるわけではないことを感じました。人とのつながりでとても幸せを
感じる日常をバリが教えてくれました。 

両親、一緒に過ごしてくれた友人、応援してくれた周りの人、先生方すべての人に
感謝が溢れ、改めて今の自分自身の幸せをかみしめることができました。そんな価値
変容が生まれたバリスタディツアー、今度は私が周りに愛を伝えられる、愛であふれ
る環境へ。愛のある人になりたいと思いました。 
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教育学科 3 年 山中悠夢 
My Tree 
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私の My Tree は、ピンクのハートの中に木を描きその木にはたくさんの葉っぱをつ
けました。また幹は太く描き、あえて根は描きませんでした。以上のことを詳しく説
明していきたいと思います。まず、大きくピンクのハートを書いたのはスタディツア
ーを通して私は大きな愛に包まれているのだと感じたからです。私は一人っ子である
ので今まで集団で生活したことは小中高の修学旅行や勉強合宿のみでした。スタディ
ツアーでは 9 人部屋のお部屋に振り分けられて初めて 9 人で 1 週間弱過ごすことで常
に他者を思いやる気持ちを持って過ごすことが大切であることを学びました。今まで
の生活では、1 人しかいなかったのであまり気を使わずに生活していたのですがそれ
ですと他者が不快な思いをしてしまうので気をつけて生活をしていました。それは私
が思っているだけではなく私の他 8 人も考えていてくれたと強く感じました。お手洗
いを使うときには「大丈夫？」とみんなに確認を取ってから使ったりすること、慣れ
ない環境の中でみんなの体調を気遣う言葉などすごく温かい気持ちになりました。ま
た、引率の先生方たちや現地でサポートしてくださった方々にも愛を感じることがた
くさんありました。 

次に、たくさんの葉っぱを描いたのはたくさんの知識や体験が増えたからでした。
私は初めての海外だったため日本を出て空港から全てが目新しいものでありました。
またツアーが始まり環境問題について考え知ることや様々な人のお話を聞くことで私
が持っていた考え方の変容を感じることができました。 

特に環境問題に関しては、いままで何も考えずに過ごしていた私の私生活がどれだ
け環境破壊をしているのかを知りとても恐ろしい気持ちになりました。日本にいると
当たり前になっていてわからないことがたくさんあるのだとも強く感じました。 

また、幹は太く描き根をあえて描かなかったのは幹とは自分の軸であると考えたの
で太く描きました。私は自分の考えは変容したとしても軸となる自分を変えてしまう
と自分自身の個性がなくなってしまうと思いました。自分なりの軸を持ち様々なこと
に関わりその軸のもとで変容していくということを表したいと思いました。そしてあ
えて根を書かなかったのは、その場に止まらず冒険をして自分が豊かになることを進
んでしていきたいと思ったからです。私は今まで自分で決断して大きな物事を進めた
ことがほとんどなく親がいうことを進めてきました。しかしそれは自分の人生ではな
いと感じました。一度しかない人生なので自分がやりたいことをやり様々な冒険をし
て過ごした方が有意義に過ごせると感じました。 

私のMy Treeはハートに包まれていて根がなくぷかぷかと浮かんでいる実際の木で
はあり得ない様なものです。このような木にしたのも自分なりの考えや軸を持ちたい
と思ったからです。 
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My Treeの発表を聞き、私と違った意見を持つ人をみて周りに圧倒されました。私
はあまり考えることができていないのではないかということや、良い機会を与えても
らっているのにきちんと吸収できていないのではないかと不安になりました。自分の  

My Treeで幹を太く描いた様に自分の軸を持つことが重要と心に留めていました。
自分の軸を持った上で、他者の良いところを学び自分に生かすことはしていきたいと
思いました。My Treeを描いてから既にMy Treeが自分の軸になっているということを
知りすごく有意義な時間をいただけたと感じました。これからもスタディツアーを通
して考えたMy Treeを心に留めながら生活をして、定期的にリフレクションを行いな
がら振り返りをして自分の人生を豊かにしていきたいです。 
 

愛に包まれた 7 日間 
 

私はスタディツアーを通して学んだことは大きく分けて三つあります。一つ目は、
バリ島という島の良いところです。二つ目は、環境問題に関して深い学びができたと
いうことです。三つ目は、他者との関わり方についてです。 

一つ目のバリ島の良いところとは人の温かさ、本来の自然があるということです。
私は海外に行くのは初めてで、日本とバリ島の良いギャップを感じることができたと
思います。日本では外を歩いていて目があったりしてもニコッと笑いかけたりするこ
とはありません。しかしバリ島ではみんなが笑顔で通りすがりに笑いかけてくれるこ
とにとても驚きました。最初はなんでなんだろうという不信感でいっぱいでしたが、
バリ島の人たちは心から笑いかけているということを知りとても温かい気持ちになり
ました。また、自然が豊かでありました。夜に聞こえるカエルの鳴き声、朝に聞こえ
るニワトリの鳴き声、様々な木や実、全てがとても心地よいものでした。私は青森県
出身であり自然の音を聞きながら過ごすということがとても懐かしい気持ちにもなり
ました。都会では感じられないようなゆっくりとした本来の時間の進み方を感じるこ
とができた気がします。 

二つ目は環境問題に関して深い学びをしたということです。いままでの私はお恥ず
かしながら環境問題に対して身近なものではないと感じていました。しかし、実際に
お話を聞くこと、体験を通して危機感を覚えました。スタディツアーで環境に優しい
生活をして、東京に戻ったらまた元に戻ってしまうのではないかとも思いました。し
かし、トモさんのお話の中であったように１つでも環境を考えた行動をしてほしいと
いうことを心に留めながら生活をする様になりました。私はコスメが好きで良く買う
のですが、コスメを買うときにも成分表や作られた工程をしっかりと見ながら商品を
買うようになりました。こうした一つの行動からだんだんと増やしていきたいです。 
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三つ目は、他者との関わり方についてです。スタディツアーの部屋割りでは九人部
屋になりました。私は一人っ子でいままでそのような生活をしたことがありませんで
した。ですので、他社を気遣いながら生活をすることの大切さを学ぶことができまし
た。また、他者の優しさを心から感じることができました。みんなでみんなを気遣い
ながら過ごすことによりとても心地の良い存在同士であれると感じました。これから
の学校生活や、社会人になってからも意識していきたいです。 
以上が三つの学んだことでした。 

この様な機会を作ってくださった先生方たちや現地でサポートしてくださった
方々、参加させてくれた親に心から感謝をしています。ありがとうございました。 
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国際交流学科教授 奥切恵 
 

バリ島とみんな 
  
 大学教員の大半は授業やその準備、会議、研究活動、書類作成、雑務など毎日忙し
い日々を送り、お昼もろくに食べる時間もなければ、同じ大学内であっても教員同士
で雑談する時間もないような生活を送っている。私もその大半に属しているが、2022
年の春、1 号館から 4 号館へせかせか汗をかきながら歩いていると、たまたま永田先
生に出会した。「こんにちは」の後に永田先生からいきなり教育学科のバリ研修の話が
あり、面食らったと同時に、永田先生の教育に対する熱意に感動・共感し、あっとい
う間に引率に加わることとなった。2 人の会話はものの数分だったが、今思えば大変
運命的といえる。 
 そして気づいたら永田先生と学生のみんなと一緒にバリに到着していて、言語や文
化を専門とする私にはワクワクするような異文化体験ばかりのうえ、素晴らしい人々
にも出会うことができた。濱川明日香さん、濱川知宏さん、藤本亜子さん、Nur さ
ん、Yuli さんや Epa さんをはじめとする Mana Earthly Paradise のスタッフの皆さ
ん、Ibu Sari、Ibu Robin、望月小百合さん、石踊千夏さん、その他の皆さんがそれぞ
れのライフストーリーを私たちに共有してくださった。みんなで涙しながらストーリ
ーを受け止め、学びを深めた。多くの人は、辛い思いをしたことがきっかけで、今で
は世界的に貢献する活動を続けている。誰しも生きていれば辛いことはあるが、世界
に貢献するリーダーシップとは、悔しさや怒りを原動力とし「悲しい思いを他の人に
はしてほしくない」という sacred heart から生まれるのだと感じた。そして自己開示
が周りを変容させるパワーを持っていることも実感できた。 
 研修中は学生とともに壮大でありかつ身近な自然を五感で感じ、研修での学びを通
してぐんぐんとみんなが変容しているのを目の当たりにし、教員としての感動も授受
できる幸せに満ち溢れた毎日を過ごした。Ibu Robin からの胎盤 Angel の話も衝撃的
であったが、研修中に私が動物病院に預けてきた 14 歳の犬が天国に召されそうになっ
ているという連絡を受けた時、学生のみんなが「私の Angel に祈ってあげる！」と言
ってくれて、その美しい気持ちのおかげで、なんと犬が元気になった。病気を治す薬
とか目に見えるものではなく、人の発する聖なる気持ちが世界を変えていることを実
感することができた。 
 とにかく研修中、私はご機嫌だった。学生のみんなの急成長を見守ることができ、
そんなラッキーな場所に居合わせることができるなんて教師冥利に尽きる。その上自
分の体と環境を食と住から大切にできるホテルの滞在し、近所の素敵な香りのする花
を私たちのために木を揺すって落としてくれたマダムまでキラキラして見えた。そう
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だ、ちょっとした想像力で、周りの人や大切な人が何かを必要としているかは、見え
るんだ！とバリの人たちが生活の一片や祈りから教えてくれた。 
 バリのことを学びに行ったのに、学びが深まるほどに、日本の持つ課題に気づくこ
ともできた。その上みんなが変容していく姿を見て、教員である私が学ぶことだらけ
だった。よく「子どもは親の背中を見て育つ」というが、今回は全くの反対で、私が
学生のみんなの背中を見て成長できた。バリで出会ったみなさん、そして一緒に研修
に行った Yoshi と学生の皆さんの温かい気持ちに心から感謝申し上げる。 
 

写真：ジャティルウィ・ライス・テラスにて（2022.09.14） 
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【コラム⑪】現地で驚いたこと 
 
 バリ島で実際に目にしたものや触れたもの、出会った人々など、日本との違いに驚
かされる毎日でした。特に驚いたことについて、4 つにまとめて紹介します。 
 
 
① 循環 
「Mana Earthly Paradise」は、敷地内の地面のほと

んどが土でできており、宿泊施設の建物から一歩外に
出ると、ジャングルが広がっていました！滞在中、夜
間に雨が降ることが多かったのですが、少し前までの
暑さと湿気が嘘だったかのように、雨が降ったときの
ひんやりとした体感に驚かされました。地面の土が雨
を吸収し、一気に気温が下がるためです。コンクリー
トに囲まれた都心の生活の中では気が付けなかったこ
とに感動しました。 

 
 
 
 
 
② リユース 

バリ島滞在中、訪問先の施設や民家で何度もお
食事を提供していただきました。たくさんのおか
ずが盛り付けられた入れ物や、それぞれが取り分
けるお皿は、竹とバナナの葉っぱでできていまし
た。また、バナナの葉っぱは丈夫なので、形を変
えて汁物を入れる容器にもなっていました。お皿
は、内側の葉っぱを取り替えるだけで、外側のカ
ゴは再使用できるため、とてもサスティナブルで
した！ 
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③ 人々の優しさ 
 現地で出会う人々は、皆とても明るく、
すれ違うといつも声をかけてくれました。
バリ島には、日本語を話せる現地の方も多
いため、道で困っている時に日本語で話し
かけてくれる方もいらっしゃいました。 

知らない人だけれど、挨拶を交わした
り、にっこりと微笑んだりしてくれる温か
いお人柄に、何度も心を癒され、私たちも
こうして振る舞える人になりたいと思いま
した。 
 
 
 
 
④ バイクが多い 

 バリ島では、バイクの数がとても多
いことに驚かされました。一家に４台
くらいのバイクがあり、通勤・通学で
利用するそうです。朝のラッシュ時に
は、バイクに乗った人たちの渋滞がで
きていたり、大学を訪問した際には、
学生のバイクがたくさん駐車されてい
たりして、日本では見られない光景に
圧倒されました。道端に止められてい
るバイクもたくさんありました！ 
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11. 参加者アンケート結果 

 

 

＊スタディツアー終了後、参加学生全員に自由記述を含めた質問紙調査に回答しても
らった。以下に、アース・カンパニーによる集計結果を掲載する。 
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むすびにかえて 

 

9 月 8 日から 9 月 16 日までの 9 日間、対面での海外スタディツアーが新型コロナ
ウイルスの蔓延後では初めて、2 年ぶりにインドネシア・バリ島にて開催されまし
た。 参加者は全員コロナ後から大学生活を送っている 1 年生から 3 年生で、多くの
もの、人との関わりから分断されてきた世代の学生たちです。当初は人数制限のため
に選抜 を行う予定でしたが、一人一人がその熱意でツアー参加のための扉を叩き、そ
の思いに先生方が応えてくださったことで、選抜は行わずに 23 名での開催が決まり
ました。  

Mana での 1 週間、響き渡る虫や鳥たちの声が私たちを包み込み、それらにほぐ
されながら、私たちはこれまで分断されていたものとの再会を果たしていきました。
オーガニックの食事も、愛に溢れた人たちも、生活する環境、関わるもの全てが地球
に、そして自分にも優しく、こんな生き方があったのかとこれまで形成してきた価値 
観や「あたりまえ」が崩れていくのを感じました。これまでは、地球に、自分に優し
い生き方は、「難しいもの」「頑張らなければいけないもの」という先入観や印象がど
こかあったのではないかと思います。ですが、自分が全の一部であること、自然の循 
環の中に身を置いていること、周りの全てに生かされていることを五感と心で感じ、 
私たちははっきりとそれらが心地よいものであることを感覚的に理解していきまし 
た。バリでのこうした学びは、大学の講義のような頭で考え、理解し、記憶していく 
ものではなく、頭で考えるよりも先に身体の変化や情動があり、後から理論が感覚に 
追いついてくるようなものでした。ラップアップ（振り返り）の時間では日本につい
ての発言も多くあり、内側からでは気づかない日本の問題もよく見えていきました。  

バリでの生活、学びは「豊かさとは何か」を私たち一人一人の中に常に、そして強
く問いかけてくるものでありました。このような経験は、大学生活ではおよそ経験し 
ない貴重な、そして今後の私たちの生活や人生に息づく体験であったと思います。一 
人一人の帰国後の無理なく自然に起こった変容も、それを表しているのではないでし 
ょうか。私たちの変容が、それぞれの歩む先で SDGs のその先、リジェネラティブ
な未来をつくり出す一歩となることを願い、結びといたします。  

最後になりますが、私たちの学びのためにツアーを全面的にサポートし、お骨折り 
くださった永田佳之先生、奥切恵先生、Earth Company の濱川明日香さん、濱川知
宏さん、藤本亜子さん、ゲストスピーカーの皆さま、バリでのツアー・生活を快適な
ものにしてくださった Nurwantini さん、Mana のスタッフの皆さま、そして聖心女
子大学教職員の皆さま、ツアーへの参加を後押しし支えてくれた家族の皆さまに深く
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感謝申し上げます。ありがとうございました。 
  

2022 年度聖心女子大学  
インドネシア・バリ島スタディツアー参加学生一同 

 

 

写真：マナにて（2022.09.15) 
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